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俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している７
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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今までの「のうコメ」










　奏かなで　俺の学園ラブコメは──脳内選せん択たく肢しなんかに邪じや魔まさせない（キリッ
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　第一章　スグ・ホラレルン？
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　　　　１




　天あま上がみ空そら。

　俺の初はつ恋こいの人の名前だ。

　三年前、中学の時に行ったバスツアーで彼女と出会った俺は、すぐに意気投合した。

　楽しかった。空さんと一いつ緒しよにいるだけで楽しかった。それまでそういう感情に疎うとかった俺でも、それが恋こいと呼ばれるものだと気付くのにそう時間はかからなかった。

　その結果、感情を抑おさえきれなくなった俺は先走って告白してしまったが……驚おどろく事に、かなり脈のある返事をもらった。

　世界がそれまでとは違ちがって見えた。女の子を──誰だれかを好きになるってのはこんなにも最高な事なんだと。

　しかし──それは最悪な形で裏切られる。

「君の事なんて、なんとも思ってないよ」

　空さんは、俺の事なんて全く眼中になかった。気のある素そ振ぶりを見せていたのも、全すべて演技だった。

　俺は……弄もてあそばれていただけだった。

　俺はショックのあまり記き憶おくを失い……空さんは俺の前から消えた。

　──そして、三年後。




「また会えたね、奏かなで君」

　空さんは、再び俺の前に姿を現した。

「もしも……もしも、私に近いレベルで恋れん愛あいできない体質の奏君が……恋に落ちる姿をこの目で見る事ができたら……私も、恋を理解できるかもしれない」

「私はね、ずっと待ってたんだよ。君が立ち直るタイミングを。私が正体を明かしてもちゃんと受け入れられるまで、君の精神が回復するのを」

「ふふ、やっぱり嫌きらわれてるよね。まあ、そのくらいじゃないと意味がないから。奏君……君にはその最低の状態から私の事を好きになってもらうよ」

　空さんとの再会と、その歪ゆがんだ思考は俺の心を大きく揺ゆさぶったが……それ以上に衝しよう撃げき的てきな事実があった。




「そう、夏休みの時と同じ絶対選択肢だね」




　信じられない事に……空さんは俺の脳内に選せん択たく肢しを送ってきている張本人だった。

　それはつまり、彼女が人知を超こえた存在──『神』だという事。

　そしてその空さんが突つきつけてきた選択肢は──






【選べ　①ショコラを好きになる

　　　　②謳おう歌かを好きになる

　　　　③ふらのを好きになる】








　空さんに、恋愛に対するトラウマを植え付けられていた俺は、その選択を断固として拒きよ否ひした。

「もう……恋なんて二度と御ご免めんです」

「なるほど。でも残念ながら奏君のその決意と、選択肢は全然関係ないんだよね」

「う、ああああっ！」

　今までとは比ひ較かくにならない頭痛が襲おそってくる。

「簡単な事なのに、何を躊躇ためらってるのかな。奏君だって、その三人の事は悪く思ってないはずだよ」

　嫌いやだ……嫌だ。

「俺は……俺はもう絶対に恋愛なんてしないで生きてい──うああああああああっ!!」

　頭痛が限界に達し、意識が途と切ぎれかけたその時──

「……え？」

　ショコラ、謳歌、ふらのの姿が目の前にあった。

「奏さん、だいじょーぶですよ」

「そうだよ、あたし達がついてるよっ」

「まあ……そういう事だから安心するといいわ」

　この後の三人の言葉のおかげで──俺は思い直す事ができた。

「俺は……また誰かを好きになりたい」

「でも俺は……好きになる人は、自分で決める」

「だから俺は……誰も選ばない」




「……へえ」

　俺のその宣言を受けた空さんは、選択肢を解除してその場から去っていった。







　──それが数日前の出来事。

　そして夏休みが明け、今日から二学期が始まるわけだけど……

「さて、どんな面おも白しろい絶対選択肢が出てくるだろうね」

　こんなセリフを残していった空さんは、一体どんな選択肢を突きつけてくるのか。

　人の感情を踏みにじるような選択肢には全力で抗あらがい、自分の意思で人を好きになるって誓ちかったはいいけど……いつものアホ選択肢は、よりひどい事になる可能性が高い。

「はあ……」

　ため息を漏もらしながら、玄げん関かんから外に一歩踏ふみ出そうとした瞬しゆん間かん──




【選べ　①右足から踏み出す　②左足から踏み出す】




「はあ……やっぱりろくでもない選択肢────────じゃない？」

　思わず、声が上ずってしまった。

「間ま違ちがい……じゃないよな」




【選べ　①右足から踏み出す　②左足から踏み出す】




　もう一度確かく認にんするが、脳内に降ってきているのは、その二つの選択肢で間違いなかった。

　なんだこれ？……こんな両方とも普ふ通つうのが出てくるはずが──

　いや、待てよ。前にどっちも良い選択肢が出て、それを選んだらホモホモしい事になった悲ひ惨さんなパターンがあったな……今回のもそっち系かもしれない。

「ぐっ……」

　そう考えている内に、催さい促そくの頭痛が襲ってくる。

「右に……するか」

　①を選び、恐おそる恐る実行する。

「そーっと……そーっと」

　踏み出した右足をゆっくりと着地させる。

「…………」

　そのまま数秒待ってみるが、特に異変は見られない。

　右足を着いた地面がいきなり割れ、その下に埋うまっていた大だい子こさんに襲われる──なんて最悪の展開も予想していたんだけど……

「何も……ないのか？」

　追い打ちで別の選択肢が出るかと身構えるも、そういった気配も感じられない。

「大だい丈じよう夫ぶ……そうだな」

　ゆっくりと左足を踏み出して、歩き始めた。

「考えすぎだったか？」

　いや、前のホモパターンの時も、油断してたら時間差でやられたからな。警けい戒かいしてしすぎるって事はないだろう。

「……あ」

　そこで前を歩いていた他校の女子生徒の鞄かばんから、ハンカチが落ちるのが目に入った。

　本人は全く気がつく様子がなく、そのまま歩いていっている。

　駆かけ寄って、ハンカチを拾おうとかがんだその瞬間──




【選べ　①拾ってあげる　②拾わないで放置する】




　……またしても、普通の選せん択たく肢しだった。

　まるでギャルゲーにでも出てきそうな……いや、ギャルゲーでもこんなどうでもいい選択肢はあんまりないだろう。

　一体……どうなってるんだ？

　そして、それとは別に、さっきから気になる点があった。

　いつもの選択肢は脳内に直接降ってきているような感じで、直接的な視覚や聴ちよう覚かくに働きかけてる訳じゃない。

　しかし今日に限っては少し趣おもむきが違った……なんかやたらに渋しぶい声が選択肢を読み上げている気がする……それも愉ゆ悦えつに満ちた声が。

「ぐっ……」

　また催促の頭痛が襲ってきたので、声について考えるのは後回しにして①を選び取った。

　女の子は、考え事をしている内に、大分先へ進んでしまっていた。俺はすぐにハンカチを拾い上げると、小走りで女の子に近付いていく。

「あの……落ちましたよ」

「え？」

　俺は、手に持ったハンカチを示して見せた。

「あれ？　あ、落としちゃったんだ。ありがとうございます」

　その女の子に手を伸のばした瞬間──




【選べ　①普通に手て渡わたす　②笑え顔がおで手渡す】




　……これで三回目の当たり障さわりの無い選択肢だ。

　ここまでくると、さすがに偶ぐう然ぜんでは済まされない。明らかに意図的に、まともな選択肢が出現している。

　あの人は──空さんは一体何を考えてるんだ？

「ぐっ！」

　いいから早く選べ、とばかりに頭痛が襲ってくる。

　まあどうせなら……②を選んだ方がいいだろう。

「はい」

　俺は笑顔でハンカチを手渡した。

「あ……ありがとうございます」

　女の子の様子が少しおかしい。

「どうかしましたか？」

　なんだか少し、顔が赤くなっているような感じだ。

「な、なんでもないです。あ、ありがとうございましたっ」

　女の子はそのまま足早に去って行ってしまった。

「俺……なんかしたかな？」

　いつもみたいな奇き行こうはなかったのに、一体どうしたん──

「おはようございます～」

「うおうっ！」

　いきなり後ろから声をかけられ、びくり、と反応してしまった。

「か、会長……」

　振ふり返った先にいたのは、黒こく白びやく院いん清せい羅ら。晴せい光こう学園の生徒会長だ。

「お久しぶりです～」

　相変わらずの口調で、にっこりと微笑ほほえんでくる会長。

「……どーも」

　俺は反射的に一歩、後あと退ずさってしまった。

「あらあら、そんなに嫌きらわないでください。悲しいです～」

　見事に表情とセリフが合っていない会長。

「あんな事されて、嫌うなっていう方が難しいと思いますけど」

　この前のバスツアーに謳歌とふらのが参加するように仕向けたのはこの人だ。会長に空さんとの繫つながりがある事は明白だった。

「あの人の……空さんの目的は一体なんなんですか？」

　会長は、頰ほおに手を当てて、再度にっこりと微笑む。

「えーっとですね～。なんでも、恋こいという感情を理解したい、という事らしいですよ～」

　それは、本人の口からも語られていた事だった。

「その為ために、甘あま草くささんが恋する所を見てみたいって言ってました～」

　そこがよく分からない所だった。自分で体験するのではなく、他人が恋する所を見たい……そんなんで、恋を理解なんてできるもんだろうか。

「だったら、もう空さんの目的は達せられるかもしれませんね」

「あら、どうしてですか～？」

「俺は、自分が恋れん愛あいを無意識に避さけてた理由を思い出しましたから」

「あらあら、それは喜ばしい事ですね～」

「これからは、普通に自分の意思で恋愛しますから」

　会長はにっこりと微笑みながら、一歩踏み出してきた。

「ほんとですか～？　じゃあ確認しますけど、甘草さん、彼女達の想おもいに気がついてますか～？」

「彼女達？　想い？」

　いきなり話があさっての方向に飛んだ。

「あらあら、やっぱりまだ無意識に恋愛を拒きよ絶ぜつしてますね～。あの人の植え付けたトラウマは、未いまだにあなたの心に根を張ってるみたいですよ～」

　何の事を言っているのかさっぱりだった。

「よく分かりませんが、俺はもう過去の事は克こく服ふくして──」




【選べ　①会長を下の名前で呼ぶ※一回のみ　②会長に下の名前で呼んでくれと頼たのむ】




　……このタイミングでくるか。

　今までの三回に比べれば若じやつ干かん厳しいものの、平常時の選択肢に比べれば天国みたいなもんだ。ずっとじゃなく一回って制限もある事だし。

　ちょっと恥はずかしいけど……

「せ、清羅……」

　俺のそのセリフを受けた会長は、両方の手の平をぽん、と合わせた。

「嬉うれしいです～。甘草さんに下の名前で呼んでもらえるなんて、夢みたいです～」

　ここまで白々しいと逆に清すが々すがしいな。

「で……なんなんですか、これは」

「なんなんですか、ってなんですか～？」

「とぼけないでください。どんな選択肢が出てるか、把は握あくしてるんでしょ？」

「ラブコメですよ～」

「は？」

「今まで、散々邪じや魔ましてしまったので、甘草さんに存分に学園ラブコメを楽しんでもらおうという、あの人なりの罪つみ滅ほろぼしみたいですよ～」

　学園ラブコメ……か。そういえばそんな事言ってたっけな。

「こういう素す敵てきな選択肢が沢たく山さん出続ければ、甘草さん、女の子に大人気になるかもしれませんよ～」

「いや、別にそういうのは求めてないんですけど……」

　俺は、普ふ通つうに大人しく生活できて、普通に恋愛できればそれでいい。

「そうですか～？　例の投票も近いことですし、それにもプラスに働くと思いますよ～」

「あ……」

　会長のその一言で思い出す。

　そうだ、空さん関連のゴタゴタのせいですっかり頭から飛んでいたけど、今月の末には、とてつもなく重要なイベントがある。

　それは晴光学園において半年に一回行われる、男女の表ランキングと『お断り５フアイブ』を決める投票だ。

　俺が今後平和な学園生活を送れるかどうかの分ぶん岐き点てん。まともな恋愛をする為には、なんとしてでも越こえなければならないハードルだ。

「それでは、また学校でお会いしましょうね～」

　ひらひらと手を振って歩いて行く会長の後ろ姿を眺ながめながら決意する。

　俺は……絶対に『お断り５』を卒業してやる。




　　　　２




「おいーっす」

　目に付いたクラスメイト達に挨あい拶さつの言葉を飛ばしながら、教室に入る。

　約四十日の内に、日焼けしたり髪かみが伸びていたりと、多少変化も見られたが、基本的にいつも通りの面々だった。

　そんな中で、俺の事をじっと見ている二人がいた。

「……甘草君」

「……奏っち」

　ふらのと謳歌だ。

　俺と目が合った二人は一いつ瞬しゆん、気まずそうな表情をみせた。

　……空さんの件では大分助けられたけど、あの二人は事情を全すべて把握しているわけじゃない。せいぜい知っているのは俺が空さんに酷ひどいフラれ方をした、という事くらいだ。

　かといって俺の方から詳くわしい事情を話すのもなんか変だし……そんな葛かつ藤とうからバスツアーの後、二人とはまったく連れん絡らくを取れないでいた。

　さてどういう反応をしたもんか……と悩なやんでいるうちに、ふらのが歩み寄ってきた。

「……甘草君」

　そして、俺の顔面をまじまじと見つめる。

「ど、どうした？」

　そして、真しん剣けんな表情で言い放つ。

「相変わらず性器みたいな顔をしているわね」

「何て!?」

「あ、ごめんなさい。相変わらず生気の無い顔をしているわね、と言おうとして間ま違ちがってしまったわ」

「どんな間違い方だ！」

　いきなりの下ネタに辟へき易えきしてしまう。

「甘草君、そんな生気の無い顔をしてないで、便器を出したらどうかしら」

「元気だろ！」

「違ちがうわ。『そんな生気の無い顔をしてないで、性器を出したらどうかしら』と言おうとしたのを便器と間違ったのよ」

「元の方がひでえじゃねえか！」

「そんなに騒さわがないで。ちょっとしたトイレットジョークじゃない」

「ト、トイレットジョーク？……なんだよそれ」

「例えばこんな感じよ『ヘイ、ジョージ。今日、トイレにトレイを落としちまったぜ。ＨＡＨＡＨＡ！』」

「いやそれジョークっていうか、ただのダジャレだろ……」

『ヘイ、ジョージ。今日、家に帰ったらワイフがトイレの中でトレイに載のったメシを食べてたんだ。ＨＡＨＡＨＡ！』

「なんで自宅で便所メシしてんだ！」

　奥さんぼっちってレベルじゃねーぞ……

『ヘイ、ジョージ。今日、家に帰ったら、トイレでうちのワイフと知らない男が浮うわ気きの真っ最中だったぜ。ＨＡＨＡＨＡ！』

「いや笑ってる場合じゃねえだろ！」

『ヘイ、ボブ。もしかしてその男は覆ふく面めんをしてなかったかい？』

　一人二役をやり出すふらの……微び妙みように小こ芝しば居いがうまいんだよな。

『え？　なんでそれを知ってるんだい、ジョージ』

『実は、その浮気相手ってのは僕なのさ、ボブ』

『な、なんだって……トイレでうちのワイフとジョージが情事……こいつは一本とられたぜ！　ＨＡＨＡＨＡ！』

「だからなんで笑ってんだ！」

『許してくれよ、ボブ。僕の蛇じや口ぐちはちょっと締しまりが悪いんだ』

「最低のネタだな！」

『いいんだジョージ。今回の事は水に流すとするよ……トイレでの出来事だけにね』

『『ＨＡＨＡＨＡ！』』

「こいつら頭おかしいだろ！」

「ふふん」

　そしてなぜかドヤ顔のふらの。

「まったく……お前は相変わらず……ん？」

　そこで何者かが俺の肩かたをちょんちょん、とつついた。

「奏っち奏っち」

　振ふり返ってみるとニコニコ顔の謳歌が後ろ手に何かを隠かくし持っていた。

「みてみて、奏っちをイメージした点心、試作してみたんだ」

　そう言って白い物体を差し出してくる。

「中ちゆう華かまんか……」

「そうそう、ちょっと食べてみてっ」

　見た目は普通の中華まんだったが、謳歌の事だから何があるか分からないよな……かといって無下に断るのもちょっと気が引けるし。

「じゃあ……いただきます」

　その中華まんを恐おそる恐る口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、

「甘っ！」

　思わず叫さけび声が口をついてでる。甘ったるい……とてつもなく甘ったるかった。どちらかと言えば甘党の俺でも、到とう底てい許容できないような強きよう烈れつな甘さだ。

「おいおい、これはちょっと甘過ぎだろ……」

「むふふ。奏っち、真ん中にあるグミの塊かたまりを嚙かんでみてくだされ」

「真ん中……あ、これか」

　たしかに中心に透とう明めいの塊が見える。ここに、甘さを中和するような味が仕込まれているんだろうか。

　期待を込めて、そのグミを嚙んでみる。

「臭っ！」

　瞬間的に、とんでもない臭しゆう気きが口の中に広がった。

　臭っ！　なんだこれマジで臭っ！

「あはは、臭くさい臭くさい？　名付けて『甘あま臭くさまん』だよ」

「くだらねえな！」

　発想が完全に小学生レベルだった。

「全くお前らは……」

　そうぼやきつつも、俺は少し安心していた。

　二人からはあの事には言げん及きゆうせずに、普ふ段だん通りに振る舞まおうという、そんな意思が感じられた。

　その気き遣づかいは正直、嬉しい。

「おお、やっぱりあいつら三人が揃そろうと凄すごいな」「二学期も『お断り５』は健在か」「今回もあいつらはめちゃくちゃ票集めるんだろうなー」

　……ちょっと待て。いまのくだり、俺はこいつら二人にツッコんでいただけで、特に変な行動はとっていないはずだ。

　やはり『お断り５』というレッテルの影えい響きよう力は並じゃない。改めて実感した。俺が平和な学園生活を送る為ためには、是ぜが非でも『お断り５』から卒業しなきゃならない。

「ところで甘草君、ショコラちゃんはどうしたの？」

　そこで、女子から質問が飛んできた。

「ああ、ショコラなら朝メシのあと二に度ど寝ねしはじめたんで、家に放置してきた」

「そっかー。残念、お菓か子しあげたかったのに」「あ、私もショコラちゃん用に持ってきてあるよっ」「早く頭撫なでたーい」

　口を揃えて残念がる女子達。ショコラは、最初に登校してきて以来、ずっとみんなにちやほやされまくっている。

　すぐに飽あきるかと思ったんだけど、間に夏休みを挟はさんでもその熱は継けい続ぞくしているみたいだ。まあ犬みたいな奴やつだから、構いたくなる気持ちは分からないでもないけど──

「こんにちはですっ」

　その時、ドアが開いて、一人の女の子が入って来た。

「「「う、うおおっ！」」」

　その姿を見た男子連中が、一いつ斉せいにどよめいた。

「さ、爽さわ星ぼしだっ」「爽星素す直なおだっ」「やべえ……マジでかわいい！」

　向けられた視線に、にっこりと微笑ほほえみ返したその女の子の名前は爽星素直。

　女子の表ランキングにおいて、黒白院会長に次ぐ二位に位置している二年生だ。

　俺は直接話した事はないけど、明るくノリがいい性格で、気取った所が全くなく、好感の持てる女の子だという専もつぱらの評判だ。

　勿もち論ろん、表ランキングの二位という事は、性格のみならず容姿も飛び抜ぬけている。落ち着いて品の有る顔立ちに加えて、黒髪おさげ……もう清楚全開って感じだな。

「うわー、楽しそうなクラスですねっ」

　にっこりと笑う爽星……そんな人気者が、うちのクラスに一体なんの用だろうか。

「えーっと……」

　爽星はそのまま、何かを探すように視線を巡めぐらせた。

「あ、見つけましたっ」

　その視線が止まった先は──

「……俺？」

　疑問に思う間も無く、爽星は一直線に俺の方に向かってくる。

「甘草奏君ですねっ」

「あ、ああ……そうだけど」

　いきなり話しかけられた俺は、たじろいでしまう。

「私、前から甘草君とお話ししてみたかったんです」

「は？　なんで？」

「だって甘草君、面おも白しろい人だって噂うわさですしっ」

　……一体どういう事だ？　同学年の女子は、たとえ初対面であっても『お断り５』である俺に悪い印象をもっている場合がほとんどだ。しかし、この爽星からは嫌けん悪お感かんの『け』の字も感じられない。

　こ、これはもしかして、柔やわ風かぜと同じで天使系の子なんだろうか。

　そんな感想を抱いだいた瞬間──




【選べ　①微笑みながら挨あい拶さつする　②満面の笑えみで挨拶する】




　……む、また普ふ通つうの選せん択たく肢しか。いつも通りのパターンならここは、とんでもないやつが出て、本人にも周りにもドン引きされて終わるってパターンなんだけど……

「そうか。よろしく、爽星」

　①を選んだ俺は、軽く笑いかけながら挨拶する。

「はい、よろしくお願いしますっ」

　爽星もそれに嬉うれしそうに返し、挨拶は何事もなく終しゆう了りようした。
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「あ、甘草が初対面の女子に普通に対応してるぞ……」「マ、マジかよ……」「ゆ、雪が降ってくるかも……」

　お前ら……俺の事を何だと思ってるんだよ……

「で、爽星、わざわざこんな所までどうしたんだ？」

　たしか、彼女のクラスは十四組だったはずだ。わざわざそんな所から俺の顔を見に来ただけ、という事はないだろう。

「あ、そうですそうです。忘れてましたっ」

　爽星は、肩に掛かけていた大きめの鞄かばんから、なにかの缶かんを取り出した。

「私、夏休みの最後にお菓子作りの体験ツアーに行ってきたんですけど、はりきって作り過ぎちゃったんです。部活やクラスのみんなにも配ったんですけど、それでもちょっと余っちゃって……迷めい惑わくかな、と思ったんだけどちょっとお裾すそ分わけに来たんですっ」

「「「……何なん……だと？」」」

　男子連中の目が、一いつ瞬しゆんにして血走る。

　それはそうだろう。あの爽星素直の手作りクッキーなんて激レアもいいとこだ。

　ざわつく空気の中、爽星は缶からクッキーを一つ摘つまんで、俺に差し出した。

「はい、どうぞです甘草君」

「あ、ああ……ありがとう」

　俺は手て渡わたされたそのクッキーを口にした。

「うまい……」

　お世辞ではなく、心からの感想が口から漏もれた。

　俺も菓子作りは好きで、よく自分でクッキーとかケーキなんかを作ったりするけど、それとはレベルが違ちがう。見た目も非常に凝こっており、それでいて手作り感も残っているという、完かん璧ぺきな出で来き映ばえだった。

「あ、みんなよかったら食べてみてくださいっ」

「「「う、うおおおおおっ！」」」

　爽星のその言葉を皮切りに、男子達が一斉にクッキー缶のもとに群がっていく。

「み、みんな、慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。全員分ありますから」

　爽星は苦笑いしながら、一人一人にクッキーを手渡していく。

「な、なんだこれ……」「う、うめええっ！」「爽星さんマジぱねえ！」「お、俺……もう思い残す事はないぜ」

　皆みなの反応は決して大おお袈げ裟さなものじゃなかった。それ程ほどに、爽星の作ったクッキーのレベルは高い。

「爽星さん、私もいいかな？」

　一人の女子がクッキー缶の前に足を運んだ。

「もちろんですっ」

　それをきっかけにして、女子達も列を作っていく。

「こ、これ……マジでヤバいんですけど……」「私、これなら普通にお金出すわ」「形もかわいーっ」

「気に入ってもらえてよかったですっ」

　ニコニコと、本当に嬉しそうな笑顔を浮うかべる爽星は、たちまち皆に取り囲まれた。

「さ、爽星さん、俺、こんどの表ランキング、君に投票するよ。頑がん張ばってね！」

「うわー、ありがとうございますっ」

「爽星さん、今回は一位狙ねらえるんじゃないの？」

「いやいや、会長さんの人気は別格ですし。そもそも私がランキングに入ってるのが信じられないくらいですっ」

　まあ爽星の謙けん遜そんは置いておくとして、たしかにあのおっとりした感じに騙だまされている男子は数知れず、よっぽどの事が無いかぎり会長の一位の座は揺ゆるがないような気がする。

　俺からしてみれば、みんながどうしてあの不気味さを感じ取れないのか不思議でならないんだけど……

「さ、爽星さん、余ってるならもう一枚もらっていいかな」

　輪の一番外にいた男子が、遠えん慮りよがちに手をあげた。

「あ、いいですよ。今持っていきますねっ」

　爽星がリクエストに反応して、俺の横を通り過ぎようとした時──

「うわわっ！」

　足を滑すべらせて、バランスを崩くずした。

　危ない！　と思ったその瞬しゆん間かん──




【選べ　①浅めに抱だきとめる　②深めに抱きとめる】




　こ、このタイミングでっ──

「……っと！」

　次の瞬間、俺は爽星の肩かたを抱きとめていた。

　ほぼ反射に近い行動だったんで、①を選んだというよりも、結果的にそうなったっていう方が近いかもしれない。

「爽星、大丈夫か？」

「あ、うん……ありがとうございます」

　そこで爽星の顔が、少し赤く染まった。

「ちょっと……恥はずかしいです」

　男子連中からは即そく座ざに非難の声があがる。

「こ、この野や郎ろう……」「あ、甘草のくせに……」「甘草……事故とはいえ俺達の爽星さんに抱きつくなんて……」「爽星……事故とはいえ俺の甘草に抱きつかれるなんて……」

「だから最後の奴は誰だれなんだよ!?」

　犯人の追つい及きゆうは後でするとして……今はこの場を収めるのが先だな。

「さ、爽星、ごめん。別にやましい気持ちは──っ!?」

　な、なんだ？……急激に背後に殺気のようなものを感じた俺は、振ふり向いた。

「……ちょっといいかしら」

　そこにいたのは、能面のような表情をしたふらのだった。

　この感じは……怒おこってる？

「あっ。あなたは、雪ゆき平ひらふらのちゃんですよねっ」

　爽星はふらのの放つ剣けん吞のんなオーラには一いつ切さい構わずに、にこやかに話しかけた。

「ええ……」

　爽星とは対照的に、無表情で淡たん々たんと返すふらの。

「そのアルパカの髪かみ留どめ、かわいーですねっ」

「……それはどうも」

　無表情のままだったが、鼻の頭が少しだけ動いた。そこは嬉しいのか……

「私、ふらのちゃんとも仲良くなりたかったんですっ」

　ふらのは、爽星のその言葉には反応せずに、少し視線を下げた。

「……そのパイオツ」

「え？……え？」

　いきなりの卑ひ猥わいワードに戸と惑まどいをみせる爽星。

　ふらのは、更さらに爽星の胸を凝ぎよう視しする。

「本物なのかしら？」

「ほ、本物って……どういう事です？」

「昔々、ある所にパイオツの大きさだけが取り柄えのメス豚ぶたがおりました」

　いきなり昔話風のナレーションを始めるふらの。

「しかし、その豚はなんと、不正な方法でパイオツの大きさを盛っていたのです」

　これって……絶対麗れい華か堂どうの話だよな。シリコンの真実は俺とふらのしか知らないはずだから、他ほかの連中には何の事か分からないだろうけど。

「その豚は、パイオツ虚きよ偽ぎ表示の罪で、ブタ箱にぶち込まれましたとさ」

「あ、はは……そうなんですか」

　話について行けずに、苦笑いを浮かべる爽星。

「それ以来私は、初見のパイオツは全すべて疑ってかかる事にしているの」

「わ、私の胸は本物ですよ……」

　爽星の胸は、麗華堂のように飛び抜ぬけて大きいというわけじゃないけども、平均よりは大分豊かなサイズと言えるだろう。

「残念ながら私は自分の感覚以外は信用しないの。という事で、パイオツ改めをさせてもらうわ」

「え、ちょっとふらのちゃ──きゃっ!?」

　ふらのは言うが早いか、爽星の胸を揉もみにかかった。

「ふ、ふらのちゃんやめてくださ──あっ……へ、変な声でちゃうっ！」

「「「う、うおおっ……」」」

　感かん嘆たんの声をあげ、その様をガン見する男子達。

　いや、確かに眼福ではあるけども、これはさすがに爽星がかわいそうだから止め──




【選べ　①止める　②止めない】




　……いざこうやって選せん択たくを迫せまられると止めるのがもったいな──いやいやいや！

「お、おい、ふらの。その辺にしといた方がいいんじゃないか」

「甘草君、いい子ぶるのはやめてもらえるかしら。心の中では『揉め……揉め……もっと揉め……グヘヘ……オ、オラ、興奮してきたど』とか思ってるくせに」

「俺の事なんだと思ってんだ！」

「とても性器みたいな顔をした人だと思ってるわ」

「そのネタまだ引っ張んのかよ！」

　駄だ目めだ……俺ではどうしようもない。

「ゆ、雪平さん、その辺にした方がいいんじゃないかな……」

　それを見かねたのか、委員長が遠慮がちに割って入った。

「仕方ないわね……委員長が言うなら、残念だけどここまでにしましょうか」

　ふらのは軽く嘆たん息そくしながら爽星を解放した。

「う……うう……」

　衰すい弱じやくした感じの爽星は、俺の方によろよろと歩いてきた。

「爽星、だいじょう──」

「──ソが」

「え？」

　……今なにか、変なセリフが聞こえたような……

「甘草君、心配してくれてありがとうです」

「い、いや……」

　顔をあげた爽星は、にこやかさを取り戻もどしていた。

　……気のせいだよな。

「爽星さん。あなたのパイオツは本物よ。私がパイ鼓こ判ばんを押すわ」

　……太たい鼓こ判ばんみたいな感じで言うなよ。

「し、信じてもらえてよかったです」

　苦笑いを浮かべるも、特に怒った様子は見られない爽星……人格者だな。

「あはは、なんか楽しそーだねっ」

　そこに謳歌が割り込んできた。

「あっ。あなたは遊ゆう王おう子じ謳歌ちゃんですよねっ」

　それを見た爽星の顔が輝かがやく。

「そーだよー」

　爽星は、目をキラキラと輝かせた。

「私、ＵユーＯオーＧジーのファンなんです。うちで使ってる化け粧しよう品ひんとか家電製品とか、ほとんどＵＯＧのものですしっ」

「あ、そうなんだ。あんがとー」

　爽星はさらに謳歌に対する賛辞を続ける。

「私、憧あこがれちゃいます。謳歌ちゃんって、勉強も運動もものすごくできるし、お父さんは社長さんだし、お母さんは美人ですしっ」

　たしかに謳歌はスペックだけ見ると、本人も家族もとんでもないんだよな……

「そうかなー？　お父さんはいつもブーメランみたいな形のパンツはいて家の中うろついてるし、お母さんはそんなお父さんに踏ふまれて喜んでるし」

　……中身は別の意味でとんでもない、と。

「そ、そうなんですね……で、でも、個性的でいいんじゃないですか」

　ちょっと困りながらもなんとかフォローしようとする爽星……やっぱりいい子だな。

「遊王子さん。この子、そんな憧れのあなたに、マッサージしてほしいそうよ」

　そこでふらのが割り込んできた。

「え？　そーなの？」

「そう。前に放送室でやった奴やつがあるでしょう？　あれをお願いできるかしら」

「オッケーだよっ！」

「え？　い、いや私は別に……え……ちょっ」

　謳歌は言うが早いか爽星に襲おそいかかった。

「こちょこちょこちょっ！」

「あはははっ！　ちょっ、や、やめてくださ……あははっ！」

　謳歌に思いっきりマッサージ（というかくすぐり）される爽星。

「お、おい、ふらの。なんでこんなたきつけるような真似まねしたんだ？」

「……臭くさいのよ」

「は？」

「あの子……私と同じ感じがするわ」

「？　何言ってんだ？」

「気にしなくていいわ……私の勘かん違ちがいだといいのだけど」

　なんだろう。ふらのが何を言っているのか全然わからない。

「うりうりー」

「あ……や……やめてください……」

　その間にも、爽星は謳歌に蹂じゆう躙りんされていた。

「あはは、素直っち感度いいねー」

「あ……ちょっと……そこは……だめですっ」

「あははははっ」

「あ……やん……」

　……今回は選せん択たく肢しが出ないが、さすがにこれは止めに入らないとまずいだろう。

「あははははっ！」

「おい謳歌、その辺で──」




「いい加減にしろやテメエ！」




　爽星のそのセリフに、教室が凍こおり付いた。

「テメエ人が大人しくしてれば何調子にのってんだ！　アァン？」

「「「…………」」」

　謳歌はきょとん、とし、その他の俺を含ふくむクラスメイト達は皆みな、啞あ然ぜんとしていた。

「アタシを誰だれだと思って──はっ!?」

　そこで爽星はようやく我に返ったようだった。

「なーんてね♪」

　……いや、さすがにそれは無理があるだろ。

「「「…………」」」

　しばらくの間、沈ちん黙もくがその場を支配した後──

「……やめた」

　それまでの爽星からは信じられないような低い声が、その口から漏もれる。

「やめだやめやめ！　辛しん気き臭くさい面つらで見てんじゃねえってのこのクズどもが！」

「「「なっ……」」」

　そのあまりの豹ひよう変へんぶりに、誰もが絶句する。

「やっぱりこんなクズクラスに来るんじゃなかったわー。アンタらみたいな奴らのでも一票は一票だかんね。投票前に媚こび売ってやろうかと思ってたアタシがマジバカだったわー」

　これは……ほんとに爽星なのか？

「マ、マジかよ……俺、ファンだったのに」

　男子の一人が漏らした呟つぶやきに、爽星は乾かわいた笑いを向ける。

「ファン？　はっ、身の程ほどを知れってカンジ。アンタ如ごときに応おう援えんされるとか……キモッ！」

　あまりのその言い草に、女子の一人が嫌けん悪お感かんをあらわにする。

「さっきまでの……いや、いつもの性格は全部演技だって事？」

「まあそういうカンジ。ハッ、どいつもこいつも簡単に騙だまされてチョロすぎだっつーの」

　爽星は吐はき捨てるように答える。

「適当に純じゆん粋すいなキャラ演じとけば、馬ば鹿かな男子共は勝手に票入れるしね。女子達にはサバサバした面もある事を見せとけば、あんまし反感もたれないしー」

「じゃあ……さっきのクッキーは？」

「ああアレ？　プロに『手作り風』に作らせただけだっつーの。てか、アンタらに食わせた分、全部無む駄だになっちゃったじゃん。マジで金返せってカンジなんですけど」

「……最低」

「最低？　ハッ！　アンタらだけには言われたくねーし！」

　爽星はそこで一いつ旦たん言葉を切ってから、全員を眺ながめ回すようにして再び口を開く。

「アンタら、このクラスがなんて言われてるか知ってる？　『晴光のゴミ溜だめ』だってさ」

「「「…………」」」

「四十五クラスある中で、九人しかいない『お断り５』が三人？　何それ冗じよう談だんかっての、キャハハハッ！」

　爽星は、向けられる敵意のこもった視線を全く意に介かいする様子もない。

「あー臭い臭い、ここにいたらゴミ臭いのが移るからもう帰るわ」

　そのまま教室を出て行こうとした爽星だったが、何かを思い出したように立ち止まる。

「あ、そうそうアンタら、一つ言っとくけどさ──」

　振ふり返り、全員を睨にらみ付けるようにして言った。

「アタシの『素す』がこれだってバラしたら、とんでもねえ事になっかんね」

　それは、女子としてはとんでもなくドスの利きいた声だったが、さすがにここまで言われたらみんなこの程度の口止めでは収まらないだろう。

　そのみんなの気持ちを代表するかのように、佐さ藤とうが一歩、踏み出した。

「おい、そんな脅おどしだけでこれだけの人数の口を封ふうじられると思ってるのか」

　爽星は、そんな佐藤を鼻で笑った。

「ふん、アンタ、ちょっとこっち来てみ」

「な、なんだよ」

　あまりに不敵な爽星の態度に、勢いを削そがれる佐藤。

「いいから来いっつーの」

　中指をクイクイ、と動かし、佐藤を呼びつける爽星。

「…………」

　佐藤は、無言のまま爽星の傍そばまで歩いていった。

　そこで爽星は、佐藤に顔を近づけて耳打ちする。

「アンタってさあ──」

「なっ!?──」

　瞬またたく間に佐藤の顔色が変わる。

　その反応を見て嗜し虐ぎやく的てきな表情を浮うかべた爽星は、わざと教室中に響ひびくような声を出した。

「ちょっと聞いてくれる？　こいつの部屋には大量の──」

「や、やめてくれえええええっ！」

　今までに見た事の無いような必死の形相になっている佐藤……お前、部屋に何を隠かくし持ってるんだよ。

「ふふん。どうやらアンタらには、身の程を教えてやる必要が有るカンジかな」

　爽星は、獲え物ものを探すように視線を巡めぐらせた。

「そこのアンタ」

　そして、一人の女子に目を留めた。

「な、何……」

　今度は呼び寄せる事なく、自分でその女子の傍まで寄っていく爽星。そして佐藤の時と同じように耳打ちし──

「っ!?」

　これまた佐藤と同様、その女子の顔色が変わる。

「ふふっ、中々やるじゃん。大人しそうに見えて、裏ではあんな──」

「や、やめてえええええっ！」

　爽星にすがりつくようにして懇こん願がんする女子。う、裏で一体何をしてるんだ……

「自分は大だい丈じよう夫ぶって思ってるヤツもいるかもしんないけど、アタシさー、お前らほぼ全員の弱みを握にぎってっかんね」

　爽星は自らのその言葉を証明せんとばかりに、次々とみんなに耳打ちをしていく。

「あの人形が──」

「ひっ！」

「簞たん笥すの三段目に──」

「な、なぜそれをっ!?」

「アンタ、妹の部屋の──」

「よ、よしてくれええっ！」

　言われる度たびに、顔面蒼そう白はくになっていくクラスメイト達。

「分かった？　もしアタシの本ほん性しようが漏れるような事があったら、アンタらの秘密、一人残らず公開してやっかんな、キャハハッ！」

　……どうしようもなくクズだった。

「おい、調子に乗るなよ」

　皆が悔くやしさで唇くちびるを嚙かむ中、高たか橋はしが爽星を睨みつけた。

「俺にはバラされて困る秘密なんか一いつ切さいない。俺はそんな脅しには屈くつしな──」

「おしゃぶりプレイ」

「すみませんでしたあああっ！」

　即そく土下座する高橋。

　果てしなくダサかった……しかもおしゃぶりプレイって……なんかもう半分くらいバラされてるような気がするんだけど……

「まあ、安心しなよ。アンタらが黙だまってればそう簡単にバラしたりしねーし。まあ一部には弱み握って投票させてる奴やつもいるんだけど、アンタらにそこまでしろとは言わないから。うわー、アタシってマジ天使じゃね？　キャハハ！」

　爽星は、心底楽しそうに笑いながら教室から出て行った。

　そして、その姿が完全に見えなくなった瞬しゆん間かん──

「ふ、ふざけんなっ！」「一体なんなんだあいつは！」「なんであそこまで秘密知ってんだよ！」「俺、聞いた事ある。爽星の家、大手の調査会社らしいぜ」「調査会社……探たん偵ていみたいなもんって事か……クソッ！」

　みんなの怒いかりが爆ばく発はつする。

　一方で、困こん惑わくの声も上がっていた。

「信じられない……まさか爽星さんが……あんな人だったなんて」「あの笑え顔がおも……全部偽にせ物ものだったんだな……」「ほんとに演技で……あそこまでできるもんなのかよ……」

　実際、本性を目まの当たりにする今の今まで、誰一人として気付いていなかったんだから、その猫ねこかぶり能力は相当なものだ。

「……このままじゃ収まりつかねえよ」「ああ……さすがにあそこまで言われて黙ってるのも癪しやくだよな」「でも……秘密握られてるし……」

　みんなが躊躇ためらいをみせる中、

「みんな……俺はもう我が慢まんならない……」

　高橋が何かを決意したような表情で口を開く。

「俺はもう、あいつと刺し違ちがえる覚かく悟ごで、全校生徒に爽星の正体をバラしてやる」

　……うん、お前はもうおしゃぶりプレイをバラされてるからな。

　しかし、まだ傷が浅い他ほかのみんなは必死に高橋を止めた。

「よ、よしてくれっ！」「そうだやめろ高橋！」「あたし、アレをバラされたらおしまいだよ……」「お、俺が甘草を掘ほりたいなんてバラされたら、襲おそい辛づらくなる……」

「最後の奴はもうバレてるからさっさと出てこい！」

　マジで……マジで早く見つけないと……でも、声だけするのに毎回どこにもいないんだよな……色んな意味で怖こわい。

　そこで一人の女子が発言する。

「こうなったら……正せい攻こう法ほうで鼻を明かすしかないよ」

「正攻法って？」

「うん。まず、このクラスから『お断り５』を無くす事」

　みんなの視線が、俺とふらの、謳歌に向けられる。

「私は別に、『お断り５』のままでもいいんだけど」

「あたしも別に不自由してないなー」

　あんまり乗り気ではない様子の二人。そう言えば、この二人は爽星に耳打ちされなかったな……あ、俺もだ。

　まあ二人が乗り気じゃないのは、それとは関係ないだろうけど。『お断り５』というのはたしかに蔑べつ称しようだけど、恋れん愛あいに関してＮＧとされているだけであって、別にガチでみんなから嫌きらわれている訳じゃないしな……

　そして更さらに『お断り５』に選ばれるような精神性の持ち主は、周りからどう思われるか、なんて事に頓とん着ちやくしない場合が多い……が。

「みんな、俺は今すぐにでもやめたいから協力するぞ」

「「「…………え？」」」

「よりによってお前か、みたいな感じでハモるのやめてもらえますかね！」

　見てろお前ら……俺は絶対に『お断り５』から抜ぬけてやるからな。

「でも……仮に俺達が『お断り５』から抜けられたとしても、爽星は別になんとも思わないんじゃないか？」

　俺はさっき提案した女子に問いかける。

「そうだね。甘草君、ふらのちゃん、謳歌ちゃんに『お断り５』から抜けてもらうのは最低条件だよ。理想としては……表ランキングに入ってもらいたいかな」

「え？　俺達が……表ランキングに？」

「そうだよ。わざわざあんな準備してまで票集めに来たんだから、爽星さんは表ランキングに相当執しゆう着ちやくしてる。あなた達が表ランキングに食い込めば、心中穏おだやかじゃいられないはずだよ」

「いや……それはそうかもしれないけど……さすがにそれは無理じゃないか？」

　『お断り５』から抜けたいとはずっと思ってたけど……表ランキングなんて考えた事もなかった。最底辺からいきなり頂上へというのは難易度が高すぎる。

「いや……そうでもないかもしれないぞ」

　そこで佐藤が口を開く。

「甘草、雪平、遊王子。お前らは素材自体は学校でもトップクラスだ」

　たしかにふらのと謳歌の容姿自体は、さっきの爽星と比べても、なんら遜そん色しよくないと思う。

「二年生はともかく、一年生や三年生は、『お断り５』としてのお前らを、なんとなくのイメージでしか認にん識しきしていない。投票まであと一ヶ月近くある。それまでに悪い印象を払ふつ拭しよくして、いい面をアピールできれば表ランキングも夢じゃないかもしれない」

　いやいや……校内放送とか対たい抗こう戦とかで大分やらかしてるから、その認識はちょっと甘いと思うんだけど……まあ、あれから何ヶ月か経たってるし、印象は薄うすらいでるかもしれないけど。

「三人共、知名度はあるし……普ふ通つうの選挙でも、有名人が出ると当選しちゃったりするからね」「たしかに投票する時って、あんまり深く考えずになんとなくで選んでるから、ちょっとした事で心変わりするかもなー」「そういえば私も半年前、みんなが投票してるからって、なんとなく会長に入れちゃったかも」「俺も甘草に挿れちゃいたいかも」

「お前マジでどこだあああああっ!?」

　声の主を探すがガチで見つからない……マジでどうなってんだ。

　俺の尻しりの危機をよそに、佐藤がみんなの意見をまとめる。

「まあ要するに、『なんとなく』で投票してる層のイメージを覆くつがえして、浮ふ動どう票を取り込めば、大逆転も夢じゃないかもしれないって事だ」

「なんか……ちょっと希望が見えてきたな」「そういえばなんか今年は、投票前に全校生徒の前でイベントやるって言ってたよ」「それってアピールできるいいチャンスじゃない？」「よし、爽星を見返してやろうぜ！」

　みんなが活気付く中、ふらのが口を開いた。

「まあ、みんなの意見は分かったわ。ここまで盛り上がっているんなら、私としても協力するのはやぶさかではないわ。でもとりあえず、表ランキングの話は置いておきましょう。まずは『お断り５』でなくなる為ために、具体的に私はどうすればいいのかしら？」

　……そんなの、答えは一つしかない。クラスの誰だれもが頭に思い浮うかべたであろう事を、俺が代表して口にする。

「下ネタをやめればいいんだ」

「え？」

「下ネタをやめればいいんだ」

「え？」

「いや、だから下ネタをやめればいいんだって」

「え？」

「絶対聞こえてるだろ！」

「……甘草君、それは私に死ねと言っているのかしら」

「お前の中で下ネタはどんだけ重要なんだよ」

「手て塚づか治おさ虫む先生にとっての漫まん画がと同じレベルね」

「お前下ネタの神かよ！」

　マジでなんなのこの人……

「簡単だろ、パイオツとか言わなければいいだけなんだから」

「無理ね。私はたとえ値段が千円になっても、パイオツを吸い続けるわ」

「タバコみたいに言うなよ！」

「母親によると、私が生まれて初めて発した言葉は『パパ……イオツ』だったそうよ」

「後半いらねえだろ！」

「赤ちゃん言葉とパイオツネタを織り交ぜながら話すから、ご近所さんから『あらあら、ふらのちゃんはとんだパイリンガルね』なんて言われていたらしいわ」

「もうちょっとまともな噓うそねえのかよ！」

「じゃあ聞くけど、パイオツの事は何て言えばいいのかしら？」

「いや……普通に胸とかおっぱいとか」

「このセクハラ男！」

「どの口が言ってんだ！」

　駄だ目めだ……これは駄目だ。

　普ふ段だんならここで俺がうんざりして終わりだが、今日はちょっと様子が違ちがった。

「雪平、頼たのむ」「絶対に……爽星の鼻を明かしてやりたいんだ」「雪平さん、お願い」

　みんなに迫せまられたふらのは、さすがにちょっと困ったような表情を見せた。

「そう言われても、どうすればいいのかしら。私の下ネタは先天的なものだし……」

「いや、先天的な下ネタとかないから……お前の心がけ次し第だいだから」

「そんな事はないわ。『こいつは生まれついての悪しもだっ！』って指し摘てきされた事があるもの」

「どこのブランドーだ！」

　そこで佐藤が、俺とふらのの間に割って入った。

「なあ雪平……別に、ずっとそうしてくれっていう訳じゃないんだ。選挙までの期間中だけなんとか演技できないか？」

「……演技？」

　佐藤のその言葉に、ふらのがぴくり、と反応した。

「そうそう。フリだけでいいんだ。おとなしいキャラを演じてくれれば」

「おとなしい……キャラ」

　そこで、ふらのの動きが固まった。

「そうね……そういう事なら……」

　その後、何かを考え込むような仕草を見せた。

「これは……チャンスかもしれない」

　そこで何故なぜかちょっと俺の方を見た。

「で、でも……」

　そして再び黙だまり込んでしまう。

「…………」

　しばらくの間沈ちん黙もくしていたふらのだが、やがて何かを決意したように口を開いた。

「……みんな、ちょっといいかしら」

　クラスメイト達を見回す。

「私がこれからやるのは……あくまであなた達からの要望があったが故ゆえの演技だから……だから勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だい」

　演技、という部分をものすごく強調するふらの。

「その……これからやるのは……演技だから」

　二回言った……そんなに大事な事なんだろうか。

「…………」

　そこでまたしても黙ってしまうふらの。

「すう……はあ……」

　そして、深呼吸の後──




　ふらのの、雰ふん囲い気きが変わった。




　……なんだ、これ？

　違ちがう。明らかにさっきまでのふらのとは違う。もちろん服装や顔立ちは元のままだが、雰囲気というかオーラというか……うまく言えないけど、まるで違う生き物になったかのような変へん貌ぼうだった。

「あ、あの……」

　そしてその口から発せられたのは、ひどく弱々しい声だった。

「ふらの？」

　あまりに聞き慣れない声だったんで思わず問いかけてしまう。

「ふらの……だよな？」

「あ、うん……私……ゆ、雪平……ふらのです」

「「「!?」」」

　男子達の間に衝しよう撃げきが走った。

「あの……こ、こんな感じで……いいかな？」

「「「…………」」」

　教室中の誰もが啞あ然ぜんとして返答できずにいた。

「ご、ごめんね、変だったらすぐやめるから……」

　当の本人は、それを否定されたと勘違いしたらしかった。

「い、いや……変じゃない……変じゃないぞふらの！」

　みんなより少し早く我に返った俺は、慌あわてて手をぶんぶんと横に振ふる。

「甘草君……ほんとに……ほんとに変じゃない？」

　これは……ほんとにふらのなのか？　うまく表現できないが……無む理り矢や理りたとえるなら、柔風を更さらにおとなしくしたような感じだ。

「い、いや……変じゃないどころか……凄くいいんじゃないか」

　その瞬しゆん間かん、ふらのがほわり、と破顔する。

「よかったあ」

「!?」

　な、なんだ……不覚にも今……不覚にもふらのをかわいいと思ってしまった。

　落ち着け俺……相手はあのふらのだぞ！

　でもこれなら……このふらのなら、表ランキングも夢じゃないかもしれない。

　何せ、素すを思いっきり知っている俺だってかわいいと思ってしまったんだから、多少の悪評しか知らない人間なら、一発でイメージが裏返るだろう。

　だが今までが今までだけに心配だ。少し実験してみる事にする。

「ふらの……ここの名前は？」

　俺は、自らの胸を指差した。

「えっ……そ、そんなの、恥はずかしくて……言えないよ」

　頰ほおを押さえて赤面するふらの。

　さっきまで先天性の下ネタとか言っていたあのパイオツ魔ま神じんが……

　ここまで役に入りこんでるなら心配なさそうだけど、念ねんの為、もう一つ確認しておくか。

「俺の顔について……どう思う？」

　さっきは性器みたいなとか言ってたけど……このふらのはどうだ？

「あ、あの……とっても綺き麗れいだと思い……ます」

「なっ……」

　まさかガチで返されると思ってなかった俺は、不覚にも顔が赤くなってしまった。

「あっ、ご、ごめんね。そ、その……そういう意味じゃなくて……あ、でも甘草君の顔が綺麗なのは本当でっ……」

　おたおたと弁明し始めるふらの。い、いける……これならいけるぞ。

「ふらの、この状態を選挙が終わるまで保てるか？」

「保てるっていうか、こっちが本当のわ──あ、そ、そうじゃなくて……頑がん張ばるね」

　しかしこれ……演技にしてもちょっと上手うますぎだよな。ギャグやる時の小こ芝しば居いなんかは妙みようになれている印象があったけど、ここまで芸達者だとは思わなかった。

「むうう……」

「ん？」

　なんか、後ろからうなり声が聞こえた気がした。

　この声は謳──

「雪平さんかわいーっ」「なになに、これマジでどういう事？」「ほんとにふらのちゃんなの？」「よ、嫁よめにしたいーっ！」

　俺の考えは、ふらのに群がる女子達の黄色い声でかき消された。

「う……うう……そ、そんな事ないよ」

　女子に囲まれたふらのは、顔を真っ赤にしている。

「ま、まさか性格が違うだけでこんなに可愛かわいくなるとは……」「た、たしかに元から素材はいいと思ってたけど……ここまでとは」「でも演技なんだよな……惜おしい、惜しすぎる」

　男子からも驚きよう愕がくと戸と惑まどいの声があがる。まあこれはみんなが騒さわぐのもしょうがな──

「ん？」

　そのタイミングで、後ろから俺の肩かたにそっと誰だれかの手が置かれた。

「奏様」

　俺が振り返った先にいたのは──

「……誰？」

　穏おだやかに微笑ほほえむその女子に対して、思わず疑問の声が漏もれてしまった。

　いや、そこにいるのは間ま違ちがい無く謳歌なんだけど……

「私わたくしは……遊王子謳歌でございますわ」

「……誰？」

　別人だった……こちらもふらの同様、完全に別人だった。

「ふふ、いつもの私とは少々趣おもむきが違いますので、戸惑われるのも無理からぬ事かと思いますが、私は間違いなく遊王子謳歌でございますよ」

　いや……これのどこが少々なんだよ。

　謳歌から発せられる雰囲気は、貞てい淑しゆく、の一言に尽つきた。いつもの小学生みたいな謳歌の面おも影かげは微み塵じんも残っていない。

　俺は、放心状態で謳歌の顔を見つめていた。

「私の顔に何かついておりますでしょうか、奏様」

「い、いや……奏様ってお前……」

「あら？」

　そこで何かに気付いた様子の謳歌が一歩、近付いてきた。

「奏様、ネクタイが曲がっておりますわ」

「うっ……」

　手慣れた仕草で、ネクタイを正してくれる謳歌。

　俺はまたしても赤面してしまった。

「お、お前……こんな立ち振ふる舞まいもできたのか」

「はい。教育係のヒカルさんから、一通りの作法は学んでおりますので」

　謳歌はそう言って、再び穏やかに微笑んだ。

　そして、ぽかーんとしているクラスのみんなに向き直る。

「皆みな様さま、このような挙きよ措そでいかがでございましょうか？」

　数秒は、あっけに取られたままだったみんなだが──

「お、謳歌ちゃん？」「噓うそ……遊王子さんが子供っぽくない……」「なんか、どっかの社長令れい嬢じようみたい……」「こ、こっちも信じらんねえ……」「いける……これならいけるよ！」

　たしかにこれなら……二人のこの様子なら大いに期待出来るな。

　しかし、佐藤が懸け念ねんの声をあげた。

「たしかにこの雪平と遊王子は予想以上だった。表ランキングも十分に狙ねらえると思う。でも、爽星を転落させるにはまだ人数が足りないんじゃないか？」

　……そうか。爽星のランキングは二位。あいつを表ランキングから転落させるとしたら、勝てる可能性のある味方を、少なくとも四人準備しなくてはならない。

「あ、柔風さんを応おう援えんすればいいんじゃないのかな。三位のあの子なら、もう少しで爽星さんに勝てるかもしれないし」「うん、そうだな。後は現四位と五位だが……四位は三年生だからあまり接点が無いし、五位の麗華堂は……色モノ気味だしな……」

　……麗華堂が本人のいない所でちょっとディスられていた。

「それに、なるべくなら私達のクラスから多くメンバーを出したいよね。あんなに馬ば鹿かにされたんだし」「ああ、そうだな。そうなると──」

　全員の視線が、一人の女の子に注がれる。

「え？　わ、私？」

　いきなり注目された委員長は、上ずった声をあげた。

　委員長は元から、地味めな眼鏡を取ってコンタクトにすれば、表ランキング入りも狙えると前々から言われてきた逸いつ材ざいだ。

「む、無理無理。私そういうの無理だからっ」

　手をぶんぶんと振る委員長。

「委員長ならできるって」「うんうん」「委員長、みんなの為ために一ひと肌はだ脱ぬいでよ、お願い！」

「そ……そんな事言われても……」

　うん、委員長なら性格も温和だし、客観的に見て十分表ランキングで通用すると思う。

「で、でも私……イベントでみんなの前に出たりするのはちょっと……」

　たしかにそういうのは苦手そうだな……本人が嫌いやがってるのに無理矢理やらせる事はできないか。とすると、後は──

「おはよーございますっ」

　そのタイミングで、脳天気な声と共にショコラが教室に入ってきた。

「「「いた」」」

　みんなの声が被かぶる。

「ほえ？」

　入ってきていきなりの反応に、きょとんとするショコラ。

「そうだ、ショコラちゃんだよ！」「これでバッチリじゃん！」「ショコラちゃんに遊王子に雪平に柔風……おお、なんかいけそうじゃん！」

　ショコラ本人もそうだが、俺もきょとんとしてしまっていた。

「いやいやいや、みんな何盛り上がってんだ、ショコラだぞ？」

「何言ってんだ甘草。お前、ショコラちゃんが人気あるの、知らないのか？」

「人気？」

「そうそう、小動物みたいでかわいーって、女の子からも大人気なんだよ」

　まあさっきの女子の反応からもそういうのは分かるけど……そう考えると、同性から人気があるというのは大きなポイントだった。表ランキングは、各人が男女のそれぞれ一名に投票できるシステムになっている。

　上位に選出される為には、異性から好かれるだけでなく、同性から、かっこいい・かわいい、との支持を得る事が重要になってくる。

　実際、黒白院会長や爽星、柔風といったトップクラスは女子からの票も多いって話だし。

　事情を説明されたショコラは、今一実感が湧わかないようだった。

「ふえ？　わたしが表らんきんぐですか？」

「そうそう、ショコラちゃんなら絶対狙えるよ！」

「でもわたし、ねらうっていっても、特別なことはできませんよ？」

「ううん。ショコラちゃんは今まで通り、ただお菓か子しとか人に貰もらいまくって食べててくれればいいの」

「それならがんばりますっ！」

　いいのかそれで……

　俺の不安をよそに、佐藤は満足気に頷うなずいた。

「よし、これで女子については一段落したな。という事は、次は──」

　一いつ斉せいに注がれる視線。

「俺……ですよね」

「そう。甘草君は爽星さんには直接関係ないけど……やっぱり『お断り５』からは抜ぬけてもらわないとね」

　まあ俺は元から爽星に関係なく、『お断り５』をやめたかったわけだし……クラスのみんなの支し援えんが得られるなら、渡わたりに船といった感じだ。

「というか甘草、お前の場合は別に表ランキングに入らなくてもいいんだから、簡単だ」

「というと？」

「「「突とつ発ぱつ的てきな奇き行こうをやめろ」」」

　……ですよねー。

　とはいっても、俺の場合全すべて選せん択たく肢し次し第だいなんだよな……

　そして、こういう局面では必ず出現して──




【選べ　①親指を立てて「頑張るよ」　②拳こぶしを握にぎって「頑張るよ」】




　……この空さんの気まぐれ、いつまで続くんだろう。







　幕間　ある片想いの話１
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　某ぼう県、とある私立高校。

「ち、ちょっと、あれ見てよ」「なになに……うわっ！」「マジイケメン……モデルかなんかかな？」

　女子生徒達の視線を一身に集めながら、ホストのような恰かつ好こうで校舎内を歩く男がいた。

「いやあー、かわいい子が多くて嬉うれしいなー」

　男は軽けい薄はくなオーラをまき散らしながら、生徒達にウインクを返していた。

「おっ」

　そんな中で、一人の女子生徒に目を留めた男は歩みを止める。

「ねえねえ、君。よければちょっとお茶でもどうかな？」

「えっ？　わ、私……ですか？」

　黒くろ髪かみを三つ編みにした、地味な感じのその女子生徒は戸と惑まどうばかりだった。

「あ、あのっ、そのっ……私、そういうのは……」

「うっは。何そのかわいいリアクション。もう完全にドストライ──」

「ちょっとそこのあなた」

　そこで男の背後から声がかけられる。

「ん？　僕のスーパーナンパを邪じや魔まするのは誰だれかな……おっ」

　振ふり返った男は、喜びの声をあげる。

「見た所、入校証をお持ちでないようですが、どちら様でしょうか？」

　おそらくは教師なのだろう。レディーススーツにタイトスカートに鋭角的な眼鏡。いかにも堅かた物ぶつといった雰ふん囲い気きを醸かもし出しているが、顔立ちは非常に整っていた。

「あー、いや、関係者ではないんだけどねー。でもここの女の子達はみんなかわいいから、関係を持ちたいとは思ってるよ」

「なっ!?」

　男のあまりにストレートな発言に、女性教師は言葉を失う。

「お姉さん、かわいいねー」

「ちょ、ちょっと、何を……」

　男は一歩近付くと、そのまま彼女の顎あごに手をやり、くい、と持ち上げる。

「ふむふむ……」

　品定めするように、その顔をしげしげと眺ながめる。

「や、やめなさいっ！」

　女性教師が男の手を振り払はらう。

「お姉さん、まだ誰とも付き合った事ないでしょ」

「なっ……」

　再び言葉を失う女性教師。

「な、なんで分かっ……じゃなくて！　そんな事あなたには関係無いでしょう！」

　声を荒あららげて男を睨にらみつける。

「関係無くないよー。僕がお姉さんの初めての男になる訳だし」

「い、いい加減にしてくださいっ！」

　女性教師が本気で怒おこりかけたその時──

「ちょっと、勝手に人の学校の教師を誘ゆう惑わくしないでもらえるかな」

　第三者の声が響ひびいた。

　男は、女性教師から視線を外し、その闖ちん入にゆう者しやの方に向き直る。

「おやおや、これはこれは。直接お出ましとはありがたいね」

　その女生徒は、女性教師に向かって語りかけた。

「先生、ごめんなさい。この人、私の知り合いですから大だい丈じよう夫ぶです」

「そ……そうなの？」

「個人的な用事なんで、すみませんが席を外していただけますか？　終わったらすぐに出ていかせますから」

「ま、まあ、あなたがそう言うなら……」

　女性教師は渋しぶ々しぶといった感じで、その場から去っていった。

　女生徒はそれを確かく認にんして、男に向かって口を開く。

「さて……『神』がこんな所まで一体なんの用かな？」

　神と呼ばれたその男は、チャラさ全開の笑え顔がおを浮うかべた。

「どもどもー。えっと……ここでは天あま上がみ空そらちゃんって言った方がいいのかな？」
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　二学期が始まって一週間が経過した日の昼休み。

《みなさんこんにちは。晴せい光こうデイクラッシュのお時間です》

　画面からはＭＣの女の子の声が響いてきている。

《普ふ段だんは音声のみでお届けしている本放送ですが、本日から一週間はスペシャルウィークとして、映像付きでお送りします》

　ＭＣのその言葉通り、普段は授業でしか使われないディスプレイが黒板前に設置され、放送室内の様子が映し出されていた。

《さて月曜日は、校内の有名人をお招きして質しつ問もん攻ぜめにする大人気企き画かく、『毒の館やかた』です》

　『毒の館』か……この名前、なんだか随ずい分ぶん久しぶりに聞いた気がするな。

《というか……大人気企画だった、という方が正しいでしょうか》

　自重気味に声を落とすＭＣ。

《私、とある個人的事情でＭＣをお休みさせてもらっていましたので、この『毒の館』は数ヶ月ぶりのお届けとなります》

　思い出した。この子は一学期に、ふらのと謳おう歌かに散々な目にあわされたあの毒どく舌ぜつＭＣだ。

　ふらのにメス豚ぶた扱あつかいされ、謳歌に揉もまれて喘あえぎ声を全校生徒に晒さらす羽目になった精神的苦痛は相当なものだっただろう。

　あの時は放送事故扱いで中断され、次週からは違ちがう番組になったんだった……数ヶ月経たって、ようやく心の傷が癒いえたという事だろうか。

《それでは、本日のゲストを紹しよう介かいします。とーっても素す敵てきな方々に来ていただいてますよ》

　セリフとは裏腹に、画面外にいるであろうゲストにものすごい視線を向けるＭＣ。

　それもそのはず……その先にいたのはふらのと謳歌だった。

　ＭＣのこの雰囲気から察するに……懲こりずにリベンジをしようという事みたいだな。

《数ヶ月前に本放送を大変盛り上げてくれたお二人、『お断り５フアイブ』の雪ゆき平ひらふらのさんと遊ゆう王おう子じ謳歌さんです》

　思いっきり皮肉を込めるＭＣ。

《さて、それでは自己紹介から始めてもらいましょうか。個性的なお二人の事だから、最っ高に面おも白しろい事を言ってくれるでしょうね》

　意い趣しゆ返がえしのつもりか、思いっきりハードルを上げるＭＣ。

　それを受けて、カメラを向けられたふらのが口を開いた。

《あ、あの……あの……ゆ、雪平ふらのです。今日は、が、頑がん張ばりますのでよろしくお願いします》

《……え？》

　間ま抜ぬけな声をあげるＭＣ。

　そのまま固まってしまった彼女を尻しり目めに、今度は謳歌が自己紹介を始める。

《皆みな様さま、ご機き嫌げんよう。遊王子謳歌でございますわ》

《……は？》

　そう、爽さわ星ぼしの一件から一週間。ふらのと謳歌の投票に向けたキャラ作りは、順調に継けい続ぞくされていた。

《あ、あの……》

　ＭＣが、戸惑いの声をあげる。
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《なんか……二人とも雰囲気、違いませんか？》

　再びふらのと謳歌にカメラが向く。

《うう……恥はずかしいからあんまり撮とらないでください……うう……》

《あら、そうでございましょうか？　私わたくしは自然に振る舞まっているつもりなのですけれど》

　顔を真っ赤にするふらのと、穏おだやかに微笑ほほえむ謳歌。

《え、えっと……》

　言葉が出てこない様子のＭＣ。

《ほ、ほんとに雪平さんと遊王子さんですか？》

《わ、私、何か変でしょうか？》

《い、いや……変じゃないのが変っていうか……》

《はい、私は正しよう真しん正しよう銘めい、遊王子謳歌ですわ》

《い、いや……そんなお嬢じよう様さまみたいに言われても……いや、たしかにお嬢様はお嬢様なんですけど……》

　そこで、混乱した様子のＭＣにスタッフが紙を一枚手て渡わたした。

《なになに……『二学期に入ってから、遊王子謳歌と雪平ふらのの様子が激変したという目もく撃げき談が多数寄せられている。その様はまるで別人という専もつぱらの噂うわさ。一部の男子の間ではかわいいとの声もあがっている模様』……って、何これ？　私、こんなの聞いてないわよ。知ってたんなら、なんで事前に言わないのよ》

　スタッフに非難の視線を向けるＭＣ。

《え？　知らせない方が展開的に面白いと思った？　な、なんなのよそれっ！》

　ＭＣは続いて、ふらのと謳歌を睨みつけた。

《な、なんのつもりか知らないですけど……今いま更さら人気取りをするつもりですか？》

《に、人気取りだなんてそんな……わ、私はただ……あのその……》

《一学期までの私は、少々稚ち気きが強すぎました。それを反省いたしまして、高校二年生に相応ふさわしい振る舞いをしようと心がけているだけでございますわ》

　二人のその反応に、ＭＣは更さらに怒いかりのボルテージを上げたようだった。

《おかしい……おかしいでしょ。ゲストに毒吐はきまくってストレス解消するのが私の最大の楽しみだったのに、あなた達のせいでそれを奪うばわれたのよ……今日はあなた達に恥はじかかせてやろうと思ってたのに……これじゃ全部台無しじゃない！》

　ＭＣ本音漏もれすぎですけど……しかしストレス解消って……放送事故になった日も貧乳ネタでふらのを散々煽あおってたみたいだし……半分は自じ業ごう自じ得とくだったんじゃないだろうか。

　しかし、今のふらのは、そうは受け取らなかったようだ。

《ご、ごごご、ごめんなさいっ！　本当にごめんなさいっ》

《……え？》

《わ、私、前の時はほんとに頭が真っ白になっちゃって……ずっと謝らなきゃと思ってて……でも、なんて声かけていいか分からなくて……ほんとにごめんなさいっ》

《い、いや……そんなにガチで謝られても……》

　あまりのふらのの謝罪っぷりに、気が削そがれてしまった様子のＭＣ。

《ど、どうすれば許してもらえますか》

　席を立ってＭＣに迫せまるふらの。

《そ、そんな目を潤うるませて言われても……》

　そのタイミングで、謳歌も席を立つ。

《それに関しては私からも謝罪いたしますわ》

《ゆ、遊王子さんまで……》

《私が未熟だった故ゆえの悪ふざけの結果、あなた様に多大なる精神的苦痛を与あたえてしまいました。誠に申し訳ございませんでした》

　そう言って、深々と頭を下げた。

《な……いや……私は別にこんな事してもらいたい訳じゃ……》

　どう反応していいか分からない様子のＭＣ。

《ゆ、遊王子さん、と、とりあえずもういいですから》

《いえ……許していただくまで、頭をあげる事は出来ませんわ》

《ゆ、許すから。許すからもう終わりにしてくださいっ》

《ありがとうございます。寛かん大だいなご処置に感謝いたします》

　謳歌は、そこでようやく頭をあげる。

《な、なんなのよ……これじゃ、私が悪者みたいじゃない……》

　予定外の事態に頭を抱かかえるＭＣ……さすがにちょっと気の毒になってきたな。

　それを見かねたのか、スタッフがＭＣになにやらジェスチャーで指示を与えた。

《え？　あ、そ、そうね。こ、ここで予定を早めて中ちゆう継けいのコーナーに行きたいと思います》

　中継？　そんな事までやるのか。校内放送なのに大分凝こって──

　ガラッ！

　突とつ然ぜん教室のドアが開いて、ビデオカメラを抱えた生徒が入ってきた。

　え？　中継ってもしかして……ここ？

　その考えを裏付けるように、ディスプレイにはカメラに映った俺達の様子がワイプで映し出されている。

《雪平さんと遊王子さんの所属する二年一組には、『お断り５』がもう一名存在します。今からその方に、インタビューを敢かん行こうしたいと思います》

　なんとか調子を取り戻もどした様子のＭＣ。

　あの二人が想定外の事態になったから、俺に矛ほこ先さきを向けてきたって事か……前の時も電話で出演して、酷ひどい目にあったっけな……

《『お断り５』の男子の中でもクソキモさ[image: №]１との呼び声高い甘あま草くさ奏かなでさん、こんにちはっ！》

　あんまりなその紹介にイラッとしたが……ここで乗ってしまってはＭＣの思う壺つぼだ。

「こんにちは」

　無難に返す俺に、ＭＣは更なる攻こう勢せいをかけてくる。

《さてさて、前回の出演時は、『下半身も脱ぬぎたい』発言をして元からクソ低かった好感度を更に下げた甘草さんですが、今でも教室で突とつ発ぱつ的てきに脱ぎ出したりするんでしょうか？》

　く……この前の放送の時はなかった事にした癖くせに、今更それを蒸むし返すのか。

　たしかに前回は選せん択たく肢しのせいで『ウヘヘ、本当は下も脱ぎたかったんですけどね』とか言わされて大変な事に──




【選べ　①爽さわやかに否定する　②真ま面じ目めに否定する】




　……ここでも普ふ通つうか。

「いえ、もうあんな事はやっていません」

　②を選んだ俺は、できるだけ堅かたい口調を心がけながら話す。

《でも、あの時は実際に教室で半はん裸らになっていたわけですよね？　クソ変態ですよね？》

「はい、あの時の僕はどうかしていました。自分でもなんであんな変な行動をとってしまったのかわかりません。全校生徒のみなさんにも、不快な思いをさせてしまって、すみませんでした」

《そ、そうですか……》

　挑ちよう発はつを完全に無視した俺の優等生的な反応に、ＭＣは少し戸と惑まどった様子だったが、そのまま次の質問に移る。

《こ、今月末には表ランキングと『お断り５』の投票が行われる訳ですが、それについてはどう思いますか？》

「はい、今までの行動を反省して、『お断り５』から卒業したいと思っています」

《『お断り５』から卒業……今のあなたの評判からして、それは相当難しいと思いますが》

「たしかに僕はこれまで変な行動ばかりしてきました。でも今は反省して大人しくするように心がけています。それがみなさんに分かってもらえれば、不可能ではないと思っています」

《あ、あの……》

「なんですか？」

《なんか……普通じゃありません？》

「え？　普通じゃ駄だ目めですか？」

《いや、もうちょっとこう、いきなり奇き声せいをあげるとか、お尻しり振ふり出すとかしてもらわないと、面白くないんですけど》

　……俺は一体何を期待されてるんだ。

「いえ、ですから僕はもうそういう事は──」

「奏さーんっ」

　俺のセリフを遮さえぎるようにして、ショコラが画面に割り込んできた。

　その両手には、抱えきれないくらいのお菓か子しが溢あふれている……今日もまたどっかで貰もらってきたのか……

「ん？　このカメラはなんですか？」

　そうして思いっきりカメラに寄っていくショコラ。画面には、お菓子を抱えたショコラの胸が大写しになる。

　その瞬しゆん間かん、隣となりのクラスから「「「おおおおおっ！」」」という男子の歓かん声せいが聞こえてきた。

「ショ、ショコラ！」

　俺は慌あわててショコラをカメラの前から引き離はなしたが、ＭＣは恰かつ好こうのネタを見つけたとばかりに、邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。

《あらあら、その子はもしかして、甘草さんの『学業補助ペット』のショコラさんじゃないですか？》

「え、ええ、まあ……」

《なんでも、甘草さんは現在ショコラさんと二人で暮らしてるとか。一学期の対たい抗こう戦で、ショコラさん本人も甘草さんの事を大好きって言ってましたし……それってちょっといやらしくないですか？》

　……く。なんだかまずい流れになってきたぞ。

「い、一いつ緒しよに住んでるのは事実ですが、ショコラは親しん戚せきみたいなもんで……別にやましい事は──」

《ショコラさん、甘草さんはこう言ってますが、実際はどうなんですか？　甘草さんに変な事されてませんか？》

　俺のセリフを遮ってショコラに質問を向けるＭＣ。

「はい、特にへんな事はされていません。まいあさまいあさ揉もまれているだけですっ」

　ひいいいいいいいっ！

　ほっぺだろ！　お前が起きないからほっぺグニグニしてるだけだろ！　というかこの展開前もあった気がするぞ！

《揉んでる……ほほう、それはクソ変態ですね。さすが『お断り５』の甘草さん》

　まずい、これは非常にまず──






【選べ　①謳歌が誤解を解いてくれる

　　　　②ふらのが誤解を解いてくれる

　　　　③ショコラが自分で誤解を解く】








　選択肢が俺を助ける……だと？




　　　　２




　放送が終わり、教室に戻ってきた二人を、クラスメイト達が取り囲んだ。

「雪平さん、かわいかったよ！」「謳歌ちゃんマジ清せい楚そ！」

「そ、そうかな……ありがとう」

「お褒ほめにあずかり、光栄ですわ」




　あの選択肢が出て、俺が③を選んだ後、ショコラは自分で、揉まれているのはほっぺだけで、俺は何もやましい事をしていない、と発言した。

　その後も、ＭＣがなんとかショコラから俺の変態的な行動を聞きだそうとしたが、意外にもショコラは余計な事を言わなかった。

　その後、業ごうを煮にやしたＭＣは中継を取りやめ、再び謳歌とふらのをターゲットとした。

　しかし、ふらのはおどおど、謳歌は清楚なお嬢じよう様さま然とした態度を一いつ切さい崩くずさず、ＭＣが期待する展開にはならなかった。

　最後までその調子で放送は終しゆう了りよう。『毒の館やかた』としての面おも白しろみは一切なかったが、二人の好感度は大おお幅はばに上じよう昇しようする結果となった。

　ちなみに、今回は選択肢によってショコラの行動を操あやつった事になるが、記き憶おくが消去されたような様子は見られなかった。神の僕しもべなので、その辺りは対象から除外されているのかもしれない。

　そして、クラスのみんなは、そのショコラについても盛り上がりをみせていた。

「俺、他ほかのクラスの反応確かく認にんしてきたけど、ショコラちゃんの事も『あの子かわいい』って話題になってたぜ。というか既すでにショコラちゃんの事知ってる奴やつも多かったし」「ふふ、ショコラちゃんは私達がお菓か子し行あん脚ぎやに連れ回してるからね」「みんな、ショコラちゃんのほっぺプニプニしてキャーキャーしてるし、女子からの人気も上々だと思うよ」「これからは一年と三年のクラスも回って、ショコラちゃんのかわいさをアピールしていくわ！」

　どうやら女子達がショコラを売り込んでくれているらしい。

「でも、一番よかったのは、甘草の奇き行こうが出なかった事だよな」

　そして、話題が俺に移る。

「そうそう、甘草君、よく我が慢まんしたよね」「甘草、やればできるじゃないか」「甘草、俺とやらないか？」

「いい加減にしろおおおおおっ！」

　またしても見当たらない……もう教室に監かん視しカメラでも仕し掛かけておくしかないのか。

「おいおい、これ、いけそうな感じになってきたんじゃないか」「ああ、この調子でいけば三人共、『お断り５』から抜ぬけられそうだよな」「更さらにみんなにアピールしていって表ランキングを目指しましょう」「絶対に爽星さんを見返してやるわ！」

　更に盛り上がりをみせるクラスのみんな。

　月末の投票まではまだ三週間くらいの時間がある。たしかにこの調子でいければ、表ランキングも夢じゃないかもしれない。

　ん……気が緩ゆるんだらちょっと催もよおしてきたな。

「悪い、ちょっと席外すわ」

　俺は、近くにいた佐さ藤とうに声をかけて教室を出た。




　そして、用を済ませて戻ろうとした廊ろう下かで──

「……………………」

　異様な光景を見た俺は、言葉を失っていた。

　逆立ち。

　廊下の真ん中で、女子が逆立ちをしていた。

　それだけでも絶大なインパクトなんだけど、更に衝しよう撃げき的てきな要素が一つ。

　パンツ、丸見え。

　廊下の真ん中で、女子がパンツ丸見え状態で逆立ちをしている。

　……そんなとんでもない状じよう況きようなのにもかかわらず、正直、まったくエロくなかった。

　ここまで恥はじらいがなくオープンにされると、これっぽっちも興奮しない。パンモロよりパンチラが好まれるのがよく分かる実例だった。

　関かかわり合いになりたくなかったが、廊下のど真ん中で逆立ちしている為ため、どうしてもその脇わきを通らなくては教室に戻もどれない。

　そーっとその横を通り過ぎている最中──

「やはり、駄目ですね」

　その女子が唐とう突とつに、逆立ちを終了させた。

「ぎゃああっ！」

　そしてその踵かかとが、ちょうどいい位置にあった俺の鳩尾みぞおちを直ちよく撃げきした。

「ぐおおおおっ！」

　あまりの苦痛に床ゆかをのたうち回る俺。

「むっ、そこの貴男あなた」

　その女子は、地面の俺に対して言い放つ。

「質問します。どうしてそんなひょうきんな動きをしているのですか？」

「あんたの踵落とし食くらったからですけど！」

　その女子は、そこでようやく原因が自分だと理解したようだった。

「そうでしたか、これは失礼……真理の探究に夢中になって気がつきませんでした」

　眠たげな瞳、ポニーテール、丈が余り気味のだぶだぶカーディガン……この女子には見覚えがあった。

「解とく川がわ真ま理り咲さ……だよな？」

　その名前は悪い意味で有名だった。そう、この子はふらのや謳歌と肩かたを並べる『お断り５』の一角。

「はい、その見解で相そう違いないです。ん……よく見れば貴男は甘草奏さんではないですか？」

　向こうも俺の事を知っているようだった。

「そうだけど……いや、俺の事はどうでもいいんだ。解川、一体なんでこんなとこで逆立ちなんてしてたんだ？」

　……パンツ丸出しで。

　果たして本人はその事に気付いてるんだろうか。俺に踵落とし食らわせたのすら分からない程ほど、何かの考えに集中してたみたいだけど。

「説明します。実は先日、とあるアニメを観みていたら、オープニングテーマの冒ぼう頭とうで女の子達が、ひたすら逆立ちをしていたんです」

　……なんだろう。そんなアニメを観た覚えは一切無いのに強きよう烈れつなまでのこの既き視し感かんは。

「私はそこで疑問を抱いだきました。『なぜこの子達のスカートはめくれないんだろう？』と」

　……何言ってんだ、こいつ。

「髪かみの毛はちゃんと垂れるんです。しかし、スカートは、多少なびきこそすれ、重力に逆らうかの如ごとくの動きを見せて、彼女達のパンツが決して見えないんです」

　だからなんだよ……ブルーレイだと見えるようになるとかの販はん売ばい戦略じゃないのか？

「先程、その事をふと思い出した私は、その場で逆立ちをしてみました」

「思い立ったが吉きち日じつってレベルじゃないな……」

「その結果、私のパンツは丸出しになりました」

　……分かってたのかよ。

「そう、私は一つの真理に辿たどり着きました。『アニメと現実は違ちがう』と」

「やる前に気付けよ！」

　そう、この解川真理咲という女の子は異様に知的好こう奇き心しんが強く、未知や謎なぞといった言葉が大好きらしい。答えを知ろうとするが為の行動があまりにぶっとんでいるので、『お断り５』のメンバーとして名を連ねているという話だ。
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「甘草奏さん、私は以前から貴男に興味を持っていました」

「俺に……興味？」

「そうです。貴男の奇行についてです」

　奇行……やっぱり『お断り５』でも、俺の行動はそういう風に見えるのか……

「貴男の奇行は常識からはるかにかけ離はなれていて、最も早はや理解不能な域に達しています。私は訳が分からないものを探求するのが大好きなのです」

　理解不能……まあたしかに、選せん択たく肢しの内容はそうとしか言いようがないな。

「なぜか二学期になってからは大人しいようですが……その変化も大いに興味の対象です」

　解川は、俺の目を見ながら、淡たん々たんと言葉を続ける。

「質問します。貴男、陰かげで自分が何て呼ばれているかご存じですか？」

「……いや？」

「伝達します。『変態マトリョーシカ』です」

「マトリョーシカ？　あの、入れ子構造になってる人形の事だよな……なんでまた？」

「回答します。変態の中の変態という意味です」

「誰だれだそんなくだらねえ悪口考えたの!?」

「回答します。私です」

「オメエかよ！」

「そうです。私が変なおじさんです」

「おちょくってんのか！」

「肯こう定ていします。おちょくっています」

「うがあああああっ！」

「訂てい正せいします。私が変なおじさんだというのは噓うそです」

「分かってるわ！」

「断言します。この会話、とてつもなく不毛です」

「全くもってその通りだな！」

　く……話しているだけで、どっと疲つかれるこの感じ……やっぱりこいつも間ま違ちがいなくふらのや謳歌と同等の人種だ。

「それでは甘草さん、もっと有意義な時間──真理に至る為の問答をしましょうか」

「真理に至る問答？　なんだそれ？」

「簡単です。私がする質問に答えてくれればいいんです」

「そんな簡単な事で、真理とやらに至れるのか？」

「ものはためしです。さあ、私と一いつ緒しよにレッツ真理」

　なんだそのうさん臭くさいかけ声は……

　解川は、俺の呆あきれたような視線を全く気にかけずに、質問を開始した。

「質問します。パンはパンでも食べられないパンはなんでしょうか？」

　……ただのなぞなぞだった。

　これのどこが真理に至る問答なんだよ……まあとりあえず答えてみるか。

「えっと……フライパン？」

「注意します。甘草さん、それでは、ただのなぞなぞではないですか」

「いやこれ、なぞなぞだろ？」

「否定します。私がしているのは、真理に至る為のもっと高こう尚しような問いかけです」

「高尚、ね……で、答えは？」

「回答します。『腹ン中パンパン』です」

「下品にも程があるわ！」

　いきなりくそみそなネタを放った解川は、表情を変えずに、次の質問に移る。

「提案します。甘草さん、『ピザ』と八回言ってみてくれませんか」

「八回？　十回じゃないのか？」

「否定します。八回で結構です」

「じゃあ……ピザピザピザピザピザピザピザピザ」

「質問します　これは？」

　そう言って自らの鼻を指差した。

　なんで鼻なんだ？　普ふ通つうは肘ひじを指差してひっかけるはずだよな。回数といい、場所といい普通の十回クイズじゃないみたいだけど……とりあえず答えてみるか。

「鼻だろ？」

「否定します。私が求めているのは、真理に至る為の、もっと高尚な回答です」

「高尚、ね……で、答えは？」

　解川は鼻に押し当てた指を押し上げ、豚ぶたっ鼻を作りながら答える。

「回答します。八はつ戒かい（八回）です」

「ただのダジャレじゃねーか！」

「否定します。八回と八戒以外にも、ピザ＝豚＝八戒という連想を含ふくんだ、高度なジョークです」

「真理はどこいった！」

　しかし、せっかく綺き麗れいな顔してるのに、躊ちゆう躇ちよなく思いっきり豚っ鼻を作るとは……やっぱりこの辺が『お断り５』だよな……呆れる俺をよそに、解川は次に進んでいく。

「質問します。けんじ君は、お父さんからお使いを頼たのまれました。百円のリンゴを五個、八十円のバナナを三本、八千九百八十円の桃ももを一個です。けんじ君はお店の人に一万円を渡わたしました。さて、おつりは何円だったでしょうか？」

　明らかに価格がおかしいのが一つ交ざってるのが気になるけど……素す直なおに答えてみる。

「……二百八十円？」

「──ですが、けんじ君がお使いから帰ってくると、お母さんが激げき怒どしてしまいました。さて、なぜでしょう？」

　二段構えの問題だった。計算部分はただの前まえ振ふりだったらしい。

　……こんなの、考えても分かる問題じゃないよな。適当に答えるしかない。

「時間がかかりすぎたから？」

「否定します。ハズレです」

「答えは？」

「回答します。桃というのは隠いん語ごで、その実態は『超ちよう桃とう天てん使しハルカレイヤー』というエロゲーだったからです」

「分かる訳ねえだろ！　しかも子供になんてもん買いに行かせてんだ!?」

「否定します。けんじ君は子供ではありません、私の兄です」

「お前んちの話かよ！」

　親父おやじ、自分で買いに行けよ……

「質問します。けんじ君の職業は何だと思いますか？」

「いや、知らないけど……」

「説明します。自宅けんじ員です」

「ただのニートじゃねえか！」

「質問します。けんじ君は、なぜ働かないのでしょうか？」

「知らんわ！」

「肯定します。私にもまったく分かりません。その理由は神のみぞ知る所です」

「けんじなら知ってるだろ！　甘やかすんじゃねえ！」

　そこで解川はふう、と軽く息を吐はいた。

「反省します。けんじ君のくだりが少し長すぎました」

　大いに反省してくれ……そして早急にけんじを働かせろ。

「ここで少し、目先を変えてみましょう」

　……というか、まだ続けるのかよ。

「質問します。貴男あなたの担任、道どう楽らく宴うたげ先生が結けつ婚こんできない理由はなんでしょうか？」

　……とんでもないのぶっこんできたな。

　俺は、周りに本人がいないのを確かく認にんしてからそっと口を開く。

「えっと……性格と暴力？」

「報告します。本人に」

「殺されるわ！」

　……駄だ目めだ、まともに付き合ってたら色んな意味で体が保もたない。

「解川、俺はこの辺で──」

「おや、甘草くんじゃないか」

　そこで背後から聞き覚えのある声がかけられた。

　こ、この声はまさか……

「やあやあ、奇き遇ぐうだね」

　振ふり返った先にいたのは、『お断り５』の三年生、密ひそか秘ひめる先せん輩ぱいだった。

「密先輩……こんな所で何してるんです？」

　この人とかかわると、ろくでもない事になるからな……俺は、一歩引きながら、警けい戒かい心しん全開で問いかけた。

「子作りの相手を探しにきたんだ」

「は？……なんて？」

「ふふ、子供が欲しいんだよ。甘草くん、私は今、発情期中の発情期でね」

「いや、そんな戸と愚ぐ呂ろみたいな事言われても……」

「息子むすこ……うん、そうだね、息子が欲しい」

「そんなの俺に言われても──って、どこ見てんですか？」

　俺の股こ間かんを凝ぎよう視しする密先輩。

「こんな所にムスコがいるじゃないか」

「黙だまれ！」

　酷ひどい……この人の下ネタは相変わらず酷い。

　しかももう秋口だというのに、とんでもなく露ろ出しゆつ部分が多い。一学期に絡からんだ時より肌はだ色いろ部分が多いんじゃないだろうか。

「甘草くん、私がなぜこんなに下ネタばかり言うのか分かるかい？」

「いや……分かりませんけど」

「そこに生せい殖しよく器きがあるからだよ」

「山みたいに言うなよ！」

　俺が声を張り上げた所で、それまで黙っていた解川が口を開いた。

「質問します。貴女あなたは密秘先輩ですね？」

「お、そういう君は、解川真理咲くんだね。噂うわさは色々と耳にしているよ」

「肯定します。いかにも私は真理の探究者、解川真理咲です。密先輩、私は以前から貴女に興味を持っていました」

　やばい……『お断り５』同士の絡みが始まってしまったぞ。

「おや、それはどういう事だい？」

「回答します。人間の最大の行動原理に、『恋れん愛あい』をあげる人は少なくありません。真理の探究の為ためには避さけて通れないテーマです。その道のスペシャリストである貴女には、いつか質問してみたいと思っていました」

　別にこの人はスペシャリストでもなんでもなく、ただエロいだけだと思うが……

「なるほど、そういう事ならなんでも聞いてくれて構わないよ」

「感謝します。それではせっかくですから、少し大人の質問をさせてもらいます」

「大人の質問か……残念ながら、君と私の間に息子を作る方法は存在しないよ。どちらにもムスコが無いからね」

「一体なんの話してんだ!?」

　声を張り上げる俺をよそに、解川はマイペースで質問を開始した。

「質問します。自分の子供に、『赤ちゃんってどうやって生まれるの？』と聞かれたら、なんと答えるのが正解だと思いますか？」

　うわ……これは難易度が高いな。

　しかし、密先輩は軽く言い放った。

「ああ、これはコウノトリを使って説明すればいいんだよ」

　コウノトリか……密先輩にしては、まともなチョイスだな。

「具体的にはこんな感じだよ。『いいかい。私とお父さんが合体した結果、コウノトリが赤ちゃんを運んでくるんだよ』」

「コウノトリ関係ねえじゃねえか！」

　……これっぽっちもまともじゃなかった。

「質問します。子供に、『お父さんとお母さん、きのう、なんでおふとんの上でプロレスしてたの？』と聞かれたらなんと答えるのが正解だと思いますか？」

　うわ、これは最悪の状じよう況きようだな……行こう為いを完全に見られている。

「ああ、これは違ちがうスポーツを使って話題を逸そらせばいいんだよ」

　違うスポーツ？

「具体的にはこんな感じだよ。『いいかい。私とお父さんがやっていたのは、プロレスじゃなくて乗馬だよ』」

「余計卑ひ猥わいになってるじゃねえか！」

「質問します。子供に『お父さんが昼間、こうえんのブランコにすわって、ものすごくがっくりしてたけど、どうしたの？』と聞かれたらなんと答えるのが正解だと思いますか？」

　うわ……親父リストラされてるよ。

「ああ、それは噓うそをついてでも真実を隠かくすべきだろうね」

　まあそうだよな。子供にそんな暗い話をすべきじゃない。

「こう言えばいいんだ『ああ、お父さんは、自分で自分のアレを咥くわえようとしたけど、体が硬くて思うようにいかなかったんだ』」

「正直に言った方がはるかにマシだわ！」

「質問します。子供に『愛ってなんなの？』と聞かれたら、なんと答えるのが正解だと思いますか？」

　これはまた……ある意味、究極の質問だな。

　しかし、密先輩は事もなげに言い放った。

「ふふ、それは今までで一番簡単な質問だよ、真理咲くん」

　そして、言うが早いか解川に近付くと、思いっきり抱だきしめた。

「…………」

　密先輩より小こ柄がらな解川は、その胸に顔を埋うずめる形になった。

「ああ、気持ちいいなあ……」

　解川の髪かみを撫なでながら目を細める密先輩。

「……確認します。これは一体なんの意味があるのでしょうか？」

　解川が、先輩の胸に顔を挟はさまれたまま、くぐもった声を出す。

「意味も何も、これが君の質問に対する答えだよ」

「否定します。全く意味が分かりません」

「ふふ、まあ『愛』なんてのは人それぞれだからね」

　そして密先輩は解川を抱きしめたまま、俺の方に向き直った。

「甘草くんもやってほしいかい？」

「え、いいんで──いやいやいや！」

　反射的に頷うなずきそうになって、慌あわてて踏ふみとどまる。

「遠えん慮りよする事はないよ。これは別にいかがわしい行為じゃない。私なりの『愛』を表現しているだけだからね」

「あ、『愛』ですか……」

「そうだよ。これはもう、男女という壁かべを越こえた、崇すう高こうな感情なんだよ。さあ、甘草くんもこっちにきたらいい」

「い、いや、俺は──」




【選べ　①『愛』ならしょうがない　②いくら『愛』でもしょうがなくない】




　……い、①を選べば、俺もあのおっぱいに顔を──

「いかんいかん！」

　何を考えてるんだ俺は！　いくら本人がいかがわしくないと言っていようが、恋こい人びとでもない相手にそんな事していいわけないだろ。

「遠慮しておきます……」

「おやおや……言い方が婉えん曲きよく的てきで分かり辛づらかったかな」

　密先輩は、一ひと際きわ蠱こ惑わく的てきな笑えみを浮うかべた。

「こっちにきて３○ピーしようじゃないか」

「いかがわしいにも程ほどがあるわ！」




　　　　３




　密先輩と解川とのうんざりするような絡みがあった翌日。

　俺がちょっと考え事をしながら廊ろう下かを歩いていると──

「いたっ！」

　胸に誰だれかがぶつかってきた。

　どうやらその相手も前方を見ていなかったらしい。

「あ、ご、ごごご、ごめんなさいっ！」

　瞬しゆん間かん的てきに顔を真っ赤に染めて、大げさにずざざ、と後ずさる。

「え？　うわわわっ！」

　そして真っ平らな廊下なのに、なぜだかバランスを崩くずす。

「あ、ぶ、な、いっ、とととっ」

　一本足のやじろべえのような状態で、おたおたわたわた。

「ひゃああっ」

　結局、どてり、と音を立ててこけた。これ……前にも全く同じ事あったよな……

「柔やわ風かぜ……大だい丈じよう夫ぶか？」

　彼女の名は柔風小こ凪なぎ。女子の表ランキング三位のハイパードジっ子天使だ。

「あ……うん。ごめんね甘草君、私、ちょっとぼーっとしてて」

「いや、俺の方こそ考え事してて、前見てなかったからさ。ごめん」

　俺の手を取って立ち上がった柔風は、俺の顔をまじまじと見つめた。

「考え事？　そういえば浮かない顔してるね。どうしたの？」

「いや、個人的な事でちょっとさ……」

　未いまだに大人しさを保っている選せん択たく肢しが不気味で、どうにも落ち着かなかった。

「そうなんだ。あ、もし私に力になれる事があったらなんでも言ってね」

　そう言って、にっこりと微笑ほほえむ柔風。

「う……おお」

　その笑顔に、昨日の『お断り５』二人に汚お染せんされた心が浄じよう化かされていく。

　かわいくて、なおかつ性格も素す晴ばらしいという事がどれだけ奇き跡せき的てきな事かというのを改めて体感する。

「柔風、頼たのむからずっとその純じゆん粋すいなままでいてく──」

「おにいちゃあああああああんっ！」

「うおっ!?」

　その時、急激に背中に衝しよう撃げきが襲おそってきた。

「こ、この声は……」

　振ふり返って確かく認にんするまでもなく、背中に抱だきついている奴やつの正体は明らかだった。

「お兄ちゃん、久しぶりだねっ！」

　箱はこ庭にわゆらぎ。俺の幼なじみにして、『全人類の妹』を自じ称しようする変態だ。

「小凪お姉ちゃんも、こんにちはっ！」

　俺の背中から離はなれたゆらぎは、柔風にも妹攻こう撃げきを開始した。

「え？　え？　あ、こ、こんにちは」

　とまどいながらも微笑む柔風。対たい抗こう戦の時も、この二人は直接的にはほとんど絡からまなかったから、感覚的には初対面に近いだろう。

　いかん。純粋な柔風をこんな汚よごれた変態と絡ませる訳にはいかない。

「そういえばお前、夏休みの間、一度も会わなかったな」

　俺は適当に話題を逸らした。

「うん。私ね、夏休み中は、アフリカに行ってたんだ」

　そういえばゆらぎの親父おやじさんはアフリカで働いていて、お袋ふくろさんもそれについていってるんだったな。

「そうか。親父さんとお袋さん、元気だったか？」

「うん。お父さんお兄ちゃんとお母さんお姉ちゃん、二人ともすっごい元気だったよ」

　その人らは一体何親等なんだよ……

「あのね、向こうで色んなお兄ちゃんができたんだよっ。聞きたい？　聞きたい？」

「いや、別に」

　即そく答とうする俺。はっきりいって全く興味が無い。

「あ、私が他ほかのお兄ちゃんになびいているからって、嫉しつ妬としてるんだねっ」

「これっっっっぽっちもしてない」

「ひ、ひどいっ！　私がこんなにイモイモしてるのに、オニオニが冷たいよう……」

　とりあえず日本語を喋しやべれよ……

「うう……めそめそ……いもいも」

　わざとらしい噓泣きを始めるゆらぎ……そんなんで騙だまされる奴がいるわけないだろ。

「あ、甘草君……かわいそうだから聞いてあげようよ」

　……ここにいた。

　柔風よ、お前はどこまで天使なんだ。

「仕方ない……柔風に免めんじて、聞くだけは聞いてやるか」

「やったーっ！　それでは、ランキング形式で発表しますっ」

　ぱっと顔を輝かがやかせるゆらぎ。

「五位『ワニいちゃん』」

「は？　なんだって？」

　いきなり意味の分からない単語が出てきた。

「ワニいちゃんだよ」

「わにいちゃん……なんだそれ？　ワニみたいな感じの人って事か？」

「ううん、ワニだよ。ワニのお兄ちゃん」

　……ヤバい。こいつ、『妹』の範はん囲いがついに人間以外にも及およびだしたぞ……

「次は四位『アニコダイル』」

「またワニかよ！」

「だってー。お父さんお兄ちゃんの職場、ワニばっかりなんだもん」

　……親父さん、一体どんな環かん境きようで働いてるんだよ。

「三位は『アニゲーター』」

「ワニしつけえええっ！」

「ちなみに、三位の番外として『アニスニゲーター』もいるよっ」

「悪あく魔ま六騎き士しじゃねえか！」

「二位は『アニ革がわのバッグ』」

「最も早はや無機物じゃねえか！」

「そして栄はえある一位は『アニフリカ』」

「お前大陸の妹なのかよ！」

　……駄だ目めだ。もうこいつ、本当に駄目だ。

「ゆらぎちゃん、本当にお兄さんが好きなんだね」

　ドン引きしている俺をよそに、にこやかに話しかける柔風……マジで聖人か。

「うんっ、お兄ちゃんは最高だよ、小凪お姉ちゃん！　あ、そうだ。小凪お姉ちゃんも、奏お兄ちゃんの事、『お兄ちゃん』って呼んでみたらどうかな」

「え、わ、私が？」

「そうそう。それだけで世界がバラ色になるよ」

「ほ、本当に？」

「うん。騙されたと思ってやってみてよ、小凪お姉ちゃん」

「じゃ、じゃあ、一回だけやってみようかな……」

　……リアルに騙されてますよ、柔風さん。

「柔風、ゆらぎのおふざけにつきあう必要は──」




【選べ　①「お兄ちゃん、でお願いします」　②「お兄さん、でお願いします」】




　こ、これは……

　選択肢が元に戻もどった？……いや、元から柔風本人がやる気になってる状態だし、夏休みまでの鬼き畜ちくなものとは比べるまでもないな。

「……お、お兄さん、でお願いします」

「う、うん。分かった……」

　柔風は、頰ほおを軽く染めながら、上うわ目め遣づかいで言った。

「お、お兄さん……」

「ぐおおおっ!!」

　な、なんだこのとんでもない破は壊かい力は!?　世のシスコン達の気持ちが少し分かった気がした。こ、こんな妹がいたら、たしかに道を踏ふみ外す可能性も──

「よう」

　いきなり、俺の肩かたに手が置かれた。

「久しぶりだな、甘草」

　……振り返ったその先にいたのは、柔風親衛隊隊長、藤とう堂どうさくら。

「……お久しぶりです」

「お前は二学期になっても相変わらずだな」

「せ、先せん輩ぱいは少し……腕うでが太くなりましたね」

「柔風さんに害を為なす輩やからを制裁する為ために、夏の間鍛きたえまくったからな」

「そ、それは、素晴らしいですね、あはは……」

「そうだろうそうだろう」

「あ、あはは。それじゃ、俺はこれで──」

「こい」

「うわああああああっ！」




　──そしてボコられた。なんか暗い所に連れ込まれて、思いっきりボコられた。

「お前いい加減にしろよコラ！」「柔風さんに……柔風さんにお兄さんなんて呼ばれやがってえええ！」「羨うらやましいナリ……恨うらめしいナリッ！」「そっち向きに倒たおれたらケツが見えねえだろうが！」

　最後の奴はホモじゃなきゃいけない決まりでもあんのか!?




「う……うう」

　ボロボロになった俺は、痛む体を押さえながら、よろよろと廊ろう下かを歩く。

　断っておくが、ケツは痛くない……断じて痛くない。

「ちょっとそこの甘草奏」

　そこで、後ろからやたらに高圧的な声がかかった。

「お、麗れい華か堂どうか」

　振り返った先にいたのは、表ランキングの五位に位置する女子、麗華堂絢あや女め。目を疑うようなとんでもないバストサイズを誇ほこっている。

　まあ、その大きさにはある秘密があるんだけど──

「ふん、いつ見ても貧相な男ね」

　相変わらずの高飛車な態度だな……

「はいはい、すみませんね。で、俺に何の用だ？」

　麗華堂は、少し躊躇ためらいながらぼそぼそと言う。

「あ、あの貧乳の──雪平ふらのの事よ」

「ふらの？　あいつがどうしたんだ？」

「昨日の放送……あれは一体なんなの？」

　ふらのと麗華堂は、犬けん猿えんの仲（乳関係において）だが、いきなりあんな姿を見せられれば、そりゃあ気になるだろうな。

「まあ、色々と事情があってさ……俺達、『お断り５』から抜ぬける為に頑がん張ばってるんだ」

「あの下げ貧ひん乳にゆうが『お断り５』から抜ける？……普ふ通つうなら鼻で笑うような所だけど、昨日のあれをみる限り、絵空事とも言えないわね。何か、表ランキングの方に入れようとか言っている馬ば鹿か男子もいたくらいだし……」

　お、そこまでの反応があったのか。大分いい傾けい向こうだな。

「気になるのか？」

「なっ！　なにを言うのこのゴミクズッ！　もしあの貧乳に負けたらどうしようなんて、かけらも思ってないわよっ！」

　……思ってるんだな。

「な、なによ、その同情の視線は……だ、大体あんな貧乳が、このゴージャス乳にゆうの私と張り合おうだなんて──」

「おー、いたアル！」

　そこで、やたらに陽気な声が割って入ってきた。

「あなたがアマクサ・カナデアルね？」

　その女の子は、いきなり俺の手を握にぎって、勢いよくぶんぶんと振ふる。

「え、ええ……そうですけど……」

「ワタシはチチル・ニューミルクというアル。よろしくアル！」

　チチル・ニューミルク──その名前と顔は俺も知っていた。女子の表ランキング四位に位置する三年生で、そのフレンドリーな性格と、欧おう米べい系けいの容姿なのになぜか語ご尾びが『アル』というアンバランスな喋り方がかわいいと、非常に人気を博しているらしい。

　星柄のカチューシャもよく似合っており、ビジュアルはキュートの一言に尽きる。

　……しかし、何より注目すべきはその乳だ。

　麗華堂には僅わずかに及ばないものの、ほとんど同等と言って差し支つかえないような超ちよう爆ばく乳にゆうの持ち主だ。しかも、麗華堂と違ちがって天然である事を考えると、実質学園[image: №]１の乳の持ち主と言えるだろう。

「よ、よろしくお願いします……ニューミルク先輩」

「ノーノー、そんな堅かた苦くるしく呼ばないで、チチルでオッケーアルよ、カナデ！」

　そう言って親指をびっ、と立てる。噂うわさ通り、相当フレンドリーな人みたいだ。

「じゃ、じゃあチチル先輩。俺に何か？」

　呼びかけからして、俺を探していたような感じだった。

「そうアル。セーラが、二年生にカナデっていう面おも白しろい男の子がいるから友達になってくるといい、って教えてくれたアル！」

　セーラ……黒こく白びやく院いん会長か。またあの人は何かを企たくらんでるみたいだな。

「友達……ですか」

「そうアル。フレンドシップは何より大事アル。ワタシは沢たく山さんの人とお友達になりたいアル。カナデ、ワタシとお友達になってくれるアルか？」

「ま、まあ、俺でよければ」

「ありがとアル！」

「う、うわっ!?」

　いきなり抱だきついてくるチチル先輩。

　ヤ、ヤバい……なんだこのとんでもない感かん触しよくは。

「ちょ、ちょっと、まずいですって！」

　俺は慌あわててチチル先輩から離はなれる。

「ン？　カナデ、何照れてるアルか？　ただの友情の証あかしのハグアルよ」

　言葉通り、チチル先輩には一いつ切さいの照れがみられない。これが欧おう米べいのノリなんだろうか。

「お、アナタはもしかしてアヤメじゃないアルか？」

　そこでチチル先輩が、俺の隣となりにいた麗華堂に気付く。

「ええ……そうだけど」

「オー！　ワタシ、アヤメともお友達になりたいと思ってたアル！　アヤメみたいなダイナマイト、アメリカでも見た事ないアル！」

「そ、それはどうも……」

　どこか後ろめたさを感じさせるような受け答えの麗華堂。

　それもそのはず、両者とも、ちょっと動く度たびに乳がぶるんぶるん揺ゆれるんだけど、その成分構成には大分違いがある。

「アヤメともお友達アル！」

「ちょ、ちょっと……」

　麗華堂にも抱きつくチチル先輩。

　両者の乳がデカすぎるんで、お互たがいにのけぞる感じになっている。すげえな……

「……ん？」

　そこで、何かに気がついたように首を傾かしげるチチル先輩。

「アヤメ。アナタのバスト、何かちょっとおかしくないアルか？」

「っ!?」

　麗華堂の顔から、一いつ瞬しゆんにして血の気が引いた。

「感触が変アル。何かの病気だったら大変アル。ちょっとチェックするアル」

「は？　いや、別にそんな事しなくても──ちょっ!?」

　有う無むを言わさず、麗華堂の乳を摑つかみ取るチチル先輩。

　このままではシリコンがバレて──




【選べ　①止める　②止めない】




　む……別に麗華堂を助けてやる義理はないんだけど、かといってほっとくのもな……

　①を選んだ俺は、二人の傍そばまで近寄っていく。

「チチル先輩、いきなりそれはちょっと──」

　その瞬しゆん間かん、麗華堂が思いっきり身を捩よじった。

「いやっ！」「オウ！」

　その動きに、チチル先輩の手から麗華堂の乳が離れ──

「ふべらっ！」

　俺の顔面に巨きよ大だいな質量のそれが直ちよく撃げき。

「う……おお……」

　意外な破壊力によろめく俺。

「な、何してるのよこの変態っ！」

「俺のせいではないだろ！」

「よ、よくも私のファーストおっぱいビンタを奪うばったわね……」

「そんな言葉ねえだろ！」

「アヤメ……大だい丈じよう夫ぶアルか？」

　麗華堂に心配そうな目線を向けるチチル先輩。

「し、心配ないわよ先輩。これはちょっと発情期だから硬かたくなってるだけで──って何を言わせるのよっ！」

「なんで俺に怒おこる!?」

「アハハ、カナデは面白いアルね。セーラが言ってた通り、人気者アル」

「人気者？　俺がですか？」

「そうアル。ワタシ以外の表ランキングの女の子とは、もう全員仲良しだって聞いたアル」

　まあ仲良しかどうかはともかくとして……黒白院会長、爽星、柔風、麗華堂、そしてこのチチル先せん輩ぱい……たしかにこれで表ランキングの女子全員と直接絡からんだ事になるな。

「チチル先輩、この男は節操が無いだけよ。『お断り５』の低てい俗ぞくな連中ともよくつるんでいるようだし」

　麗華堂が口を挟はさんでくる。言われてみれば……ふらの、謳歌、密先輩、解川……う……考えただけで胸焼けがするメンバーだ。

　残りは一人か……できれば関かかわり合いになりたくな──




【選べ　①今週中に遭そう遇ぐうする　②今月中に遭遇する】




　わあ、期間を選ばせてくれるなんて嬉うれし……………………くねーよ。







　幕間　ある片想いの話２
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　軽けい薄はくさ全開の男は、髪かみをかき上げながら少女に語りかける。

「それにしてもさー、気配を探さぐるのマジで大変だったよ。この間のバスツアーのあたりからようやく補捉できたんだよね。ま、とりあえず初めまして、空そらちゃん先輩」

　その少女、天あま上がみ空は、男に薄うすい微笑ほほえみを返した。

「先輩かー。じゃあ後こう輩はいである君の事はなんて呼べばいいのかな？」

「そうだね……空ちゃん先輩のお気に入りはチャラ神って呼んでるみたいだから、それでいいんじゃない？」

「それじゃーチャラ神君に改めて聞こうか。一体私になんの用かな？」

「いやー、ちょっとした興味なんだけどね。空ちゃん先輩はなんでわざわざ『神』の職務を放ほう棄きしてまで、人間の体で生活してるのかなって」

「バスツアーを見てたんなら分かってるんじゃない？」

「そうなんだけどさー。『恋こいが知りたい』なんて、恋れん愛あいを司つかさどる神の口から出てくる言葉とは思えないんだよねー」

　チャラ神は、確かく認にんした資料の内容を思い出す。この空は恋愛を司る神として、担当する世界群における人間の恋愛行動を、永きにわたり管理してきた。

　誰だれもがうらやむような幸せな恋、許されざる略りやく奪だつ愛あい、世界の命運を変えてしまうような少年少女の恋……それらの全すべてを観測し、時には助け、時には阻そ害がいしてきた。

「ある時、気付いたんだ。人の恋愛ばっかり観察してるけど、私、恋愛がどういうものなのか理解できてないってね」

　天上空は恋愛を司る神にして、自らは恋という感情を理解する事のできない、矛む盾じゆんを孕はらんだ存在だった。

「あーその感覚はちょっと分かるかも。現に僕もキャバクラを司る神なんだけど、そのおかげで自分は純じゆん粋すいにキャバクラにのめり込めなくなっちゃった。そういうのってマジへこむよねー」

　両手を広げて大おお袈げ裟さにため息をつくチャラ神。

「チャラ神君はへこむ程度で済んだのかもしれないけど、私はそれで納なつ得とくできなかった。どうしても恋愛がどういうものなのかを知りたかった……だから『呪のろい』ってシステムを作ったんだよ」

「ふう～ん。で、この世界の『呪い』の、現在の犠ぎ牲せい者しやが奏かなで君って訳だね」

　チャラ神の口からその名前が出た瞬間、空の口元が歪ゆがんだ。

「そうだよ。あの子は──奏君はほんとに面白いんだよ」

　心底楽しそうに微笑む空。

「あらら。こりゃー予想以上にマジご執しゆう心しんって感じだね……で、その奏君についてちょっと一つ聞きたいんだけど」

「何かな？」

「空ちゃん先輩さ……奏君を一体どうしたいの？」

　チャラ神は先日のバスツアーの時から空と奏の動向を観察していたが、彼女の行動にはどうにも一いつ貫かん性せいが見られない。

　空は、待ってましたとばかりに言葉を弾はずませる。

「聞いてよチャラ神君。それに関して今ね、ちょっと面白い事やってるんだ」

「面白い事？」

　空は、満面の笑えみで言い放った。

「そう、名付けて奏君モテモテ大作戦」







　第三章　非情になれなかった俺はしぶしぶ茶番に付き合いました。
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　　　　１




『放課後、体育館裏まで来られたし』

　ある日の朝、下げ駄た箱ばこを開けるとそんな一文が書かれた紙が入っていた。

「え？……え？」

　思考が固まる……なんだ？……なんだこれは？

　なんか武士みたいな文言に、墨すみで書かれたやたら達筆な文字……果たし状？

　人に恨うらまれるような覚えは……無いとは言い切れないな。選せん択たく肢しによる奇き行こうで精神的苦痛を受けてる人とか、沢たく山さんいそうだし。

　授業中も、その事が気になってしょうがなかった。

　やっぱり恨みだろうか……いや、それとは別の線も考えられるな。もしかして、いつも教室で最後に発言するホモかもしれないし、柔やわ風かぜ親衛隊の最後に発言するホモかもしれないし、それとは全く別の新手のホモかもしれない。

　やばい、超ちよう怖こわい……




　そしていざ放課後。

　おそるおそる体育館裏に来てみると──

「あ、甘あま草くさ先輩っ！」

　そこに待っていたのは小こ柄がらな女の子だった。ネクタイの色からするに一年生だろう。

「あの……俺の事呼んだのって、君かな？」

　その女子は、勢いよく頷うなずいた。

「は、はいっ！　あ、き、来ていただいて、ありがとうございます」

　深々と頭を下げる。

「いきなり呼びつけてしまってすみません。ど、どうしても直接話しかける勇気が出なくて……あ、私、一年生の山やま田だっていいます」

　山田と名乗ったその女の子は恐きよう縮しゆくしきった様子だった。

「あ、いや、それは別に構わないんだけど……あの手紙書いたのも……君なんだよね？」

　目の前の女の子が、あんな物々しい手紙をよこしたようには見えなかった。

「ご、ごめんなさいっ！　私、書道の段持ってまして……失礼が無いように筆で書いて、内容も硬かたい文にしようと思ったら、テ、テンパってあんな変なのになっちゃって……」

　なるほど、そういう理由だったのか。果たし状でもホモでもなかった事に深く安あん堵どする。

「あっ……あの……それでですね……なんでこんな事をしたかというとですね……」

　山田さんは急にもじもじとし始めた。

　何か言いづらい内容なんだろうか。中々話し出そうとしない。

　そして待つこと数十秒。山田さんはようやく決心がついたらしく、ゆっくりと口を開く。

「あ、甘草先輩……よければ……わ、私とお付き合いしてもらえないでしょうかっ」

「…………………………は？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が漏もれてしまった。

　俺のそのリアクションに対して山田さんは、顔を赤らめながら、もう一度言った。

「あの……好きです。お付き合いしてください」

　スキ？　オツキアイ？　ナニソレ？

「あの……それって……もしかして……告白って事……だよね？」

　じゃあ、あの手紙はラブレター……だったって事なのか？

「もちろん……そうです」

　山田さんは顔を真っ赤にしながら首を縦に振ふった。

「いや……俺、『お断り５フアイブ』だよ？」

「で、でも、二学期に入ってからは全然変な事してないじゃないですか」

　まあ、選択肢がずっと大人しいままだからな……

「この前の校内放送の時だって、すごくまともでしたし……」

　まあ、あの時も選択肢が普ふ通つうだったし……そう考えると、やっぱりこの一年半の俺の生活は、選択肢によっていかに歪められていたかがよく分かるな……

　おっと、俺の感傷なんて今はどうでもいい。この子はちゃんと告白してくれたんだから、きっちり答えないとな。

「山田さん」

「は、はいっ」

　彼女は、緊きん張ちようした面おも持もちで背筋をぴっ、と伸のばした。

「まず、俺に興味をもってくれてありがとう」

「い、いえいえっ」

「でもね、君の気持ちはすごく嬉うれしいんだけど……正直、俺は今日まで君の事知らなかった訳だし、まだ付き合うとかそういう話にいくのは早いんじゃないかな」

　人によって考え方は色々あるかもしれないが、俺はとりあえず付き合ってみるという価値観は持つ事ができない。

　俺のその言葉を受けた山田さんは、がっくりと肩かたを落とした。

「そうですよね……やっぱり駄だ目めですよね」

「……は？」

「最近、甘草先せん輩ぱいすごく人気あるし……」

「ちょ、ちょっと待って。人気って……どういう事？」

「知らないんですか？　ここ何日かで甘草先輩のファン、急増してるんですよ。だから私、他ほかの子にとられちゃう前にって思って……」

　俺に……ファン？

「あの……変な事言ってすみませんでしたっ」

　山田さんは言うが早いか、踵きびすを返して駆かけていってしまった。

「あ、ちょっとっ！」

　俺は追いかけようとして、ふと足を止める。

　追いついたとして一体何て言って引き止める気だ？　別に君に気がない訳じゃないから、友達から始めよう？……いや、それじゃあなんか期待させちゃうみたいだよな。そもそも、告白って相手の事を良く知ってからするもんじゃないのか？

　そうじゃないと──

　瞬しゆん間かん的てきに、空そらさんとの事が脳のう裏りに浮うかんで来た。俺は会って二日目で先走って空さんに告白して……あんな事になってしまった。

「うっ……」

　吐はき気が襲おそってくる。

　くそ……会長の言う通り、空さんをまだ完全には払ふつ拭しよくできていないのかもしれない。

「ふう……」

　完全に吐き気が収まるまでには、数分の時間を要した。

「とりあえず帰るか……」

　そうして歩きだそうとした矢先、

「──ら早く来なさいよっ」

　曲がり角の向こうから何やら声がしてきた。

　それが中々の剣けん幕まくだったんで、俺は別にやましい事をしていた訳じゃないのに、反射的に傍そばにあった植え込みに隠かくれてしまった。

　女の子二人が、植え込みの前を通過して行く。

「さ、爽さわ星ぼしさん……い、痛いよ……放してよ」

「ふん、アンタがトロトロしてんのが悪いんだっつーの」

　それは、爽星と、それに引っ張られるようにして続くふらのだった。

　爽星はぞんざいな感じにふらのを解放した。

「あ、あの……こんな所に連れてきてどうしたの？」

　おどおどした感じで尋たずねるふらの。

　対する爽星は、一目で分かるほど不ふ機き嫌げんなオーラを放っていた。

「ちょっとアンタさあ……チョーシに乗ってない？」

「え？」

　爽星は苛いらついたような声をあげる。

「そのぶりっ子キャラだっつーの。何なのその媚こび媚びな感じ。見てて腹立つんですけど」

　……本日のお前が言うなスレはここですか。

「え、あの、その、媚びてなんか……それにこれは別に作ってる訳じゃなくて……」

「ハァ？　何言ってんのアンタ。普ふ段だん、あんだけ下品な事言いまくってるくせに、そんな言い分通るかっつーの」

　残念ながらこれは俺も爽星の意見に同意せざるをえない。ただ単にふらのがキャラクターに入りこんでいるだけだろう。

「あ、あの、違ちがうの。あ、あれはその……ほんとは内ない緒しよなんだけど、どっちかっていうといつもの方が作って──」

「やめろ」

「え？」

「だから、そのキャラやめろっつってんの。アンタ、顔はそこそこだから、勘かん違ちがいした馬ば鹿かな男共が票入れちゃうかもしんないでしょ？　たとえ数票とはいえ、アタシに入る分が減るのはムカつくんですけど」

「え……で、でも……」

「でも何よ」

「あの……でも、クラスのみんなから頼たのまれてるし……それに、ちゃんと……ちゃんとできるチャンスかもしれないと思ってて……」

　だんだんと声が小さくなっていくふらの。

「は？　何を頼まれてるって？」

　ふらのは、消え入りそうな声で答えた。

「あの……私と謳おう歌かちゃんと甘草君が『お断り５』から抜ぬけて……ショコラちゃんも一いつ緒しよにみんなで……表ランキングに入るって」

「ハァ？　アンタみたいな変人が表ランキングゥ？」

「ご、ごめんなさいっ」

　威い圧あつしたような爽星の言い方に、瞬間的に謝るふらの。

「ハハハッ！　マジで言ってんの？　あんなガキみたいなのと、どうしようもない変態が『お断り５』から抜ける？」

「…………」

「それにあの食べるしか能が無い犬みたいなのも一緒に表ランキング？　キャハハ、笑わせんなっての！」

　そこで、ふらのの顔付きが変わった。

「ん？　ちょっとアンタ、なんか目が反はん抗こう的てきなカンジじゃね？　なんか文句でも──」

「やめて」

「は？」

「みんなの事を悪く言うのはやめて」

　爽星の目を見み据すえて、はっきりと言い切った。

「私の事は別に何て言われてもいいけど……その三人はこんな……こんな私を変な目で見ないでちゃんとお話ししてくれる、大事なお友達なの。だから……謳歌ちゃんとショコラちゃんと甘草君を悪く言うのはやめて」

　ふらのからは、おどおどした雰ふん囲い気きが完全に消えていた。

「ハァ？　アンタそれ、もしかしてアタシに命令してんの？」

「命令じゃないよ。ひどい事言うのはやめてってお願いしてるだけ」

「フン……変人達の事何と言おうが、アタシの勝手だし。それよりアンタ、そのいい子ちゃんキャラ、マジで不快だからさっさとやめろっつーの」

「やだ」

「は？」

「私は……人の友達を悪く言う、あなたみたいな人の言う事は聞きたくない」

　ふらのは一歩も引かなかった。

「テメエ……チョーシ乗ってんじゃねーぞ」

　だんだんと、ギャル系だった口調がヤンキーっぽくなってくる爽星。

「調子になんて乗ってないもん……私の本心だもん」

「ちょっとイタい目みないと……わかんねえみてーだな」

　爽星は一歩近付いて、ふらのの襟えり首くびを摑つかみ上げた。

「うっ……」

「ホラ、今からでも謝れば許してあげっけど。さもないと──」

「そこまで」

　限界だと判断した俺は、割って入った。

「あ、甘草……」

「あ、甘草君……なんでここに……」

　爽星とふらのが二人して驚きよう愕がくの表情を向けてくる。

「悪い……俺、ここでちょっとした用があってさ……盗ぬすみ聞ぎきするつもりはなかったんだけど、出てくるタイミングが摑めなかった」

　言いながら、爽星の手を、ふらのの襟から引きはがす。

「ちっ、何邪じや魔ましてんだよテメエ！」

　口くち汚ぎたない言葉を吐きながら睨にらみ付けてくる爽星。もう完全にヤンキーだった。

「爽星、お前……なんでそんなに表ランキングにこだわるんだ？」

「そんなの、モテてチヤホヤされたいからに決まってんだろーが」

　……どうしようもなく浅い理由だった。

「まあ、会う奴やつ会う奴馬ば鹿かみたいに『かわいい』『かわいい』って連呼してくるもんだから、ウンザリしてんのも事実だけど。野や郎ろう共なんて下心見え見えで、全然心こもってねーし。だから正確に言うと、チヤホヤされてるアタシを見てほしいってカンジ？」

　……限りなく空くう虚きよだった。

「まあ理由はともあれ……人気者になりたいんなら、下を見るよりも会長を抜かす努力をした方がいいんじゃないか？」

「テメエ、なんも分かってねーな。あの会長が抱かかえる固定票を。あそこからは票を奪うばえる気がしないし。だったら他の所に流れそうな票を潰つぶしてくしかねーってカンジ？」

　……そして果てしなく小物だった。

「柔風とチチルは、本人に野心がないから、投票に向けてのアピールをしてないんで、このままでいけば現状維い持じになる可能性が高い。万ばん全ぜんを期して脅おどしたい所だけど、いくら調べさせても、あいつらには脅きよう迫はくできるようなネタがねーんだよ」

　惜おしげもなく己おのれのクズっぷりを吐と露ろしていく爽星。

「麗れい華か堂どうはほっといても問題ねーし、いざとなれば胸に関する弱みを握にぎってるしな」

　ライバル視されていない麗華堂。そしてシリコンがばれている麗華堂。

「いや……そういう事じゃなくて、自分を磨みがく努力をした方がいいって話なんだけどな」

　俺は爽星の顔を見据えながら、言う。

「お前、せっかくかわいいんだし」

「なっ!?」

　まあ、中身はどうしようもないけどな。

「おまっ……お前、今なんて言った！」

　なぜか過か剰じような反応をみせる爽星。

「え？　だから、自分を磨く努力をしろって──」

「そ、そこじゃねえよバカッ！」

「は？　じゃあ、せっかくかわいいんだし、って所か？」

「お前何言ってんだバカッ！」

「え？……え？」

　……なんで俺、怒おこられてるんだ？

「こ、こっち見んなっ！」

　爽星は、じりじりと後あと退ずさっていき──

「ふ、ふざけんなっ！　バーカ！　アホッ、間ま抜ぬけ、オタンコナスッ！　それと……それと、バ、バーカ！　バカバカッ！」

　ものすごい勢いで悪口を言いながら、走り去ってしまった。

「な、なんだったんだ……」

　俺は、呆ぼう然ぜんとしながらその後ろ姿を見送っていた。

「あ、甘草君……」

　そこで、ふらのから声がかかる。

「あ、ふらの。悪かったな、なんか盗み聞きするつもりじゃなかったんだけど」

「あ、うん……それは別にいいんだけど……で、でも、もうちょっと早く出てきてほしかったかな……恥はずかしい所、見られちゃったし……」

「わ、悪い……」

「あ、違うの、別に責めてるわけじゃなくて……」

「そ、そうか……」

「うん……」

「「…………」」

　やばい、会話が続かない。

「ふらの、二人っきりなんだから、そのキャラやめてもいいんじゃないか？」

「い、一回やめちゃうと、この状態に戻もどすの大変だから」

「そ、そういうもんなのか」

「そうなの……ごめんね」

「い、いや、それなら無理しなくていいんだ」

「うん……」

「「…………」」

　……駄だ目めだ、やっぱり会話が続かない。

「おっと」

　そのタイミングで、俺のポケットから何かがはらり、と落ちた。

「あ、何か落ちたよ、甘草君」

　紙を拾い上げたふらのが首を傾かしげた。

「甘草君、これは？」

　それは例の『放課後、体育館裏まで来られたし』という文言だった。

　さて、どう説明したもんか……まあ、隠かくすような内容でもないし、相手の名前さえ出さなきゃ問題ないか。

「実は俺、……ふらのと爽星が来る前に、告白されてたんだ」

「!?」

　ふらのの目がくわっ、と見開かれた。

「だ、だだだ、誰だれにっ？」

「うおおおおっ！」

　そして俺の肩かたを摑んで、思いっきり揺ゆさぶってきた。

「お、落ち着けふらのっ！」

　脳がシェイクされて、クラクラする。

　ふらのは、よろける俺を見て、我に返ったようだった。

「ご、ごごごご、ごめんなさいっ！」

　一歩下がったふらのは、すうーはあー、と深呼吸を繰くり返す。

「で、だ、誰にこ、告白されたのっ！」

　……全く落ち着いていなかった。

「いや、それはプライバシーの問題もあるからちょっと……」

「あ……そ、そうだよね……ごめんね」

　ふらのはしゅん、とうなだれてしまった……なんでそんなリアクションになるんだ？

　しばらく俯うつむいていたふらのだが、やがて顔をあげて、遠えん慮りよがちに聞いてきた。

「だ、誰とかはもう聞かないから、い、一個だけ教えて……へ、返事はどうしたの？」

「返事……か。結果的には……断った事になっちゃったんだろうな、あれは」

「そう……なんだ」

　ふらのは、ふう、と息を吐はいた。

「……ねえ、甘草君」

「どうした？」

「その女の子から、好意を向けられてるって……どうして分かったの？」

「え？　なんでそんな事聞くんだ？」

「だって……私のは全然分かってくれないんだもん」

「え？」

　声が小さくて、聞き取れなかった。

「あ、な、なんでもないよ。ちょっと気になったから……」

「まあそりゃ、付き合ってくださいって直じかに言われたからな」

「やっぱり……直接言わないと分かってもらえないのかな」

「え？」

　またしても小声になるふらの。

「う、ううん。なんでもないんだ」

「そうか……」

「うん……」

「「…………」」

　そこでまた会話が続かなくなってしまった。な、何か話題は──

「あ、そういえば」

「どうしたの？」

　話題とかそういう事の前に、伝えなきゃならない事があった。

「ふらの、ありがとな」

「え？」

「さっき、俺らが爽星に馬ば鹿かにされた時、怒ってくれただろ」

「う、ううん、あれは正直な気持ちを言っただけだし」

「正直？　だったら尚なお更さら安心したな。ふらのがちゃんと友達って言ってくれて」

　あまりに頻ひん繁ぱんに毒を吐かれるもんだから、嫌きらわれているんじゃないかと思っていた所だ。

「甘草君……それは、どういう意味かな」

　なぜか、そこでふらのの表情が固まった。

「え？　どういう意味って？」

「私と甘草君は……お友達って事……なの？」

「え？　違ちがうのか？　ふらのがそう言ってくれたんだろ？」

「そ、そうなんだけど……それはそうなんだけど、そういう事じゃなくて……」

「ふらの、すまん。もうちょっと大きい声で言ってくれるか？」

「た、たいした事じゃないから大だい丈じよう夫ぶだよ……」

　なぜか、ちょっと不ふ機き嫌げんな感じになってしまうふらの。

　よく分からないけど……話題を変えた方がよさそうだな。

「そういえば爽星の事なんだけど……なんで急に態度がおかしくなったんだろうな？」

　いきなり逃にげ出すように去って行った理由が、全然分からない。

「あ、それなら私、多分分かるよ」

「ほんとか」

「うん。爽星さん、自分で『かわいい』『かわいい』って言われすぎてうんざりしてるって言ってたでしょ？　男の子からのそれは、下心ばっかりで全然心がこもってないって。女の子ってそういうの、結構敏びん感かんに分かるものなんだ」

「なるほど……それで？」

「甘草君、爽星さんに『かわいい』って言ったでしょ？」

「ああ、たしかに言ったけど……それは、せっかく顔がかわいいんだから、もっと内面を磨いた方がいいんじゃないかっていう……どっちかというと注意だったんだけどな」

「うん。つまり甘草君に下心は全然なかったって事だよね」

「ああ、全く」

　正直、あの爽星とつきあいたいなんて、かけらも思えない。

「爽星さん、そういう風に純じゆん粋すいな気持ちで『かわいい』って言われた事なかったんだと思う。それが、なんの準備もなく不意打ちで来たから、どうすればいいか分からなくて、パニックになっちゃったんじゃないかな」

　うーん……分かったような分からないような……

「まあ私としては……ちょっと心配な感じだったんだけど」

「ん？　どういう意味だ？」

「あ、な、なんでもないから気にしないで」

「そうか……」

「「…………」」

　そこでまた会話が途と絶だえてしまう。どうも一つの話題が終わるとこうなっちゃうな……

　そして無言のまま並んで歩く事十数秒。

「あ、あの……」

　ふらのが、遠慮がちに口を開いた。

「どうした？」

「な、なんでもないの」

　？

「「…………」」

　そしてまた沈ちん黙もくが続く事十数秒。

「あ、あのね……」

「どうした？」

「な、なんでもないの」

　??

「「…………」」

　そしてまた十数秒が経たち──

「あ、あのね、甘草君……」

「どうした？」

「な、なんでもないの。ご、ごめんね」

　……さすがにこれで何でもないって事はないだろう。

「ふらの、何か俺に言いたいんだろ？」

「あ……う……その……」

「どうした、遠慮しないで言ってくれよ」

「うん……分かった。あの……あのね……」

　ふらのはそれでも言い淀よどんでいたが、やがて意を決したように、口を開く。

「甘草君……い、今の私…………………………どう思う？」

「え？　どうって？」

「だからその……この前までの私と比べてどうかな、って」

「ああ、そういう事か。うん、すごいまともだと思うぞ」

「そ、そういう事じゃなくて……」

　ん？　じゃあどういう事だろうか。

「そ、その……………………女の子として……どう……ですか？」

「え？」

　女の子として？　ふらのの口からそんな言葉が出てくるとは思わなかった。

「へ、変な意味にとらないでね。ほ、本当の私じゃなくて……あくまでこの私の話だから」

　そんな事聞いてどうする気だろう？

「あ、あくまで演技の私の話だから……だから、深く考えないで、ほんとの事言ってほしいんだ……表ランキングに入れるように今後の演技の参考にするから」

　ああ、そういう事か。でも、いくらキャラ作ってる状態での話とはいえ、ちょっと恥はずかしいかもしれな──
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　……ここできたか。

　これはもう①を選ぶしかないよな……②だとすごく失礼な発言になっちゃうし。

「ああ……か、かわいいと思うぞ」

「!?」

　瞬しゆん間かん、ふらのが目を見開いた。

「あ、甘草君、それは女の子として？」

「ま、まあ……その質問に対する答えだしな」

「つ、つきあってもいいと思う？」

「な、なんでそんな話題になるんだ……」

「い、いいから。この演技状態の私なら……恋れん愛あい対象になる？」

　な、なんでこんなに必死なんだ……

　俺はその勢いに押されて、答えてしまう。

「ま、まあ……なるかならないかで言ったら…………なるけど」

　客観的に見て、この状態のふらのが女の子としての魅み力りよくに溢あふれているのは間ま違ちがいない。

「……やたっ」

　ふらのは、何かを呟つぶやきながら、小さくガッツポーズを作った。

　そして、俺の方に向き直り、満面の笑えみを浮うかべた。

「甘草君……ありがとうっ」

「う……」

　その顔を見た瞬間、心臓がばくん、と大きく音を立てた。

　そして、なんだ？　と疑問に思う暇ひまもなく──

「うっ……」

　同時に、強きよう烈れつな吐はき気が襲おそってきた。

「甘草君？」

「だ、大丈夫だ……ちょっとむせそうになっただけだ」

　俺は、ふらのに心配をかけまいと噓うそをつきながら考える。

　まただ……またこの吐き気だ。空さんの呪じゆ縛ばくは……どこまでも俺を苦しめる。

　……ん？

　そこで、俺の脳のう裏りに一つの疑問が浮かんだ。

　なんでこの場面で吐き気が襲ってくるんだ？

　これって……もしかして──







　その夜、雪平家にて。

「──っ」

　ふらのは、自分のベッドの上で、転げ回っていた。

（かわいいって言われた……甘草君にかわいいって言われた！）

　手にしたしろぶた君人形を、潰つぶれんばかりに抱だきしめる。
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（しかもつきあっていいって！　恋愛対象としてみられるって！）

　ごろたんごろたん。

（うれしい～。うれしいよお～）

　自分の『素す』の状態に肯こう定てい的てきな意見をもらえれば、嬉うれしくないはずがない。

　しかし、それは同時に──

（甘草君の事……騙だましてるって事だよね）

　ふらのは我に返って、ごろごろを止める。

　奏かなではあくまで、『演技』だと思って言ってくれただけだ。ふらのの『素』は、いつもの毒どく舌ぜつ下ネタキャラの方だと思っている。

　イベントが終わり、『演技』の必要性がなくなった時、それは逆ですと素す直なおに告白できるかというと──

（無理無理、絶対無理っ～）

　ふらのは、今度は懊おう悩のうの為ためにベッドの上を転がり始めた。




　　　　２




　カツカツカツ。

　ある日の四限目の数学の時間。謳歌が、答えをスラスラと黒板に書き込んでいく。

「先生、これでいかがでしょうか？」

「うん、相変わらず完かん璧ぺきだ」

「お褒ほめにあずかり、光栄ですわ」

　一礼し、先生に対して穏おだやかに微笑ほほえんだ謳歌は、モデルのような洗練された歩き方で、俺の後ろの席まで戻もどってくる。

　しかし、慣れというのは恐おそろしいもので……謳歌のこのお嬢じよう様さま然とした態度にも違い和わ感かんを抱いだかないようになってきていた。

「よし。それじゃ、今日はここまで」

　チャイムとほぼ同時の先生の言葉で、授業は終しゆう了りようとなった。

「奏さん、わたしはこーばいにいってきますっ」

　言うが早いか、駆かけ出していくショコラ。毎日三人分は弁当を持たせてるんだけど、俺が知る限り、それが昼飯時まで残っていた事は、ただの一度もない……

「あの……奏様」

　そこで謳歌が、遠えん慮りよがちに声を掛かけてきた。

「どうした？」

「お昼を……ご一いつ緒しよしてもよろしいでしょうか？」

「お、じゃあたまには一緒に食べるか。ショコラもメシ買ったら戻ってくるだろうし」

　あ、でもあいつ、大たい抵てい途と中ちゆうで食べ物もらいまくって時間かかるんだよな……

「あの……申し上げにくいのですが」

「ん？　どうした？」

「できれば……奏様と二人だけで昼食を摂とりたいのです」

「へ？　それは別に構わないけど……またなんで？」

　そこで謳歌は、なぜか体をもじもじさせ始めた。

「実は私わたくし、自分でお弁と──」

「ふはははははははっ！」

　その時、窓の外から高笑いが響ひびいてきた。

「ふはははははははははははっ!!」

　何事か、と思う間も無く再びの高笑い。

「……なんだ？」

　窓から顔を出し、外の様子を確かく認にんする。

「ふはははははははははははははははははっ!!」

　校庭のど真ん中に、一人の男が仁に王おう立だちしていた。

「さあ注目したまえ、晴せい光こう学園の諸君っ！」

　な、なんだあれ……漆しつ黒こくのスーツに身を包んだその男からは、溢れんばかりの変態オーラが滲にじみ出ている。

「どうした？」「なに、あの人」「おいおい、完全に不ふ審しん者しやだろあれ」

　クラスのみんなも、何事かと窓まど際ぎわに集まってきた。

　見れば、他ほかの教室の窓際にも人が群がっており、みんな校庭に注目している。

　その視線を浴び、満足そうに頷うなずいた男は何かを探すように視線を巡めぐらせた。そして──

「むむ……そこだなっ！」

　この教室を見ている……ような気がする。

　男は言うが早いか、ものすごいスピードで校舎に向かって走り出した。

「ふははははははははっ！」

　そして、壁へき面めんに手をついたかと思うと……なんとそのままよじ登り始めた。

「マ、マジか……」

　間違い無い。男は明らかに、この教室に向かってきている。

　瞬またたく間に一階部分を登り終えた男は、窓の縁ふちに手を掛けた。

「とうっ」

　そして、一回転しながら、教室内に着地した。

　クラス中にどよめきが走る。な、なんかこの光景、どっかで見た事あるような……

「ふははははははっ！」

　そこで男は、再び高笑いを始めた。

　年の頃ころはおそらく二十代後半。顔立ち自体は非常に整っているんだけど、行動にインパクトがありすぎてその印象が完全に吹ふっ飛んでしまっている。

「あ、あの……どちら様ですか？」

　委員長が、遠慮がちに男に尋たずねる。

「知りたいかね」

「え、いや、知りたいというかなんというか……」

「教えてあげないよ、ジャン！」

　ネタ古っ！

　それでいて、ノリは完全に子供だった。やっぱりこれ、どっかで見た事あるような……

「奏様、少々失礼いたしますわ」

　謳歌が俺の横を通り、男の前にすっ、と歩み寄っていった。

　そして、静かな声を発する。

「どうなさったんですか、お父様」

「「「お父様あ？」」」

　教室中から驚おどろきの声があがる。

「お、お父さんってお前……」

　謳歌の父親という事はつまり──

「遊ゆう王おう子じ……謳おう真ま？」

　そう、それは言わずと知れたＵＯＧ社長の名前だ。

「わはは、いかにも私は遊王子謳真だっ！　諸君、娘むすめが世話になっているようだなっ！」

　そこで謳真社長は訳の分からないポーズを決めて見せた。

「ドドドドドドドド」

　どうやらジョジョ立ちのつもりらしいが、俺が知る限り何部にもこんなポーズは出てこない。というか体がありえない方向に曲がってるんですけど……関節どうなってんだ……

「マ、マジかよ……」「ゆ、遊王子さんのお父さんにしては若すぎない？」「で、でも謳歌ちゃんに似てるよね」「普ふ通つうにイケメンなんだけど……」

　みんなから驚きの声があがる。

「あの……ＵＯＧの社長さんが、私達の教室になんのご用でしょうか？」

　そんな中、委員長が再び謳真社長に問いかける。

「おお、そうだった。実は社内では誰だれもまともにとりあってくれないんで、試作品の数々を持ってきたんだ。諸君等から生の意見を聞かせてほしい」

　誰かとりあってやれよ……まあ俺が社員だったら関かかわり合いたくないけども……

「安心してくれたまえ。学校側の許可は取り付けてある」

　許可したのかよ……まあ、うちの学校大分ゆるいからな……

「お父様……私はそんなお話、伺うかがっておりませんわ」

「なに？　おかしいな、さっき電話して、『今から遊びにいくからよろしく！』と言っておいたんだが」

「友達んちかよ！　ただのイタ電じゃねえか！」

　思わず声に出してツッコんでしまった。

「む……何か私が悪いような流れになっているが……新作のふんどしで来るのを自重したのだから、もっと褒めてほしいものだ」

「誰が褒めるか！」

「もっとだ……もっとホメてくれ」

「フクちゃんかよ！」

「む？」

　連続でツッコんだ所で、謳真社長は何かに気付いたように、俺の顔を見つめた。

「むむ？」

「ど、どうしました？」

「ムムム」

「川か平びら慈じ英えいみたいにしてんじゃねえよ！」

　しかもちょっと似ているのが腹立たしい。

「間ま違ちがい無い。その無む駄だにキレのいいツッコミ。君が甘草奏氏だな」

「え？　ああ、そうですけど……なんで俺の事を？」

「娘からいつも君の話を聞いているからなっ」

「謳歌からですか？」

「お父様、余計な事をおっしゃらないでください」

　諫いさめるような口調になる謳歌。

「だいぶエキセントリックな言動が多いそうではないか。まあ、娘はそんな所も気にいっているようだが」

「お父様、その辺で……」

　謳歌が制止しようとするが、謳真社長はとまらない。

「だが、私の方が圧あつ倒とう的てきに変態だっ！　私よりまともな奴やつに娘を渡わたすわけには──」

「お父さんっ！」

　謳歌がとんでもない大声を出して、クラス中がぎょっとする。

「し、失礼いたしました……」

　こほん、と咳せき払ばらいをして、落ち着いた雰ふん囲い気きに戻る謳歌。

「ふはは、謳歌が望んでいないならこの辺にするか……さて、そして本題だ」

　社長、前フリ長いっす……

「さて、諸君らに試ためしてもらうのはこれだっ」

　謳真社長は、懐ふところからビンを取り出した。

「以前、謳歌が諸君に『アバズレンＺ』を披ひ露ろうしたようだが、あれではまだ生ぬるい」

　いや、ぬるくないから。とんでもない媚び薬やくだから。あんたの奥さんそれ飲んでとんでもない事になってるから。

「ふふ、私が開発したのはこれだっ！」

　そのビンには『アバズレンＺＺ』との表記が。

「これ、ダブルゼータって読むんですか？」

「うむ、いかにも」

「どういう意味があるんです？」

「私がハマーン様の大ファンだからだ」

「知るか！」

　まあいい……問題は名前より中身だ。

「で、効果はどんな風に変わってるんですか？」

「名前だけだ。中身はただの『アバズレンＺ』だ」

「詐さ欺ぎじゃねえか！」

　やめろよ……ただでさえ最近食品偽ぎ装そうとか増えてんだから、絶対に商品化するなよ。

「ちなみに、こちらは中身もバッチリ変えた『カテジナンＶ』というのも試作してみた」

「効果聞くの怖こわいんですけど！」

　おそらく飲むとマジキ……やめておこう。

「さて、次はこれだ」

　そう言って謳真社長が手の平の上に取り出したのは……

「うおっ……」

　こ、これは……ウジ虫か？

「ふふ、名付けて『アニマルキャンディー　ウジ虫味　リアル』だっ！」

　その名の通り、キャンディーはものすごく凝こった造形になっていた。

「どうだね、まるで本物のようだろう？」

「え……ええ」

「本物だからな」

「馬ば鹿かか！」

「ＵＯＧは決して食品偽装などしない。提供するのは噓うそ偽いつわりの無い本物だけだ」

「本物すぎるわ！」

「ふはは、それでは次のアイテムにいこ──」

「コラァ！」

　そこで、いきなりの怒ど声せいと共に宴うたげ先生が教室に飛び込んできた。

　そして、駆かけ寄ってきて謳真社長を睨にらみつけた。

「テメエ……こんな所で何やってやがる」

「お、宴氏じゃないか。久しいな」

　なんだ？　この反応からすると、二人は知り合いなのか？

「許可もなく、あたしの教室で随ずい分ぶん好き勝手してくれたみたいじゃねえか」

「イタ電したから無許可ではないっ！」

　イタ電の自覚あったのかよ！

「相変わらず人を舐なめ腐くさった野や郎ろうだな……」

「そうカリカリするなよ、宴氏。学生時代の君はもっと可愛かわいげがあったぞ。なんならあの時みたいに、また恋こいの相談に乗ろうじゃないか」

「なっ……」

　瞬しゆん間かん的てきに、宴先生の顔が真っ赤に染まる。

「テ、テメエ……」

「あの時の君は初うい々ういしかったな。あれは正に絵に描かいたような学園ラブコメ──」

「オラァァァァッ！」

　刹せつ那な、かぎ爪づめ状にした宴先生の五指が、謳真社長に襲おそいかかった。

「フハハッ！」

　それはとんでもない速度だったが、謳真社長はいともたやすくかわしてみせる。

　謳真社長の後ろにあった机が、宴先生の攻こう撃げきの直ちよく撃げきを受け、バキバキと音を立てて崩くずれる……な、なんて威い力りよくだ。

「テメエ……ナメた事言ってっと縊くびり殺すぞ」

「ふはは、できるものならやってみたまえっ」

　おいおい……なんかバトルものみたいな展開になってきたぞ。

「いつまでも……昔のあたしだと思うんじゃねえっ！」

「むっ!?」

　一いつ瞬しゆんで溜ためを作った先生は、謳真社長に思いっきり回し蹴げりをかました。

「ぬうっ！」

　壁かべに叩たたきつけられた謳真社長に、先生が更さらなる追い打ちをかける。

　謳真社長の首を、五本の指で縫ぬい留めるようにして固定した。

「さて……もう逃にげられねえぞ」

　謳真社長との身長差は相当なものなので、ほぼバンザイするような形になっている。

「ふふふ、成長したな、宴氏」

「少なくともテメエを縊り殺せる程度にはな」

「──が、まだまだ甘い」

　謳真社長は不敵な笑えみを浮うかべ──

「くらえっ！」

　ぶぼっ！

　ものすごい音の屁へをかました。

「うおっ!?」

　宴先生が一瞬怯ひるむ。

「ふはは、隙すきありっ！」

　その虚きよを衝ついて、謳真社長は拘こう束そくから抜ぬけ出した。

「秘技、『スイートポテトの発はつ酵こう仕立て～マロンの香かおりを添そえて～』」

「ただの芋いもと栗くり食った後の屁じゃねえか！」

　……マジで小学生以下だな。

　そして屁はとんでもなく臭くさかった。

「う、うおおっ」「く、臭いっ」「し、信じられない……」

　クラス全員が鼻をつまんで顔をしかめる。

「これは失礼。すぐに臭においを消すとしよう」

　謳真社長は懐からビンを取り出した。

「これは最強のスペックを誇ほこる芳ほう香こう剤ざいだ」

　そ、それは助かる……この臭いはきつすぎる。

「この状じよう況きようの原因は私だからな。自分のケツは自分で拭ふくとしよう……屁の後始末だけに」

「くだらねえ事言ってねえで早く撒まけ！」

「ふはは……それでは散布だっ！」

　謳真社長の言葉通り、その効果は凄すさまじく、教室中に甘い香りが充じゆう満まんした。が──

「「「おええええええっ！」」」

　甘い香りと屁の臭いが混ざり合って、とんでもない臭いになっていた。先さき程ほどを遥かに超こえる悪あく臭しゆうに、地じ獄ごくと化す教室。

「奏氏」

　そこで、急にシリアスな表情になる謳真社長。

「な、なんです？」

　その雰囲気に気け圧おされる俺。

「この状況、君はどう思う？」

「ど、どうもなにも……とんでもなく臭いのに、甘い匂いが混ざって最悪ですけど」

　謳真社長は満足気に頷うなずくと、ドヤ顔で言い放った。

「まさに甘臭」

「娘むすめと発想同じだな！」

　……遊王子の血筋は一体どうなってんだよ。

「ふははははははっ！　それでは諸君、また会おうっ」

　謳真社長は言うが早いか、窓に駆け寄って飛び降りた。

「なっ!?」

　俺が慌あわてて窓に駆け寄り、下を確かく認にんした時には既すでに、校庭の半ば辺りを猛もうスピードで疾しつ走そうしていた。

「ふはははははははははっ！」

　後に残されたのは、屁の被ひ害がいに苦しむクラスのみんなと──

「あ、開けろ！　窓全部開けろ！」「ど、どれだけ臭いが持続するのよ……」「ていうか、一いつ旦たん教室から出ようぜ……」

「クソッ！　あの野郎……次に会ったらただじゃおかねえ」

　忌いま々いましげに悪態をつく宴先生。

「奏様……奏様」

　そこで謳歌が、俺の服をくいくい、と引っ張った。

「ん？　どうした？」

「ちょっとお話がございますので……外によろしいですか？」

「あ、ああ……普ふ通つうに臭いしな」

　謳歌と連れ立って教室を出る。

　そして、もう少し落ち着いて話ができる場所に行きたい、という謳歌の誘ゆう導どうに従い階段を上がって、屋上の扉とびらの前まできた。

「どうするんだ？　閉まってるぞ」

　この扉は以前、ふらのを追ってきた時にノブが壊こわれてしまった（正確には壊してしまった）ので、俺が先生に申告した。

　その結果、以前とは比べものにならないくらいの、ゴツい鍵かぎで施せ錠じようされていた。

「問題ございませんわ。合い鍵を持っておりますので」

　謳歌はポケットから鍵をとりだすと、扉を開放した。

「お前……それ、どうしたんだ？」

「ふふ、屋上は色々と遊べそうでしたので、内ない緒しよで作製しておいたのです」

　そう言って静かに笑う謳歌。この辺はちょっと『素す』の状態の名残なごりが感じられるな。

　そして少し歩き、屋上の真ん中辺りまで行った所で、謳歌が深々と頭を下げる。

「先程は、父がはしたない姿をお見せして申し訳ございませんでした」

「いや、別にはしたなくは……なくないな」

　あの人はどう控ひかえめに表現してもはしたなかった。

「クラスの皆みな様さまにも、後でお詫わびしなければならないですね……」

　はあ、とため息をつく謳歌。

「いつもあんな感じなのか？」

「いえ……今日は、さすがに学校という事を考こう慮りよしてか、少し抑おさえめでしたわ」

　あれでか……まあそんな環かん境きようで育てば『素』の謳歌があんな風になるのも納なつ得とくだった。

「その……噓うそでございますからね」

「は？　何が？」

　いきなり切り出されて、なんの事だか分からなかった。

「父が言っていた、私わたくしが、奏様の事ばかり話してるという……」

「ああ、その事か。親父おやじさん、大おお袈げ裟さに言いそうだしなー」

「いえ……その……完全に噓という訳ではないのですが……」

　どっちなんだろう？

「で、何か話があるって事だけど、どうしたんだ？」

　まさか、父親の事を謝る為ためだけに、ここまで連れてきた訳じゃないだろう。

「その……お話といいますか……一いつ緒しよにお昼を食べていただけるという事でしたので」

　あ、そういえばそんな話をしてたっけな……謳真社長のインパクトが強すぎて、すっかり忘れていた。

「とはいっても俺、自分の分、教室から持ってきてないけど」

「それについては問題ございませんわ。私が奏様の分まで作って参りましたから」

　そう言って、謳歌は手に持った風ふ呂ろ敷しき包づつみを地面に置いて、ほどいていった。

　その中から現れたのは、重箱。器うつわはものすごい豪ごう勢せいだけど……大だい丈じよう夫ぶだろうか。夏休みのキャンプの時、包丁握にぎるの初めてって言ってたような……

　恐おそる恐る重箱を開いてみる。

「うお……」

　そこに広がっていたのは思わず声をあげてしまうような見み栄ばえの品々だった。

　白身魚の西京焼き、肉団子、カブの漬つけ物、高こう野や豆どう腐ふの煮に物もの、ひじきの和あえ物、海老えびと野菜の天ぷら、混ぜご飯、凝こった細工がなされたリンゴ。どれもとんでもなくクオリティーが高い。

「これ……全部謳歌が作ったのか？」

「左様でございます……頑がん張ばって練習いたしました」

　頑張ったって……キャンプの時からまだ一ヶ月くらいしか経たってないぞ。

　たしかに包丁使いでは異様な器用さを見せていたけど……こんな短期間でここまで上達できるもんなのか？　そして問題は味だ。この見栄えで不味まずいなんて事は通常考えられないけど……とりあえず肉団子をつまんで、口に運ぶ。

「うまっ!?」

　な、なんだこれ……うまい……普通にうまいぞ。

　続いて漬け物、和え物、煮物と手を伸のばすが、どれも普通に店で料金をとれるような出で来き映ばえだった。

「……お口に合いましたでしょうか？」

「ああ、めちゃくちゃうまい」

　それを聞いた謳歌はほっとしたように、顔を綻ほころばせた。

　そこからは一気だった。俺は、全すべての品をものの数分で平らげてしまった。

「ごちそうさま。うまかったよ」

　うまかった……お世辞抜きに本当にうまかった。

「ふふ、お粗そ末まつ様さまでございました」

「でもこれ、材料費とか高かったんじゃないのか？」

「いえ、見た目ほどは。私のお小こ遣づかいで十分賄まかなえましたので」

「そうは言ってもな……うん、ここまでしてもらったんなら、俺も何か返さなきゃな」

「いえ、私が勝手にやっている事ですので、お気になさらずに」

「いや、そういう訳にはいかないだろ。今度は俺が弁当を作って──」




【選べ　①家に料理を食べに来るように誘さそう　②謳歌の家に料理を作りに行く】




　……これ、②はさすがにちょっとやりすぎだけど、①はむしろ弁当を作ってくるよりもいい提案かもしれないな。

　お返しなんだから、少なくとも受けた分以上の事はしてやりたいし。

「謳歌、よかったら今度、うちに料理食べに来ないか？」

「え？　か、奏様のご自宅にですか？」

「ああ。謳歌が面めん倒どうじゃなければ、だけど」

　謳歌は即そく座ざにぶんぶん、と首を振ふった。

「め、面倒なんてとんでもございませんわ……ただ……」

「ただ？」

「殿との方がたのご自宅にうかがうなんて、ちょっとはしたないかな……と」

「いや、別にそんなに堅かた苦くるしく考えなくてもいいだろ」

　普ふ段だんの謳歌なら『あ、行く行く！』の一言で済ませそうなもんだけど……ほんとに役に入り込んでるんだな。

「だ、駄だ目めですわ……お、お手間でなければお弁当を持ってきていただいた方が……」

「謳歌がそっちの方がいいならそうするけど……別に二人っきりになるわけじゃないからいいんじゃないか？　ショコラだっているんだし、前にふらのもうちに来てるし」

「!?」

　謳歌の目が見開いた。

「ちょ、ちょっと……謳歌さん？」

　雰ふん囲い気きが一変した謳歌に、思わず敬語になってしまう。

「……それは、どういう事でございますか？」

「ど、どういう事って？」

「雪ゆき平ひら様が奏様のお宅に行ったというのは、どういう事でございますか？」

　ずい、と身を乗り出してくる。な、なんだこの迫はく力りよくは……

「い、いや、前に俺が熱出した時に、たまたま来たふらのが看病し──」

「行きます」

「は？」

「私も奏様のご自宅にお邪じや魔まします」

「え？　いや、お前今自分ではしたないからやめるって言っ──」

「いつですか？」

「え？」

「ご招待していただけるのはいつですか？　何時何分、地球が何回回った時ですか？」

　なんで急に小学生みたいに戻もどってんだ……

「お、落ち着け。メニュー決めとか材料の準備もあるし、すぐには決められないって」

　そこで謳歌は、はっ、と我に返ったようになった。

「も、申し訳ございません……はしたない所をお見せしましたわ」

「い、いや、はしたない事はないけどな……」

「でも……いつかは……いつかは奏様のご自宅にお邪魔させていただけるんですよね？」

　念を押すように確かく認にんしてくる謳歌。

「あ、ああ。でも、俺の家に来るってだけの事が、そんなに嬉うれしいのか？」

「うん、とっても嬉しいっ！　しかも奏っちから誘ってくれたんだもんっ……あ」

　しまった、とばかりに口をおさえる謳歌。

　が、すぐに諦あきらめたように手を取り払はらう。

「なはは、あんまり嬉しくて、戻っちゃったよ」

　久しぶりにその笑え顔がおを見た瞬しゆん間かん、

　どくん。

　心臓が高鳴り──

「うっ……」

　強きよう烈れつな吐はき気が襲おそってきた。

　ま、またこれか……

「か、奏っち、大丈夫？」

「あ、ああ……ちょっとむせそうになっただけだから大丈夫だ」

　ふらのの時と同じ言い訳をする俺。そして、同様の疑問も襲ってくる。

　なんで……この場面で吐き気が発生するのか？

　それは……つまり──




「あっ!?」




　その時、唐とう突とつに風が吹ふいた──それも突とつ風ぷうといえるレベルのものが。

　その結果、引き起こされる事態は……

「あ……あ……」

　パンツさん、こんにちは。

　謳歌のそれは、赤パンツに赤いガーターベルトだった。

　ス、スパッツはどうしたんだ？……このモードだとそういう傾けい向こうも変わるのか？

「う、うう……う……」

　ま、まずい、そんな分ぶん析せきしてる場合じゃない！　謳歌にとってパンツは弱点だ。過去に三回、不ふ可か抗こう力りよくで見てしまったが、その内二回は一目散に逃にげ出してしまった。残りの一回もなんとか引き止めたんだったな……

　今この場から逃げ出されて、『パンツ見られたああああっ！』とか言いながら校舎内を走り回られたら……破は滅めつだ。

「パ……パンツ……パンツ……」

「お、落ち着け、謳歌！　こ、これは事故だ！　消すから！　記き憶おくから消すから！」

[image: ]

「う……うう……」

　必死の説得が功を奏したらしく、謳歌は逃げ出すような様子は見せなかった。

「ふう……よ、よく我が慢まんしたな」

　しかし、安心したのも束つかの間。

「奏っちの……エッチ……」

「う……」

「何回も……何回も……」

　顔を真っ赤にして、その場にうずくまってしまう謳歌。

「お、おい……」

「あたし……どうすればいいのお……」

　な、なんだこのとてつもない罪悪感は……

「もう……やだあ……」




　……これなら、逃げてもらった方が良かったかもしれない。







　その夜、遊王子家にて。




「──っ」

（またパンツみられたまたパンツみられたまたパンツみられたーっ!!）

　謳歌は一人、ベッドの上で悶もだえていた。

「うううううううううううっ」

　枕まくらをボスボスと叩たたく。

　四回目……これで四回目だ。

　四回も……見られた。

「うああああああああっ」

　思い出し羞しゆう恥ちが限界に達したその時──

「……お嬢じよう様さま、何やってるんですか？」

「ひゃうっ!?」

　枕まくら元もとに、メイドの蔵くら守もりヒカルが立っていた。

「ヒ、ヒカルさん。入ってくるのならノックしてくださいと言ってあるはずですが」

　なんとかキャラを作って、体てい裁さいを取り繕つくろう。

「いや……何回もしましたけど」

「あ、そ、そうでしたか。それは失礼いたしましたわ」

「まあそれはいいですけど……お嬢様、ここ数週間、何でそんなキャラ作ってるんです？」

　謳歌はちょっと言い辛づらそうに口を開く。

「だって……雪平様があまりに可愛かわいいんですもの……」

「雪平様？」

「あれは多分『素す』でしょうし、このままでは負けてしまうと思ったら、体が勝手に動いて……普段の私わたくし……全然女らしくないですし……」

「はあ……よく分かりませんが、要は例の甘草さんに気に入られたいって事ですよね」

「な、なぜそれをっ!?」

「なぜもなにも、最近、甘草さんの話しかしないじゃないですか……」

　ヒカルはうんざりしたような表情を見せる。

「うう……」

「で、大分悶えてたみたいですけど、その甘草さんと何かあったんですか」

「ええ……実はまたパンツを──うああああああああああああああっ！」

　その光景を思い出してしまい、再び悶えモードに入る謳歌。

「あの……お嬢様……」

「どうしよおおおおっ！」

「私、ベッドの掃そう除じしたいんで、どいてほしいんですけど……」

「もう、もう……責任とってもらうしか……」

「お嬢様ー、もしもーし」

「責任って事はけっこ──うあああああああっ！」

「……どうぞ、ごゆっくり」

　ヒカルは深くため息をつきながら、部屋を後にした。




　　　　３




　イベントまで数日と迫せまったある日の事。

「お？　おお？　おおお？」

　廊ろう下かを歩いていたら、唐突に体が引っ張られる感覚があった。

　な、なんだこれ？　物理的にはなにもされてないのに、体が勝手に動いてる！

　そのまま見えない力に誘ゆう導どうされて、廊下をふらふらと歩く。

　こ、これってまさかあの選せん択たく肢しの──

「助けてくれえええええええええっ！」

「な、なんだ？」

　見上げると、男子生徒が階段からものすごい勢いで駆かけ下りてきた。

「うわああああああっ！」

　おそらくは先せん輩ぱいであろうその男子はそのまま、全速力で俺の横を走り去っていった。すれ違ちがい様ざま、恐きよう怖ふに引き攣つった顔が見えたけど……何があったんだ？

　その答えはすぐにやってきた。

「待ってやああああああああっ！」

　やたらに威い勢せいのいい女子の声があがり、その直後、踊おどり場の向こうから人の頭が見えた。そして──

「ぎゃあああああああああっ！」

　その姿を見た俺は、叫さけび声をあげていた。

　ガサガサガサガサガサ！

　映画のエクソシストみたいなブリッジ状態で、何者かが階段をくだってきた。

「な……な……」

　あまりの事に言葉を失う俺。そして、階段をくだりきったそれは──

　ガサガサガサガサガサガ──

「ひっ！」

　俺の真横でぴたりとその動きを止める。

「ア、アカン、限界や！」

　そしてその場にどさり、と崩くずれ落ちた。

「アカン……また駄だ目めやった」

　大の字のまま、切なそうな声をあげる。

「なんでや……なんでウチはこんなにモテへんのや……」

　燃えるような髪色、スケバンみたいな長さのスカート、関西弁……この人って……

　俺はその正体に心当たりがあった。実際に話した事はないけど……噂うわさ通りならば間ま違ちがっても関かかわり合いにはなりたくない人物だ。

「…………」

　何も見なかった事にして、その場から無言で立ち去ろうとしたその時、

「ちょい待ち」

「うっ……」

　むくり、と上半身を起こしたその人に呼び止められる。

「そこのアンタ、今、ウチがフラれるの見てたやろ？」

　いや……あなたが気持ち悪いブリッジして勝手に潰つぶれた所しか見てませんけど。

「さっきの人……彼氏だったんですか？」

「いや、さっき初めて喋しやべった男子や」

「なんであんな事したし!?」

　いきなり知らない女子がブリッジで追ってきたらそりゃ逃げるわな……いや、知ってる女子がやっても逃げるけども。

「いやな、この前雑誌で、征せい服ふく欲よくの強いＳ系男子は、女子を四つん這ばいにさせるのが好きって書いてあったんや」

　一体なんの雑誌読んでるんだよ……

「で、ウチはモテたい一心で、会う男子の全員の前で、四つん這いになってみたわけや」

　おかしい……普ふ通つうに頭おかしいぞこの人。

「でもな……みんなドン引きするだけやったんや」

　うん、当然の反応だな。

「そこでウチは気がついた。なんかこれ、違うぞ、と」

　やる前に気づけよ。

「そして思い出したんや。その雑誌には、男はギャップに弱いとも書いてあった事を。普ふ段だんと逆の面を見せればイチコロやって」

　まあ、それも間違ってはいないけども。

「せやから、四つん這いを裏返してみたら、おもっくそ逃にげられた」

「当たり前だ！」

　どういう脳のう味み噌そしてんだ、この人……

「ん？　ん？」

　そこでその人が俺の顔をまじまじと見つめる。

「どうしました？」

「ん？　何やアンタ、どっかで見た事ある気がするな？　誰だれやったっけ？」

「えっと、直接話すのは初めてだと思いますけど……二年の甘草っていいます」

　その人はぽん、と手を打った。

「甘草？　ああ、分かったで！　アンタ、『残念５』とか言われてる連中の一人やな」

　……なんでわざわざそんな危険な間違い方をする。

「いや、『お断り５』ですから」

「ああ、そうやったな。『お断り５』やったな。しかし『お断り５』言うたら、モテん奴やつらの代名詞みたいなもんやないか。プッ、ダサッ！」

「あんたもそうだろうが！」

　……そう、この先輩の名前は爆ばくノの内うち火か恋れん。

　女子の『お断り５』の中でも、最もヤバいと噂される人物だ。

「なはは、知っとるんやったらしゃーないな。いかにも『お断り５』のお断り度[image: №]１、爆ノ内火恋とはウチの事や！」

　なぜか胸をふんぞり返らせて、誇ほこらしげにする爆ノ内先輩。

「しかし密ひそか先輩といいこの人といい……三年の『お断り５』はとんでもないな……」

　俺のその呟つぶやきが聞こえてしまったらしく、爆ノ内先輩が眉まゆをひそめる。

「密？　おいおい、あんなドエロ女と一いつ緒しよにしてくれるなや」

　ドエロ女……それはちょっと言い過ぎじゃないかと思……おうとしたが、密先輩はどう考えてもドエロ女だった。

「ウチはあんな、男をとっかえひっかえするような淫いん乱らんとは違う。これと決めた一人を一生愛しぬくんや！」

「その割には、色んな人に告白してるって噂を聞きますけど……」

　そう、この爆ノ内先輩は、男子に片かたっ端ぱしから猛もうアタックをかけているらしい。

「それはな、一回もオッケーをもらった事がないからや」

　……なんでドヤ顔なんだよ。

「でもいいんや。フラれた時はへこむけど、真実の愛は、そう簡単に得られるもんやないからな！」

　目をキラキラさせる爆ノ内先輩。駄目だこの人……駄目な方向にポジティブな人種だ。

「ウチは、運命の一人にめぐりあう為ため、日々、恋れん愛あい研究にいそしんどるんや」

「恋愛研究？」

「そうや。雑誌やマンガなんかで得た知識を実じつ践せんしとるんや」

　その結果がさっきのエクソシストかよ……

「お、そうや。アレやってみよか」

　そこで爆ノ内先輩は、何かを思いついたみたいにぽん、と手を打った。

「アレ？」

「そうや。今から実験するからアンタ、ちょっと付き合ってや」

　めちゃくちゃ嫌いやな予感がするんだけど……このまま断っても素す直なおに解放してくれるとは思えないんで、とりあえず聞くだけ聞いてみる。

「実験って……何やるんですか？」

「パンでドーンのアレや」

「いや……全然分かりませんが」

「ほら、アニメとかマンガで、『遅ち刻こく遅刻～』とか言いながらパン咥くわえて走ってくる女子とぶつかるってシチュエーションがあるやんか」

「ああ、それをきっかけにして恋が始まる、みたいなベタなやつですね」

「そうそう、それや。という事で、甘草クンとウチでアレやるで」

「は？」

　いきなりすぎる提案に、声が上ずってしまう俺。

「これも恋愛研究の一いつ環かんや。ウチ、ちょっと教室からパン取ってくるから待っとってや」

「あ、ちょ、ちょっと……」

　爆ノ内先輩は、止める間も無く階段を上っていってしまった。




　そして数分後。

「甘草クン、準備はえーか？」

「なんで俺がこんな事……」

　俺は、廊下の曲がり角手前でスタンバイさせられていた。

　曲がり角の向こうから爆ノ内先輩の声が聞こえてくる。

「そんじゃいくで。ちょっとスピード出すから気をつけてーや」

　まあ、一回やれば気が済むだろう。俺は、ため息をつきながら、廊下を歩き出した。

　そして曲がり角にさしかかり──

「うわ、遅刻や遅刻！」

「うおっ！」

　ガチで猛スピードで走ってきた先輩とぶつかって、その場に尻しりもちをついてしまう。

「いつつ……って、なんだこれ？」

　俺の顔に、何やらヌルヌルしたものがまとわりついている。

「か、堪かん忍にんや。転校初日のウチが前をよく見てなかったばっかりに……」

　役に入りこんでいるのか、やたらに説明っぽいセリフを口にする先輩。しかし、今の問題はぶつかった事よりもこのヌルヌルした物体だ。

「先輩……一体何を咥えて走ってきたんです？」

　先輩の手には、コッペパンが握にぎられている。どうやらそこに挟はさまっていた物体の一部が、俺の顔に降ってきたらしい。

「納なつ豆とうパンや」

「なんでだよ！」

「え？　関西人が納豆好きやったらアカンの？」

「そこじゃねえよ！」

　何考えてんだマジで……ここは普通、食パンだろうが。顔中にまとわりついていた納豆をハンカチで拭ぬぐいながら立ち上がる。

「なあ、甘草クン」

　そこで急に弱々しい口調になった先せん輩ぱいが、上うわ目め遣づかいを向けてくる。

「なんですか？」

「惚ほれた？」

「惚れるか！」

　マジで頭腐くさってんのかこの人……

「い、一体なにがアカンかったんや……」

　納豆だよ。

「そもそもなんで納豆パンなんかチョイスしたんですか？」
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「そやかて雑誌に、男はヌルヌルしてるのが好きって書いてあったから」

「だから何の雑誌読んでんだ！」

　それは明らかにヌルヌルの意味が違ちがうだろう……

「あ、そうだ。香かおりや！　男を惑まどわす香りが足りんかったんや！」

　急に何かを思いついたらしい先輩は、ポケットからビンを取り出した。

「香こう水すいですか？」

「そや、ちょい待っとき。これで甘草クンもイチコロやで！」

　そう言って自分の体に、猛もう烈れつな勢いで吹ふき付け始めた。

「ちょ、ちょっと先輩、それ付けすぎじゃ──って臭っ!?」

　とんでもない臭しゆう気きがあたりに漂ただよい始めた。

「な、何なんですか、これ」

　鼻を摘つまみながら、先輩に問いかける。

「納豆香水や」

「どこに売ってんだそんなもん！」

　しかし、真に恐おそろしいのはここからだった。

「うっ……」

　ビン一本分を使いきった先輩の体は、至る所でネバネバの糸を引いていた。

　丸々一本分の水分で先輩の制服は相当透すけてしまっていたが、色気は微み塵じんも感じられなかった。

「い、一体なんでこんな香水を……」

「そやかて雑誌に、男はヌルヌルでグチョグチョなのが好きって書いてあったから」

「だからなんの雑誌読んでんだよ！」

「なあ、甘草クン」

　全身、納豆の糸塗まみれの先輩が、上目遣いを向けてくる。

「なんですか？」

「惚れた？」

「惚れるか！」




　そして数分後。ジャージに着き替がえた爆ノ内先輩が戻もどってきた。

「なはは、ちょっと量が多すぎたわ。過ぎたるは及およばざるが如ごとしってとこやな」

「いや、量の問題じゃないですから……少量でも納豆香水はアウトですから」

　ちなみにこの人、まだかなり納豆臭くさい。

「まあいい、終わった事を気にしてもしゃーない。次や、次にいこう」

　まだやる気か……そしてまた俺を付き合わせる気か。

「よし、アレや。アレやるで」

「……今度は何ですか？」

「壁かべドンや」

「壁ドン……まあ、なんとなくは分かりますが……」

　男が壁かべ際ぎわに女子を追いやって、壁に手をついてちょっとＳな感じのセリフを言っているアレだろう。

「さあ、壁ドンでゴーや！」

　嬉うれしそうに、壁を背にして立つ先輩。なんでやる事に決まってんだよ……

「……いきますよ」

　しょうがない……早めにやって終わらせてしまおう。

　俺は、壁に思いっきり手をついた。

　ドンッ！

「「…………」」

　無言のまま見つめ合う俺と爆ノ内先輩。

「……んー。なんでやろ？　イマイチやな」

　先輩が首をかしげる。

「あ、そうか。甘草クンってどっちかっていったらベビーフェイスやん？　それが壁ドンの雰ふん囲い気きと合わんのかもしれんなあ。もうちょっと凄すごんでキメ顔してみてや」

「キメ顔ですか……」

「そや。あ、んで、無言じゃなくてセリフもほしいな。うーん……お、いいの思いついたで！　『お前の事、めちゃくちゃにしてやんよ』、でどうや」

　……なんだよ、その死にたくなるような恥はずかしいセリフは。

「あの……普ふ通つうに嫌いやなんですけど」

「ええやんええやん。お姉さんの頼たのみ、きいてーや」

　色いろ仕じ掛かけのつもりか、体をクネクネさせる爆ノ内先輩……動くと余計に納豆臭くなるからやめてほしい。

「しょうがないな……」

「お、さすが甘草クンや！」

　嬉しそうに、壁を背にして立つ先輩。

　俺は、壁に思いっきり手をついた。

　ドンッ！

　そしてキメ顔を作って言い放った。

「お前の事……めちゃくちゃにしてやんよ」

「「…………」」

　無言のまま見つめ合う俺と爆ノ内先輩。

　その数秒後──

「ぶはははははっ！」

　先輩はいきなり腹を抱かかえて笑い出した。

「ア、アカン！　『お前の事、めちゃくちゃにしてやんよ』やって！　しかもキメ顔で！　アカン腹痛い、腹痛いわ！　そして甘草クンイタいわ！」

「ぶん殴なぐるぞ！」

　どこぞの月ライトさんの気持ちがよく分かった。

「す、すまんかった……ぷ……くく」

「もう帰っていいですか……」

「ま、まってーや！　甘草クン、今のはセリフがあかんかったんや」

「いや、どう考えても悪いのはあんたですけど……」

「もっといいの考えるから……お、バッチリなの思いついたで！」

　ぽん、と手を打つ先輩。

「『だっふんだ！』とかはどうや？」

「……は？」

　それって、変なおじさんの奴やつだよな……なんでここでそんなフレーズがでてくる？

「さっきのはキメ顔にキメキメのセリフだったから笑ってしもーたんや。という事は、元からギャグっぽい事言えば、逆にかっこいいかもしれんで」

「いやいや……ないですから」

　発想の転てん換かんってレベルじゃねーぞ。

「ええやんええやん。お姉さんの頼み、きいてーや」

　体をクネクネさせる先輩……だから納豆臭いからやめてくれ。

「しょうがないな……」

「お、さすが甘草クンや！」

　嬉しそうに、壁を背にして立つ先輩。

　俺は、壁に思いっきり手をついた。

　ドンッ！

　そしてキメ顔を作って言い放った。

「だっふんだ！」

「「…………」」

　無言のまま見つめ合う俺と爆ノ内先輩。

　その数秒後──

「ぶはははははっ！」

　先輩はいきなり腹を抱えて笑い出した。

「キ、キメ顔で『だっふんだ！』やって！　壁ドンしながら『だっふんだ！』やって！　アカン腹痛い！　腹痛いわ！　そして甘草クンイタいわ！」

「マジでぶん殴るぞ！」

　右手の人……一回だけあんたの男女平等パンチを使わせてもらっていいですか。

「なあ、甘草クン」

　拳こぶしを震ふるわせる俺に、爆ノ内先輩が涙なみだを拭いながら上目遣いを向けてくる。

「……なんですか」

「惚ほれた？」

「惚れるか！」




　　　　４




　その日の帰り道。

「つ、疲つかれた……」

　変人の相手には慣れてきたと思っていたが、爆ノ内先せん輩ぱいは一つレベルが違った。絡からんでてあんなイライラする人、初めてだ。

　と同時に、あんな人と自分が同列に扱あつかわれている事に、深い絶望を覚える……やはり、なんとしても『お断り５』から抜ぬけ出さなくては。

「奏さん、おかえりなさいっ」

　家に着いてドアを開けると、先に帰っていたらしいショコラが嬉しそうに寄ってくる。

「きょうもみなさんが、たくさんおかしをくれましたっ！」

　そう言って俺を嬉しそうにリビングまで引っ張っていくショコラ。テーブルの上には溢あふれんばかりのお菓か子しの山。

「相変わらず凄いな……ん？　これなんだ？　ちょっと変わったパッケージだな」

「あ、それはですね『ちょいエロお菓子』シリーズです」

　ちょいエロ？……おっぱいチョコとかそういう類たぐいのものだろうか。

　一つを手にとって開かい封ふうしてみると、鷹たかを象かたどったクッキーに、砂糖がパウダー状に振りかけられていた。

　これのどこがちょいエロなんだろうか。疑問に思いつつ、商品名を見てみる。

『加か糖とう鷹たか』

「くだらねえな！」

「奏さん、これもおいしそーですよ」

　ショコラが渡わたしてきた菓子は、二つの丸いチョコに顔が描かいてあって、対面しているというシュールなものだった。訳がわからず、商品名を確かく認にんする。

『チョコボール向かい合ってる』

「このシリーズやめろ！」

　しかし、まだ三つ目があった。

　なんだろうか……饅まん頭じゆうなんだけど、男が横になっている場面を象っているみたいだ。この特とく徴ちよう的てきな顔立ち、なんだか見覚えがあるような……

『ごろ寝ねゴロー』

「間ま宮みや!?」

「奏さん、まだまだありますよっ」

　いや……もういいよ。

　俺の心中でのツッコミには構わず、ショコラがにこにこと菓子を差し出してくる。

「これは……最も中なかか？」

　その最中の表面には、男女が絡み合っているような絵が描かれていた。これに関しては形自体がエロいって事か。

『最さい中ちゆう最も中なか』

「名前もかよ！」

　そして、箱には何やら、キャッチフレーズのようなものが書かれている。

『少し余り気味の皮に挟はさみ込まれた、極ごく上じようのアン♡をお楽しみ下さい』

「いい加減にしろ！」

　まったく……なんでうちに帰ってきてまでこんなにツッコまなきゃならないんだ。

「奏さん、なんだかおつかれみたいですね？」

「ああ、学校で変な女子の先輩と絡んでちょっとな……」

「あ、そんな奏さんにはこれですっ」

　そう言ってショコラが胸の谷間から取り出したのは──

『女の子と仲直りする為ための十の方法～これできみもペコペコキングだ～』

「いや、だからこれもういいから……」

　なんだって毎回毎回買ってくるんだこいつは……

　ていうか別に爆ノ内先輩とはケンカした訳じゃないし、そもそも仲良くなりたいとも思わないし……と、文句をいいつつも何故なぜかいつも見ちゃうんだよな、これ……




《これは一いち概がいに語れる問題ではありません。状じよう況きようによって解決方法は千せん差さ万ばん別べつです。ケンカになった原因別に方法を考えていきましょう》

　お、珍めずらしくまともな事が書いてあるな。

《①　あなたがチビでハゲでデブなのが原因だった場合》

　おかしいだろ……それ、ケンカの原因ではないだろ。

《解説　安心してください、そもそも仲直りするような女子がいません》

　そんな事ねえよ！　中身を見てくれる女の子は沢たく山さんいるよ！

《②　隠かくしていた大量のエロビデオが見つかってしまった場合》

　うーん……男の性さがだからある程度は理解してほしい所だな。

《解説　なだめつつ、男とはこういうものだという理解を求めましょう》

　うんうん、やっぱりそうだよな。

《例　『そんなに怒おこるなよ。男って生き物はみんな、女子から屁へを浴びせられると興奮するんだ』》

　観みてるもんがマニアックすぎるわ！

《③　あなたの暴力が原因だった場合》

　最低だな……どんな事があっても女の子に手をあげちゃ駄だ目めだろう……いや、さっきは爆ノ内先輩を殴りたくなったけど、勿もち論ろん実際にはやってないし。

《解説　自分は悪くないと主張する》

　どんだけ最低なんだよ……どう考えても悪いだろ。

《例　『自分で自分を殴ってなにが悪いんだ！』》

　気持ち悪いわ！

《④　あなたの浮うわ気きが原因だった場合》

　これも最低だな……

《解説　ひたすら謝る》

　まあ、それしかないよな。

《例　『すまん……ほんとにすまん。もう二度とあいつとは会わないから……茂しげ男おとは』》

　浮気の方向性おかしいだろ！

《⑤　あなたがロリコンなのが原因だった場合》

　うわ……これは彼女もきついだろうな。

《解説　これは場合によっては、さよならした方がお互たがいにとって幸せかもしれません》

　そうだよな……こういう嗜し好こうの不ふ一いつ致ちは努力じゃあどうしようもないもんな……

《例　『すまん……君では……小学生では……大きすぎるんだ』》

　お前今すぐ病院行ってこい！

《⑥　あなたがパチンカスなのが原因だった場合》

　パチンカスか……パチンコ好きなのは別にいいと思うけど、度が過ぎたらそりゃ女の子も怒るよな。

《解説　自分より最低なものを引き合いに出し、それに比べればマシだと主張する》

　なんだそれ……ろくでもない方法だな。

《例　『このくらいで怒るんじゃねえ！　チンカスよりはましだろうが!!』》

　お前自分とチンカス比べてて悲しくねえのかよ！

《⑦　あなたがチンカスなのが原因だった場合》

　なに言ってんだこいつ!?

《解説　安心してください、そもそも仲直りするような女子がいません》

　言われなくても分かるわ！

《⑧　あなたが競馬にはまりすぎたのが原因だった場合》

　ギャンブルシリーズか……まあ何事もほどほどにしないとな。

《解説　お金をすってしまった事から、話題を逸そらす》

　ん？　具体例がないとイメージが摑つかめないな。

《例　『すまん、馬では負けたが、俺のアレは馬並みだから大だい丈じよう夫ぶだ！』》

　どんな逸らし方だ！

《⑨　あなたの財さい布ふがマジックテープなのが原因だった場合》

　いや、いいだろ……別に財布がマジックテープでもいいだろ。

《解説　『支し払はらいは任せろー』　バリバリ　『やめて！』》

　お前もうそれやりたいだけだろ！

《⑩　彼女の浮気が原因だった場合》

　お、最後の最後で女の子側に原因があった場合か。

《解説　納なつ得とくいくまでとことん話し合いましょう》

　そうだよな……相手とか状況とかをきちんと聞いて、じっくり判断しなきゃな。

《例　『すまん。経けい緯いは全部把は握あくしたが、俺には許せそうにない……なんで……なんで相手が茂男なんだよ！』》

　茂男両刀だったのかよ！　もう三人で仲良くやれよ！




「はあ……」

　今回も安定して酷ひどかった……何か甘い物を食べてツッコミ疲づかれを回復しなくては。

　幸いにも、ちょいエロシリーズ以外はまともな商品ばかりだったので、その中の、一口サイズのチョコレートに手を伸のばした。

「うん、うまい」

　やはり糖分はいい。ツッコミで疲ひ弊へいしきった脳に、栄養が行き渡る感じがする。

　それを見たショコラが、しっぽ毛をぴょこり、とさせた。

「おいしそーです。奏さん、わたしもいっしょにたべますっ」

　手に取ったチョコを口に運ぼうとするが、

「──あっ」

　手を滑すべらせたのか、床ゆかに落としてしまった。

「あーあー、もったいない」
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「だいじょーぶです、たべますっ」

　ショコラはすぐさま拾い上げて、自分の口に持って行った。

「おいひーです」

　まあ、毎日綺き麗れいに掃そう除じしてるから衛生的には問題無いだろう。

「しかし、お前が食べ物を落とすなんて……雪でも降らなきゃいいけどな」

「えへへ、ごめんなさい。気をつけますっ」

　そしてショコラは、次のチョコレートに手を伸ばしたが──

「あっ……」

　またしても床に落としてしまった。

「……ショコラ？」

　なんだか様子がおかしい。

「お前……どっか調子悪いのか？」

「えへへ……なんでもないです」

　たしかに別に顔色も悪くないし、熱がある感じでもない。でも今、チョコを落とした時、手が震ふるえてたような……

「ショコラ、具合悪いんなら無理しないで早く言えよ」

「ありがとうございます。ほんとにだいじょーぶですからっ」

　ショコラは床に落ちたチョコを、再び口に持って行った。

「はむはむ」

　そしていつも通り、幸せそうにほおばる。

「おなかいっぱいですっ。ごちそーさまでしたっ！」

「あ、おいっ……」

　しかし食べ終えるや否や、慌ただしくリビングを出て行ってしまう。

　お腹……いっぱい？




　ショコラが去った後のテーブルの上には……まだ沢山のお菓か子しが残っていた。







　幕間　ある片想いの話３
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「モテモテ大作戦？　それって今やってる普通の選せん択たく肢しの事かなー？」

　チャラ神は、相変わらずの軽けい薄はくな態度で空そらに問いかける。

「そうだよ。まあ、作戦ってほどのものじゃないかもだけどね。変な選択肢さえなきゃあの子、ある程度勝手にモテちゃうし。見てたでしょ？　ハンカチ拾った時なんて、選択肢でちょっと笑わせただけで相手の女の子、赤くなってたし」

　チャラ神は、その内容に干かん渉しようする事はできないが、奏かなでにどんな選択肢が出ているかは把握する事ができている。

「で、空ちゃん先せん輩ぱい。奏君をモテモテにさせてどうする感じ？」

「ん？　その勢いで、奏君が私とのトラウマを克こく服ふくして誰だれかを好きになればいいなーって」

「なるほど。それで奏君が誰かを好きになる所を見られれば、空ちゃん先輩も『恋こい』を理解できるんじゃないか、って思ってる訳ね」

「んー、最近までは最悪それもアリかと思ってたんだけどね」

「あれ？　今は違ちがうの？」

「そう、この前のバスツアーまではプランが二つあったんだ。一つは今チャラ神君が言った《私と同じレベルで恋れん愛あいできない同類である奏君が、誰かを好きになる場面を観察して、私も『恋』を理解しよう》ってやつ。まあ、こっちはサブ的なプランだね」

　空は、間かん髪はついれずに言葉を続ける。

「それで、こっちがメインのやつ。《私を避さけて嫌きらって憎にくんでる奏君が、もし私を好きになったら……その気持ちを受け止めた私は『恋』を理解できるだろう》プラン」

　自信満々に言い放つ空に対して、チャラ神はぴっ、と手をあげる。

「はいはーい、空ちゃん先生。その考え、ぶっとび過ぎてて僕にはイマイチ理解できない感じなんですけど」

「だろうね。でもチャラ神君、私はね……気の遠くなるような時間、人間の恋愛を観察してきたから分かるんだ。『愛あい憎ぞう』はね、表ひよう裏り一いつ体たいなんだよ。それまで仲むつまじかった夫ふう婦ふが、旦だん那なの浮気が発覚して奥さんに包丁で刺さされたり。誤解からお互いを殺したい程ほど憎みあっていた男女が、それが解けてからは、信じられない程深く愛し合うようになったり……その愛が強ければ強い程……その憎しみが強ければ強い程……裏返った時に生まれる感情は激しいものになるんだよ。この前のバスツアーで思ったんだけど、私はもうおそらく一つ目のサブプランでは駄だ目めだと思う。負の感情が裏返った結果生まれる、極大に濃のう縮しゆくされた『愛』を奏君から受ける事でしか『恋』って感情を理解できないんだよ」

「えーっと……つまりまとめると《奏君にマジクソ好きになってもらいたいから、ギャップを作る為ためにまずマジクソ嫌われよう》って感じ？」

「まあそういう事だね。その状じよう況きようを作る為に、選択肢だって特別酷いのを出してた訳だし。あんな酷い事させてた張本人だって分かれば、より私の事、嫌いになるでしょ？」

　そう言って空は、薄うすく笑ってみせた。

「なるほどなるほど……まあ何となくは分かったけどさ。でも今やってるモテモテ大作戦って、一つ目のサブプランじゃないの？」

「ふふ、それは前フリなんだよチャラ神君。私は思ったんだ……メインプランを敢かん行こうするには、まだ絶望が足りないってね」

「絶望？」

「うん、バスツアーで良い所までは追い詰つめたんだけど、邪じや魔まが入っちゃったからね」

「それって……ショコラちゃん達の事？」

「そう。ショコラ、遊ゆう王おう子じ謳おう歌か、雪ゆき平ひらふらの。この三人のおかげで奏君は、私を憎む気持ちが薄れてしまった……トラウマは残しつつも、恋愛に対して前向きになってしまった……駄目なんだよ……それじゃあ駄目なんだよ」

　何かを察した様子のチャラ神。

「まさか、空ちゃん先輩がやりたいのって……」

　空は、口の端はしを吊つり上げる。

「そう、奏君には一度私以外の誰かを好きになってもらって──それをブチ壊こわしてあげるんだ」







　第四章　ゴールデンタイムには放送できないイベントが始まります
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　　　　１




《みなさんこんにちはーっ!!》

　イベントホールに司会者の張りのある声が響ひびきわたる。

　そう、今日は表ランキングと『お断り５フアイブ』の投票が行われる日──俺の今後の学園生活が決定される日だ。

《さてさて、本日みなさんには新しい表ランキングと『お断り５』を決定する為の投票をしていただくわけですが……その前に、現表ランキングと『お断り５』メンバーが一堂に会するイベントを執とり行いますっ！》

「「「うおおおおおっ！」」」

　司会の言葉に、会場が異常な盛り上がりを見せる。まあ見てる方としては面おも白しろいよな……見てる方としては。

　かくいう俺の居場所はまだ観客席。男子のイベントは後からとの事で、しばらくはここにいていいらしい。

　そこで、ステージ上の一番脇わきに、スポットライトが当たった。

《さあ実じつ況きようは私、放送部部長、黒くろ須す見み里さとがお送りしますっ》

　ん？　対たい抗こう戦の時はたしか、宮みや澄すみ太た一いちっていう先輩が実況してたはずだけど……時期的にもう部長が代だい替がわりしたって事か。しかし、放送部部長が黒須見里に宮澄太一か……何かがＣＲＯＳＳしそうな感じの名前だな。

《そして解説には、二年一組担任の道どう楽らく宴うたげ先生にきていただいていますっ。道楽先生、よろしくお願いします》

　先生が解説なのは、対抗戦の時と同じか……

《ういっす。あ、お前ら、最初に一つ言っとくけどな》

　先生はそう言って、観客席の生徒達をぎろり、と睨にらみつける。

《前回の投票の時、『あの小学生みたいな先生』とか『合法ロリ教師』って書いた奴やつがいるらしいな……今度やったら──縊くびり殺すぞ》

「「「うっ………………」」」

　そのあまりの迫はく力りよくに、静まりかえる会場。司会が慌ててフォローを入れる。

《あ、あはは、対象外の先生に入れるなんて、人気があるって事じゃないですか。ほ、ほら、あの国民的人気の幼よう稚ち園えん児じも言ってるじゃないですか、オラは人気も──》

《あ？》

《ご、ごめんなさいっ》

　……今のは色んな意味で危なかったから、宴先生の制止が入って正解だったな。

《今度からはちゃんと『道楽宴』って書いて投票するようにしろよ》

　投票はしてほしいのかよ！

《さ、さて、それではいよいよイベント本番に入りたいと思います》

　司会の子の額に既すでに大量の汗あせが滲にじんでいるのがここからでも分かる……大変だな。

《みなさん、こちらのディスプレイにご注目くださいっ》

　放送席脇の、馬ば鹿かでかいディスプレイにライトが当たる。

　そこには、五人の女の子の名前が表示されていた。




女子表ランキング

　一位　黒こく白びやく院いん清せい羅ら

　二位　爽さわ星ぼし素す直なお

　三位　柔やわ風かぜ小こ凪なぎ

　四位　チチル・ニューミルク

　五位　麗れい華か堂どう絢あや女め




《はい、みなさんお馴な染じみの面々ですね。それでは早さつ速そく登場してもらいましょうっ！》

「「「うおおおおおおおおっ!!」」」

　その宣言に、再び盛り上がりを取り戻もどす会場。

　そして、派手なＢＧＭと共に、五人が舞ぶ台たい裏から入場してきた。

「会長おおおおっ！」「黒白院サイコーッ！」「清羅さまあああああっ！」「爽星さんかわいいいいっ！」「素直ちゃんマジ素直！」「「「こ・な・ぎ！　こ・な・ぎ！」」」「チチル愛してるーっ！」「チチルのニューミルクで溺おぼれたいっ！」「絢女に踏ふまれたいっ！」「麗華堂の乳神様っ！」

　各メンバーへ割れんばかりの声せい援えんが送られる……若じやつ干かん変なのが交じってるな。

　五人は、その声援に応こたえながら、ステージの端はしに用意された椅い子すに着席した。

《はい、異様な盛り上がりを見せている会場ですが、実はもう一人、登場を控ひかえている方がいます》

　声援が落ち着いた絶ぜつ妙みようのタイミングで声を発する司会。

《事前のアンケートで最も表ランキングに近いとされた女の子です、それでは登場していただきましょうっ！》

　その声に合わせて登場したのは──

「うおおおおおっ！」「ショコラちゃんだっ！」「私、お菓か子しあげた事あるよっ！」「あ、私も私もっ！」「犬みたいでかわいいんだよなー」

　そう、なんとそれはショコラだった。

　女子達の連れ回し作戦は予想以上に効果を発揮したらしく、ショコラの人気はうなぎ登りとなっていた。うちのクラス的には大いにいい事だけど、個人的にはあいつを大人数の前に出すのはかなり不安なんだよな……何しでかすかわかんないし。それに──

《えへへ、みなさんよろしくおねがいしますっ》

　現表ランキングメンバーと遜そん色しよくないくらいの声援を受けたショコラは、にこにこと愛あい嬌きようを振ふりまきながら、麗華堂の脇の席に腰こし掛かけた。

　体調は大だい丈じよう夫ぶそうだな。この前以来、特に調子悪そうな感じは見受けられないし……ちょっと心配しすぎだろうか？

《さてみなさん、再びディスプレイにご注目ください》




『お断り５』

　密ひそか秘ひめる

　爆ばくノの内うち火か恋れん

　遊ゆう王おう子じ謳おう歌か

　雪ゆき平ひらふらの

　解とく川がわ真ま理り咲さ




　考え事をしている内に、司会は『お断り５』の紹しよう介かいに移っていた。

　……なんかもう、字だけでお腹なかいっぱいになるメンバーだよな。

《それでは『お断り５』のみなさん、入場してくださいっ！》

「で、出たっ、密先せん輩ぱいだっ！」「エロ過ぎて逆に引くんだよな……」「俺、あの人に誘ゆう惑わくされた事あるぜ！」「解川ってあのいつも真理がどうこう言ってる奴か」「いきなり質問してくるんだよな」「ば、爆ノ内だ！」「あいつの恋れん愛あい研究とかいうのヤバいよな……」「あいつこの前、ブリッジで階段爆ばく走そうしてたぞ！」「みんな顔はかわいいのにな……」

　表ランキングとはテイストが違ちがうが、大いに盛り上がる事は盛り上がっていた。まあ、恋愛的にお断りとされてるだけで、嫌きらわれてるわけじゃないからな。

　そして、驚おどろくべき事に──

「ゆ、遊王子だ！」「あいつ最近、本物のお嬢じよう様さまっぽいんだよなー」「お、俺、あれならアリかも……」「ふらのちゃんキター！」「あれ……ほんとに雪平さんなの？」「毒どく舌ぜつ下ネタっ子のギャップ……萌もえ」

　謳歌とふらのは、表ランキングの面々と似たような感じの声援を送られていた。

　もちろん、今までのイメージを完全に払ふつ拭しよくできた訳ではないだろうが、この一ヶ月の活動の成果は確実に現れている。このイベント次し第だいでは表ランキングに入り込めるような下地は出来たと言っていいだろう。

　ステージ上の爽星に視線を向けてみる。

　表向きは笑え顔がおを浮うかべているが……この状じよう況きよう、内心では面白くないだろうな。

《さてここで、『お断り５』側の最有力候補にも登場していただきましょうっ！》

　その紹介と共に、勢いよくステージに現れたのは──

「ゆ、ゆゆゆ、ゆらぎーっ！」「あ、あいつか、『全人類の妹』とかいうのは……」「なんでも、強制的にお姉ちゃんにされるらしいわ」「あの子のクラスは、既に全員お兄ちゃんお姉ちゃん化してヤバい事になってるって話だぞ……」

　……まあ、妥だ当とうな人選だよな。

　ちなみにステージ上の十二人は全員、制服ではなく私服姿だ。さすがというか、表ランキングのメンバー達はそれぞれ自分に合った服を着こなしている。『お断り５』側も、謳歌の着物とふらののドレス（クラスのみんなに着させられた）、解川の白衣はマッチしていたが、残りの三人が酷い。爆ノ内先輩の、男ウケを狙ったんだろうけど全く似合ってないアイドル衣装、ゆらぎの『舐めたくなる妹第一位』とプリントされたＴシャツ、そして密先輩の素肌に直接サスペンダー……こっちも別の意味でさすがだな。

《はい、それではここでイベントの内容について説明します。みなさん、三み度たびディスプレイにご注目をっ！》

　司会の声と共に、ディスプレイの表示が切り替かわり、画面が二十五分ぶん割かつされた。

《一学期の対抗戦の時は、パネルの裏に対戦方法が書かれていましたが、今回のイベントは勝敗を決めるようなものではありません。ですから、書かれているのは『お題』です》

　お題？

《ちょっと分かり辛づらいかと思いますので、試ためしにやってみましょう。道楽先生、一つ選んでいただけますか》

《んじゃー、ニコニコ往生せーやの二十五》

　相変わらず酷ひどい選び方だな……

《は、はい、それでは二十五のパネルオープン！》

　司会の声と共に、画面上の二十五番が裏返る。

　出てきたのは『最近、異性にされて恥はずかしかった事を発表する』だった。

《お、いきなりちょいエロのお題が出ましたっ！　次は参加メンバーの選出ですが──》

　そこで、再びディスプレイ表示が切り替わる。

　現れたのは均等に分割された円グラフのようなもので、区切りの中にそれぞれ壇だん上じようのメンバーの名前が記されている。

《このルーレットによってランダムで決定されます。それではポチッとな》

　司会が手元のボタンを押すと複数の光がぱらららら、と動きだし、数周した所で静止した。光が止まったのは三カ所。そこにあった名前は──

『爽星素直』『チチル・ニューミルク』『密秘』

《それではお三方、ステージ中央へどうぞっ！》

　司会の誘ゆう導どうに従い、立ち上がる三人。

「うおお、このお題で爽星さんとか熱いな！」「チチルさんのも気になるし！」「密先輩のは……聞きたいような聞きたくないような……」

　盛り上がりを見せる会場。なるほど、これはお題とメンバーの組み合わせ次第で、大分面白い事になりそうだな。

《さあそれでは爽星さんからお願いしますっ！》

《はい、それでは言っちゃいますっ！》

　話をふられた爽星は、ものすごい笑顔を観客席に振りまいて、そのまま発言しようとしたが、一いつ瞬しゆん動きを止める。

　そして、急に顔を赤らめてもじもじし出した。

《あ、でもあれはさすがにちょっと恥ずかしいかな……》

　男心を絶妙にくすぐるその仕草に、会場の男子は顔が皆みなにやけている。

　しかしこれは諸もろ刃はの剣つるぎとも言えるだろう。ここまで引っ張って、あまりたいした事ないぶりっ子的な内容だったら女子には反感を買うだろうし、男子も肩かたすかしだろう。

《まあいいか……うん、言っちゃう事にしますっ》

　そんな中、爽星の口から飛び出したのは──

《私、三歳の弟がいるんですけど……最近……よくおっぱい触さわられるんです》

　ざわっ……

　衝しよう撃げき的てきな発言に、会場のみんなの鼻と顎あごが尖とがる。

《も、もちろんそんなエッチな感じじゃないんですけど……やっぱり理り屈くつじゃなくて、ちょっと恥ずかしいです》

《い、いきなり中々の答えが出ましたが……爽星さん、これ、大丈夫ですか》

《あ、やっぱりちょっと過激でしたよね。でも、みなさん盛り上がってるみたいなんでへーきですっ！》

　そして、観客席にとびっきりの笑顔を向ける。

「爽星さんってノリいいよなー」「うんうん、人気者なのに気取ってないし」「私、ぶりっ子は受け付けないけど、爽星さんは嫌えないなー」

　うまい……男子のみならず、女子の心も摑つかんでいる。爽星の擬ぎ態たいは完かん璧ぺきだ。そうそうボロは出さないだろうし、この立ち振ふる舞まいをされたら、正せい攻こう法ほうで追い落とすのも難しいだろう……クラスのみんなも一様に悔くやしそうな顔をしていた。

《さて、それではチチル先輩にいってみましょーか》

《はーい、オッケーアルよ！》

　チチル先輩が動く度たびに、乳がぶるんぶるん揺ゆれる……すげえな。

《最近、ジローが全身舐なめ回してくるアル！》

「「「!?」」」

　会場が皆、息を吞のむ。これ……アカンやつじゃないのか？

《チ、チチル先輩。ジローさんとは一体？》

　司会が恐おそる恐る尋たずねる。

《うちの猫ねこアル！》

　ほおおおおお……

　会場から、安心したような残念がったようなため息が漏もれる。

《ジローは、胸の谷間とかスカートの中とかにも入りこんでくるから恥ずかしいアル！》

「やべえ、想像しちまったよ……」「俺、ジローになりてえ……」「チチル先輩ってちょっと天然入ってるよねー」

　男子は勿もち論ろんの事、女子からも好意的な声があがっていた。

《さてそれでは最後、密先輩お願いします》

《ふむ。それではあの話にしようかな。つい先日、私が三角木馬の上で縛しばられて目め隠かくしの上に蠟ろう燭そくを──》

《ストップストーップ！》

　慌あわてて止める司会。全校生徒の前で一体何の話をしようとしてんだこの人は……

《あ、あの、密先輩……もう少しソフトな奴やつをお願いします》

《そうかい？　ではあの話にしようかな。この前、全身にソフトクリームを塗ぬりたくるというプレイを──》

《ストップストーップ！》

　そのソフトじゃねえよ！

《あ、あの、密先輩……もう結構です》

　これ以上は危険と判断したのか、司会が終しゆう了りようを宣言する。

《おやそれは助かるね。実はさっきの二つのエピソード、私は微み塵じんも恥ずかしいと思っていなくてね》

　恥はじを知れ！

　そして、三人は自分の席に戻もどっていった。

《さ、さあ、それでは次のお題を決めたいと思います。道楽先生お願いします》

《おう。合コンで『え～、アタシもう二十四だし～。ありえないし～。もうおばさんだし～』とか言う奴縊くびり殺してえ、の二十四》

　長いよ……そして溢あふれ出る実話臭しゆうをなんとかしてくれ。

　出てきたお題は『おっぱいについてフリートーク』。

　選ばれたのは『麗華堂絢女』『雪平ふらの』『解川真理咲』。

　このお題で、乳について因いん縁ねんのある麗華堂とふらのが選ばれるとか……ほんとにランダムなのかこれ？　そしてそこに解川が絡からむとなると……展開が全く予想できない。

《さてさて、中々興味深い人選となりました。それではそれではステージ中央のお三方、トークを開始してください》

　それに合わせて、腕うで組ぐみをした麗華堂がふらのを睨にらむようにして口を開いた。

《ふん、ついに雪辱を果たす時が来たようね》

《れ、麗華堂……さん？》

　その眼光にたじろぐふらの。

《あなた、この前の対たい抗こう戦で私に何て渾あだ名なをつけたか覚えてるかしら？》

《う……あ、あれはその……》

　あくまで演技モードのふらのは、申し訳なさそうに口ごもる。

《私は全部覚えてるわ。『意外に硬かたそう』に『ダルンダルン』に『硬そうだけど、触るとダルンダルン』に『年取ったら垂れそう』に──って何を言わせるのよっ！》

《ご、ごめんなさいっ！》

　誰だれもツッコまないのでガチ謝りをするふらの。

《変な内容の渾名もそうだけど……あなた、最後に私の胸を思いっきり揉もんだわよね……あれが一番許せないわ》

《あ、あれもその……》

　その結果、麗華堂の胸のシリコンがふらのにバレた訳だけど……

《謝りなさい》

《え？》

《私は、公衆の面前で胸を揉まれて恥ち辱じよくに塗まみれたのよ。謝罪がないと気が済まないわ》

　恥辱に塗れたってお前……普ふ通つう女子高生がそんな表現しないだろ……なんか麗華堂からはエロゲーユーザー臭がするんだよな。

「あれはたしかにひどかったよな」「今の状態からは想像つかないけど雪平、『乳揉み変態女』とか渾名つけられてたしな」「私、麗華堂さんの気持ちもちょっとわかるなー」

　あの時の様子を思い出したらしく、会場の心情も麗華堂寄りだった。

　ふらのも、今の状態が状態なんで、すぐさま素す直なおに謝った。

《ご、ごめんなさい……》

《声が小さいわ》

《ご、ごめんなさいっ》

《もっと心を込めて言いなさい》

《麗華堂さん……ごめんなさいっ！》

《ふふん》

　三回も謝罪させ、ようやく満足したらしい麗華堂。が、そこでは終わらなかった。

《じゃあ最後に、宣言しなさい。もう二度とこの麗華堂絢女に逆らわないと。そして、貧乳でごめんなさい、と》

　……完全に調子に乗ってるな。

　そこまでやったらイメージ悪くなるとか考えないんだろうか。まあ麗華堂の支持層はドＭかオッパイスキーだし、そいつらにはこういう面が受けてるのかもしれないけど。

　それに爽星のような擬態を見た後だと、この内心を全すべて口に出してしまう麗華堂の方がだいぶマシに感じられる。

《れ、麗華堂さん、そ、それはちょっと……》

　さすがに躊躇ためらいをみせるふらの。

《言えないの？　私はあなたのせいで、深く傷ついたんだけど》

《あう……》

　ふらのはしばらくの間もじもじしていたが、やがて観念したように口を開いた。

《も、もう二度と……麗華堂さんに逆らいません》

《……で？》

　言葉少なに圧力をかける麗華堂。

《あ……あの……》

《何？》

　ふらのはちょっと泣きそうになりながら、消え入りそうな声を出した。

《お、おっぱいちっちゃくて……ごめんなさい》

「「「がはっ！」」」

　血を吐はく音が、いくつも重なって聞こえた。

「な、なんだこの破は壊かい力は！」「あれ……ほんとに雪平なのか」「ギャップ萌もえってレベルじゃねーぞ」

　当の本人は、恥はずかしさのあまり、顔をおさえてうずくまっていた。

　対して麗華堂には、非難の声が向けられる。

「おいおい、あれ、さすがにやらせすぎじゃねーの」「うん、いくらなんでもひどいよねー」「胸がおっきいの鼻に掛かけすぎ」

《な、なによ……これじゃ私が悪者みたいじゃない》

　いや、悪者だよ。

《くっ……た、たしかにちょっとやりすぎだったかもしれな──ってうひゃあっ!?》

　セリフの途と中ちゆうで上ずった声をあげる麗華堂。

《ちょ、ちょっと、解川真理咲、何をしてるのよっ！》

　それまで沈ちん黙もくを保っていた解川が、いきなり行動を開始した。

《回答します。貴女あなたの胸を揉んでいます》

《や、やめなさいっ！》

《拒きよ否ひします。私は今、真理の探究中です》

《し、真理って……ただ胸揉んでるだけじゃないっ！》

《否定します。古来、女によ体たいは男性にとって永遠の研究テーマの一つです。よってこの行こう為いは真理の探究に直結しているのです。さあ、あなたもいっしょにレッツ真理》

《そ、そうなの？　し、真理ならしょうがないわね。それなら存分に揉んでいい──わけないでしょっ！》

　麗華堂のノリツッコミにも全く構わずに、その胸を揉み続ける解川。

《だ、だからやめなさいって……や、やめ……らめえええっ！》

　どう見てもエロゲーです。本当にありがとうございました。

《感謝します。貴女の真理、しかとこの手に記き憶おくしました》

　約一分間にわたる探究（？）を終え、麗華堂から離はなれた解川は、淡たん々たんと言い放つ。

《くっ……あなたって、本当に最低の屑くずだわ！》

　やってる……この人、完全にエロゲーやってるよ……

《質問します。麗華堂さん、貴女の胸には何が詰つまっているのですか？》

《なっ!?》

《繰くり返します。麗華堂さん、貴女の胸には一体何が詰まっているのですか？》

《ちょ、ちょっとっ！》

　うわ……これはやばいぞ。

《補足します。私は今まで真理の探究の為ために、複数の女性の胸を揉んできました。その結果と照らし合わせた所、貴女の胸の感かん触しよくはいささか不自然であるとの結論に至りました》

　おそらく解川に悪気は一いつ切さい無い。アンジェ──じゃなくて麗華堂の胸にシリコンが入っているのに、明確に気付いたわけでもないだろう。ただ単に、頭に浮うかんだ疑問を口にしているだけだ。

《ち、違ちがうわ、こ、これはその……》

　言い淀よどんでしまう麗華堂。その反応に、観客達も疑問を持ち始めた。

「え？　あの胸、何か入ってるのか？」「言われてみればたしかに不自然にデカすぎるよな」「ブラジャーで盛ってるって事？」「いや、解川のあの言い方だと、胸自体になんかあるっぽい感じじゃないか？」

《あ、あわわ……》

　完全にパニック状態に陥おちいってしまう麗華堂。

　これはまずいな……なんとかフォローしてやりたいけど、ここからじゃ──

《ち、ちちち、違いますっ！》

　そこで声を張り上げたのは、ふらのだった。

《雪平……ふらの？》

　あまりにも意外な助けだったのか、麗華堂はきょとん、とした顔をしてふらのを見る。

　観客の視線も一気にふらのに集まっていた。

《み、みなさん誤解ですっ！　れ、麗華堂さんは……麗華堂さんは、興奮するとおっぱいが硬くなっちゃう体質なんですっ！》

《……え？》

　ぽかん、とする麗華堂に、ふらのが何やらアイコンタクトを送った。

　それに気付いた麗華堂は、慌あわててぽん、と手を打った。

《そ、そうなの。実は私はそういう体質なの。さっきはいきなり解川さんに揉まれて興奮して硬く──ってそれじゃ変態じゃないのよっ！》

　ノリツッコミをしてしまってから、はっとなる麗華堂。

《じゃ、じゃなくて、ほ、ほんとにそういう体質なのよ……》

「なんだ、そういう事か……」「まあたしかに、常識的に考えて女子高生が胸をいじったりする訳ないわよね」「よかった。絢女様が偽にせ乳だったら俺、許せねえよ……」「……でも変態じゃね？」「あ、絢女様の新たな一面がっ！」

《く……う》

　唇くちびるを嚙かむ麗華堂。シリコンはばれなかったとはいえ、興奮すると乳が硬くなるという、意味不明なイメージがついてしまったんだから、泣きたい心境だろう。

　ふらのは一いつ生しよう懸けん命めい麗華堂をかばおうとしたんだろうけど、咄とつ嗟さとはいえ、もうちょっとまともな理由はなかったんだろうか……

　その様子を見ていた解川が、手をあげた。さすがに悪いと思い、話題を転てん換かんしようとしてるんだろう。

《報告します。私の兄はおっぱい星人です》

　他ほかに話題なかったのかよ！

《続けて報告します。その兄に、『お兄ちゃんにとって女性の胸とはなんですか？』と尋たずねたらドヤ顔で『その価値は、プライスレスだ』と答えました》

　いいからお前は働いて金稼かせげよ！

《更さらに報告します。その兄は昨日、寝ね言ごとで『おっぱい触さわってお金もらえる仕事ねえかなあ……』と言っていました》

　けんじクズすぎるだろ！

《はい、ここでタイムアップですー》

　そこで司会が制止に入る。けんじの話で終わるとか、どんなタイミングだよ……

　肩かたを落とした麗華堂、申し訳なさそうなふらの、淡々としたままの解川が席に戻もどっていく。いや中々にひどい展開だったな……

《それでは道楽先生、次のお題をお願いします》

《そうだな。成人式の時、『お嬢じようちゃん、七五三会場と間ま違ちがってるんじゃねえのヒャハハ！』とか言ってきた奴やつぶちのめしたらスッキリした。の七》

　だから長いよ……そして怖こわいよ。

　出てきたお題は『母性アピール』だった。

　そしてメンバーは『黒白院清羅』『ショコラ』『箱はこ庭にわゆらぎ』。

「おお、会長だ！」「黒白院最高うううっ！」「清羅さまあああっ!!」「一生ついていきますっ！」「オーラハンパねえな！」

　さすが不動の一位、向けられる声せい援えんも一ひと際きわ大きい。

「お、おい、ショコラちゃん、壇だん上じようでも何か食ってるぞ」「いやーっ！　ほっぺがリスみたいっ！」「く……かわいいな」

　それには及およばないまでも好意的な反応で迎むかえられるショコラ。

「ゆらぎいいいっ！」「ぶひいいいいいっ！」「お兄ちゃんがついてるぞおおおっ！」

　そして濃こさでは[image: №]１であろうゆらぎのファン……この組もただでは終わりそうにないな。

《はい、それでは黒白院会長からお願いします》

《はい～、分かりました～》

　指名された会長はにっこりと微笑ほほえんだ。

　しかし母性アピールか……具体性がないからちょっと難しいだろうな。会長は一体どう攻せめるつもりだろう。

《ショコラさん、箱庭さん、ちょっと協力していただいていいですか～？》

　会長はショコラとゆらぎに声をかける。

《はいっ》

《オッケーだよ、清羅お姉ちゃんっ》

《ありがとうございます。それではちょっとここに座ってもらえますか～》

　会長の誘ゆう導どうに従い、ステージ中央で寄り添そって体育座りするショコラとゆらぎ。

《それではいきますね～》

　会長が、二人を覆おおうようにして抱だきしめる。

《よしよし》

　ただそれだけの事で──会場の空気が一変した。

　そして、慈じ愛あいの微笑みを浮かべながら、二人の頭に手をのせる会長。

《いい子ですね～》

　母だ……そこに母がいた。

　客観的には、会長がただショコラとゆらぎの頭を撫なでているだけだ。

　だがしかし……俺の──いや会場全員のまぶたには、母に甘える娘むすめ達の姿がありありと浮かんでいた。

　こ、これは演技力なのか……いや、それを超ちよう越えつした何かだ。正に人間には実現しえないような何かが──

「「「う、うおおおおっ！」」」

　俺の思考をかき消すようにして、爆ばく発はつ的てきな歓かん声せいが広がっていく。

「な、なんだったんだ今の？」「な、なんか一いつ瞬しゆん別世界に連れて行かれたみたい……」「会長の母性ハンパねえ……」「会長の子供になりたいっ！」「清羅最高っ！」

《こ、これはすばらしいおかあさん感ですっ》

《むう……私のお母さんお姉ちゃんよりお母さんお姉ちゃんっぽいかも》

　抱かれた二人も驚おどろきを隠かくせない様子だった……ゆらぎの感想は意味分かんないけど。

　しかし、本当に今のは圧巻だった……何か幻げん術じゆつ的てきなものを使っているんじゃないだろうな……

　その後、会場のざわつきがある程度落ち着くまで数分の時を要した。

《未いまだ興奮冷めやらぬ感じですが、イベントを続けたいと思います。ショコラさんお願いします》

　司会の言葉を受け、元気よく返事をするショコラ。

《はいっ》

　やたらに自信満々な感じのショコラ。食っちゃ寝ねするだけのあいつに母性なんか一切ありそうにないけど……何をするつもりだろう。

《実は、わたし、このおだいにうってつけのアイテムをもってますっ》

　そう言って、胸の間から何かを取り出した。

《ショコラさん……それは？》

　司会が不思議そうに尋ねる。

《はい、『お母さんの手作りおにぎり』ですっ！》

　ああ、コンビニなんかでよく売ってるやつだな。

《で、それをどうするんですか》

《たべますっ》

《え？》

　ショコラはそれをむしゃむしゃとほおばり出す。

《あ、あの、ショコラさん、お題は『母性アピール』なんですけど……》

《はひっ、でふから『お母さんの手作りおにぎり』を食べてまふ……おいひーでふっ！》

　なんだそれ……

　あまりに滅め茶ちや苦く茶ちやな言い分に、俺は呆あきれ返ったが──

「か、かわいい……」

　……え？

「ショコラちゃんかわいすぎるでしょ……」「あの食べ方、超ちようラブリーっ！」「母性とかもうどうでもいいな！」「私も食べ物あげてみたいっ！」

　おいおいおいおい……

《えっと……これは……お題に関係無く、ショコラさんはかわいいという生徒の総意のようです》

　い、いいのかそれで……

《ありがとーございますっ！》

　たしかにあいつが食べてる所見ると、こっちまで幸せな気分になってくるしな……調子も悪くなりそうな感じじゃないし、ちょっと安心した。

《それでは最後は箱庭さん……おや、箱庭さん、どうかしましたか？》

　ゆらぎは胸を押さえて顔を俯うつむかせていた。どっか体調でも悪いのか？

《妹以外の何かを演じるなんて……ヘドがでそう》

　またそれか！

《は、箱庭さん。大だい丈じよう夫ぶですか？》

《う、うん、頑がん張ばってみるよ、見里お姉ちゃん……》

　司会に弱々しく言葉を返し、よろよろと立ち上がった。

《ショ、ショコラお姉ちゃん、ちょっとこっちにきてくれるかな》

《はいっ》

　ててて、と寄ってきたショコラの頭を撫でるゆらぎ。

《よしよし、私がお母さんで──おええええっ！》

　駄だ目めだこいつ……完全に病気だ。しかも連れて行く病院が無い……うん、諦あきらめよう。

　しかし、当の本人はまだやる気らしかった。

《ま、まだまだ……これを乗り越こえた先には道が……お母さん要素を取り入れた、新たな妹の道があるかもしれない……》

　ねえよ。

　ふらふらになりながらも、立ち上がるゆらぎ。

　そして、絞しぼり出す感じで声を発した。

《わ、私は箱庭ゆらぎ……ぜ、全人類のお母さ──》

　セリフの途と中ちゆうで、ぴくりとも動かなくなった。

《た、大変ですっ……は、箱庭さんが……立ったまま真っ白に燃え尽つきていますっ》

　なんでジョーみたいになってんだ!?

　担たん架かで運ばれていくゆらぎ。そしてドン引きする観客……あいつ、『お断り５』への道を着々と歩んでるな……

　そして、数分後。

《えー、保健室からの情報によると、箱庭さんの命に別状は無いとの事です》

　いや……有るわけないだろ。

《えー、たまたま保健教きよう諭ゆが所持していた妹モノのＤＶＤを観せた所、順調に回復しているそうなのでご安心ください》

　どうでもいいわ！　そして妹モノって完全にＡＶじゃねえか！

《箱庭さんの安否が確かく認にんできましたので、次に参りましょう。道楽先生、お願いします》

《うし。運転してたら当たり屋のチンピラが車にぶつかってきて、慰い謝しや料りよう出せとかナメた事言ってきやがったからパンチパーマむしり取ってやった、の八》

　どっちがチンピラだよ……パンチパーマで八とかもう無む理り矢や理りだし。

　出てきたテーマは『最高の笑え顔がおをみせてください』。

　そしてメンバーは『柔風小凪』『遊王子謳歌』『爆ノ内火恋』。

　まあ、まだ出番がなかった三人だし、当然こうなるよな……一番ヤバい人がついにきてしまった。

《それでは早さつ速そく……と言いたい所ですが、このお題はさすがに一人では難しいと思いますので、笑顔を向ける『相手』を設定する事になってます。さて、柔風さん、遊王子さん、爆ノ内先せん輩ぱいどうでしょう。誰だれか笑顔を向けてみたい人はいますか？》

《あ、あの、すみません。私は特に……》

　柔風は首を横に振ふった。そのタイミングで──




【選べ　①立候補する　②立候補しない】




　……まあ普ふ通つうのギャルゲーとかだったら、明らかに①がイベントが起こるフラグなんだろうけど、今の俺が選ぶメリットは何も無い。頭痛が襲おそってくる前に素す早ばやく②を選せん択たくした。

《さてさて、残りのお二人はどうでしょうか？》

　司会に振られた謳歌は、何やら口ごもっていたが、意を決したように口を開いた。

《あの……可能であればかな──》

《甘あま草くさクーン、早くこっちきいや！》

　…………え？

《おっと、甘草君という事は……『お断り５』の甘草奏かなでさんですか？》

《そうや！　ウチと甘草クンの相あい性しようはバッチリなんや！》

「どこがだよ！」

　思わず大声でツッコんでしまった。

《ええやんええやん、一いつ緒しよに壁かべドンでロマンスした仲やん》

「あんたが勝手に笑い転げてただけだろうが！」

《遊王子さんも何か言いかけてましたが、誰か指定はありますか？》

《あ……いえ、結構でございますわ》

　あっさりと引き下がってしまう謳歌。

《それでは甘草さん、舞ぶ台たい上へお願いしますっ》

　選せん択たく肢しによる立候補の否定を更さらに打ち消すとは……カレン……恐おそろしい子！

　俺は渋しぶ々しぶ移動し、舞台袖そででピンマイクをもらって、ステージに上る。

「甘草だ……」「甘草だぞ……」「でも二学期になってからは一回も変な行動してないらしいな」「遊王子といい雪平といい、二年一組に一体何があったんだ？」「私……ぶっちゃけかっこいいと思う」「え？　あの甘草君だよ？」「でも、変な事しないならアリじゃない？」「うん、イケメンだし、性格も優やさしいし……」「部活の後こう輩はいが、一年生の間では甘草君、けっこう人気だって言ってたよ」「マジで？」「甘草先輩かっこいーっ！」

　会場から聞こえてくるのは、ほぼ好意的な意見ばかりだった。普通なら手放しで喜ぶ所だけど……爆ノ内先輩と絡からむ事への不安の方が、はるかに大きかった。

《さてそれでは、柔風さん、お願いします》

《は、はいっ。でも私、急に笑顔って言われても……》

　困った様子の柔風。

《では、こちらで勝手にテーマを設定しますね。じゃあ……『恋こい人びととの待ち合わせで見せる笑顔』でお願いします》

《ええっ！　こ、恋人ですかっ？》

　思いっきり狼ろう狽ばいする柔風。

《柔風さん、フリですから……そういう体ていでいきましょう》

《は、はい……分かりました》

　それで柔風本人は納なつ得とくしたみたいだけど……全身に柔風親衛隊からの刺さすような視線を感じる。後で闇やみ討うちとかに気をつけなくては……

　柔風はステージの端はしまで移動した後、こっちに向かって、ててて、と走り始めた。

《甘草クーン、おまた──あうっ！》

　そしてこけた……お約束のようにこけた。それも顔から……日本人よ、これが柔風クオリティーだ。

《だ、大丈夫か？》

　駆かけ寄って手を差し伸のべる俺。柔風は地面につけた顔をぱっとあげて……

《えへへ、ごめんね、転んじゃった》

「うっ……」

　それは……その笑顔は──

「うおおおおっ！」「「「こ・な・ぎ！　こ・な・ぎ！」」」「かわいいいっ！」

　親衛隊以外からも沸わき起こる賞賛の声。

《はい、いただきました！　柔風さん、ありがとうございました！》

《え？　え？　い、今のでいいんですか？》

　自分がどれだけの笑顔をみせたかの自覚が無い様子……まあ、この辺りも柔風の魅み力りよくなんだろうな。

《はい、それでは続いて遊王子さん、お願いします》

《はい、畏かしこまりましたわ》

　そう言ってステージ中央へと歩いていく謳歌。

「な、なんか、歩くだけで上品な感じするな」「あれが遊王子……いつもお子ちゃまみたいだったのに……」「俺、めっちゃタイプだわ」「謳歌様……美しいわ」

　ただ歩いただけだというのに、向けられる賛辞。それ程までに謳歌の立ち振ふる舞まいは洗練されていた。

　そうして、俺の前までやってきた謳歌は、放送席に顔を向ける。

《黒須様、『仕事帰りの夫を迎むかえる新にい妻づま』というシチュエーションでいたしてもよろしいでしょうか？》

《え？　ああ、はい。ご自由にどうぞ》

　司会に一礼した謳歌は、俺に向き直る。

《あなた……お帰りなさいませ》

　う……いきなりのあなた呼ばわりはちょっと気き恥はずかしいけど、あくまでお芝しば居いだしな。

《お、おう……》

《お仕事ご苦労様でございました》

《あ、ああ……》

　そう言って、俺の制服を脱ぬがせていく謳歌……めちゃくちゃ慣れた手つきだった。

《あの……それで……あなた》

　そこで言い淀よどむ謳歌。

《どうした？》

《ご飯になさいますか、先にお風ふ呂ろになさいますか……そ、それとも……》

　な、なんつーベタな事を聞いてくるんだこいつは！

《じゃ、じゃあ……メシにしようかな》

　無難な所で、一番目を選ぶ。

《ご飯になさいますか、先にお風呂になさいますか……そ、それとも……》

　あれ？　今俺、答えたよな。

《じゃあ……先に風呂に入ろうかな》

《ご飯になさいますか、先にお風呂になさいますか……そ、それとも……》

　聞こえてない……わけじゃないよな。

《やっぱり……メシにしてくれるか？》

《ご飯になさいますか、先にお風呂になさいますか……そ、それとも……》

《ＲＰＧで『はい』って言うまで解放してくれない村長か！》

　思わず長いたとえツッコミが出てしまった……

《ご飯になさいますか、先にお風呂になさいますか……そ、それとも……》

　駄だ目めだ……どうしても三番目を言わせたいらしい。

《ご飯になさいますか、先にお風呂になさいますか……そ、それとも……》

　しつけえ……言うまで納得しそうにないな。

　……しょうがない。

《……じ、じゃあ……お、お前で》

《…………》

　俺のその言葉を受けた謳歌は、黙だまり込んでしまった。

　会場も、その反応を待って固かた唾ずを吞のんでいる。

　そして数秒後。

　謳歌はぽっ、と顔を赤らめて──

「……嬉うれしいです」

「「「ぐはあああああっ！」」」

　男性陣じん、再びの吐と血けつ。

「は、反則だろあれ……」「あんな事言われたら俺……」「ふ、不覚にも私もキュンときたわ……」

　みんな、ＨＰをことごとく奪うばわれていた。

《こ、この組はすごい破は壊かい力ですね……最後の爆ノ内先輩にも期待しましょう》

《オッケーや！　甘草クン、あれや、あれやるで！》

　でた……

《じゃ、『恋人との待ち合わせで見せる笑顔』いってみよか》

《柔風と同じじゃないですか……》

《ウケたもんはパクるんがウチのポリシーや！》

　なんでドヤ顔なんだよ……まあ好きにやらせて早めに終わりにしよう。

《んじゃいくでーっ》

　先せん輩ぱいはステージの端まで移動した後、こっちに向かって、だだだ、と走り始めた。

《甘草クーン、おまた──ズコーッ！》

　そしてこけた……お約束のようにこけた。それも尻しりから……日本人よ、これが爆ノ内クオリティーだ。

《だ、大だい丈じよう夫ぶですか？》

　駆け寄って手を差し伸べる俺。先輩はもう片方の手で尻をさすりながら立ち上がり……

《あはは、ごめんな、尾びてい骨こつ折れてもーた》

《笑い事じゃねえだろ！》

《そやかて雑誌に、男は怪け我がして包帯巻いてる女が好きって……》

《だから何の雑誌読んでんだ！》

　対象が少数派すぎるだろ……しかもその少数派の奴やつらも、ケツに包帯巻いてる女子には間ま違ちがっても萌もえない。

　爆ノ内先輩は、反応を確かめようと、観客席の方へ向き直る。

《あれ？……あれ？》

　そして、シーンとなった会場を見て、顔を青くして再び俺の方に視線を向ける。

《甘草クン大変や……誰だれもウチに惚ほれとらん》

《当たり前だ！》

《あ、甘草クン、あれや、あれやるで！》

　まだやるのかよ……

《ほら、『仕事帰りの夫を迎える新妻』やるで》

　そしてまたパクリだった。

《いやまあ、俺は別にいいですけど……》

　とにかく早く終わらせたかったんで適当にオッケーを出す。これで駄目だったら、さすがに諦あきらめるだろう。

《おー、おかえりー》

《ああ、ただいま》

《仕事疲つかれたやろ、ごくろーさん》

《ああ……》

　うん、ここまでは悪くない感じだ。

《そんでな……》

　顔を赤らめてもじもじし出す爆ノ内先輩。お、ちょっと可愛かわいいぞ。

《あのな……漫まん才ざいにする？　それともコントにする？》

《なんの話してんだ!?》

《何って……食事の時に観みるお笑いＤＶＤの話やん？》

《好きにしろよ！》

《これはアカンか……じゃあさっき遊王子クンがやって馬ば鹿かウケした『それともアタシ？』ってやつにするわ》

《はい……それでいいですから早くしましょう》

　俺はもう、完全にうんざりモードに入っていた。

《そか……それならな……》

　またもじもじし出す。ここまではいいんだよな……

　そして、俺の顔を熱っぽい視線で見つめ、口を開く。

《なあ……今日のタコ焼きの具、明石のにする？　それともアタシ？》

《ただのダジャレじゃねえか！》

《なあ……今日のタコ焼きの具、明石のにする？　それともアタシ？》

　リピートまで真似まねし出した……本格的にウザいな。

《なあ……今日のタコ焼きの具、明石のにする？　それともアタシ？》

　駄目だ……選ばないと終わらないらしい。

《……お前で》

《……嬉しいわあ》

《あんたタコ焼きの具になって何が嬉しいんだ!?》

　そして、再び観客席に目をやって顔を青ざめさせる爆ノ内先輩。

《甘草クン大変や……誰もウチに惚れとら──》

《もういいわ！》

　俺が声を張り上げたタイミングで──

《は、はいそこまでーっ！》

　見かねた司会がストップをかける。できればもうちょっと早く止めてほしかった。

「ば、爆ノ内先輩ハンパねえな……」「ああ。あの甘草がまともに見えるもんな」「いや、実際まともだろ、柔風の時も遊王子の時も別に変な事してないし」「やっぱり噂うわさ通り、真ま面じ目めになったんだね」「私……この甘草君ならアリだな」

　爆ノ内先輩のそれと反比例して、俺の評価が勝手に上がっていた。

　肩かたを落としてとぼとぼと自分の席に戻もどる爆ノ内先輩。自じ業ごう自じ得とくなんで、かけらもかわいそうとは思えなかった。俺も役目が終わったんで、会場の自分の席に戻る。

《さて、これでひとまず一いち巡じゆんしましたが、イベントはまだまだ続きますっ》

　司会の言葉通り、イベントはまだまだ序じよ盤ばんだった。

　その後、お題を次々こなしていくメンバー達。

《おやおや、それは私の○○○で×××しなければならないね》

《質問します。貴女は道端にエロ本が落ちていたらどうしますか？》

《なんでや……なんで誰もウチに惚れないんやーっ！》

　……この三人は着実にイタい行動を積み重ね、その他の女の子達は順調に好感度を上げていった。




　　　　２




　そして残された数字も少なくなってきた終しゆう盤ばん。

　出てきたお題は『幼なじみになりきった演技で、お隣となりの男子と会話する』だった。

　選出されたメンバーは『爽星素直』『遊王子謳歌』『雪平ふらの』。

　……ついにこの組み合わせが来たか。

「お、これっていい感じの三人じゃね？」「遊王子さんと雪平さん、さっきまでのお題で更さらに印象アップしたしね」「いや、やっぱり爽星さん一択たくだろ」「雪平と遊王子はどうしても一学期までのイメージがな……」「だよなー。一番の天使は爽星さんだよなー」

　会場の声からするに、まだまだ爽星が優勢みたいだ。

　逆転する為ためには、この直接対決で何か強きよう烈れつなインパクトを残さなきゃならない。

《このお題も『相手』が必要になってくるかと思いますが……お三方、誰か指名したい人はいますか？》

《はいっ！》

　司会者の問いに、元気よく挙手する爽星。

《二年一組の甘草奏君を指名しますっ！》

　……なに？

「マジか……」「なんであいつばっかり指名されるんだ？」「しかも、さっきは色モノの爆ノ内だったけど、今度は素直ちゃんからだぞ……」

　会場からは疑問の声があがるが、俺自身が何で指名されたかさっぱり分からない。

《それでは大人気の甘草さん、再びステージ上へどうぞっ！》

　断れるような流れでもないんで、司会の誘ゆう導どうに従い、ステージに上がる。

《それでは『お隣の男子』もスタンバイできた所で、爽星さんお願いしますっ》

《あ、ちょっと甘草君と段取りを相談していいですかっ？》

《あ、はい、どうぞ》

　司会の許可を得た爽星は、俺の傍そばまで寄ってきた。

「おい……お前、どういうつもりだよ？」

　そしてピンマイクを外し、俺にだけ見えるような角度で、眉み間けんに思いっきり皺しわを寄せた。

「アンタ……アタシにあんな恥はじかかせといて、ただで済むと思ってるワケ？」

「恥？　一体なんの話だ？」

「ハァ？　何とぼけてんの？　体育館裏のアレに決まってんじゃん」

「体育館裏？　ああ、あの事か」

　俺が発した何気ない一言が、未いまだに気になっているらしい。

「でもあれ……お前が勝手に照れてただけだろ」

「う、うるせーし！　アンタにも絶対恥かかせてやるし！」

「まさか、その為に指名したのか？」

「そうに決まってんでしょーが。だからアンタ……わざと転んで半ケツ出しなさい」

「は？　いや半ケツってお前な……」

　……要求がアホすぎる。俺が呆あきれたその時──




【選べ　①拒きよ否ひする　②断固として拒否する】




　……よかった。夏休みまでだったら、半ケツか全ケツか、とかの選せん択たくを強しいられていただろう。安あん堵どしながら①を選び取る。

「常識的に考えて、そんな事できるわけないだろ」

「い、いいから黙だまって言う事聞けっつーの。アタシと同じくらい恥はずかしい目にあってもらわないと気が済まないんだっつーの」

「お前……何か顔赤くないか？」

「う、うるせーし！　かわいいって言われてちょっと嬉うれしかったなんて思ってねーし！」

　思ってるのか……こいつ、根はそんなに悪い奴じゃないのかもしれない。

「は、早くやらねーとアンタの秘密も探さぐって──」

　そこで、異変が起こる。




　ぶつっ。




　唐とう突とつに、会場の照明が落ちた。

　一いつ瞬しゆんにして場内が暗くら闇やみに包まれる。

　な、なんだ？　ブレーカーでも落ちたのか？

　突とつ然ぜんの事態に、会場中がざわつきを見せる中、スピーカーから声が響ひびいてきた。

《イベントを楽しんでる途と中ちゆうの全校生徒のみなさん、突然失礼します》

　その声は、ボイスチェンジャーを通しているらしく、ひどく無機質な響きだった。

《この度たび、私はとある目的遂すい行こうの為、放送室をジャックさせてもらいました》

「な、なにこの声？」「ジャックって……どうなってんだ？」「演出の一いつ環かんなのか？」

　会場の皆が事態を飲み込めずに困こん惑わくする中、そいつは淡たん々たんと言葉を続けていく。

《みなさんにはご迷めい惑わくをおかけしますが、どうかご容よう赦しやください。私には、どうしても為なさねばならない事があるのです》

　声は、そこで一いつ旦たん溜ためを作った。

《──そう、それはとある人物の非道な行いの告発です》

　告発？　物ぶつ騒そうなその単語に、会場のざわつきが更に大きくなる。

《その人物とは──》

　そこで急に、暗闇の中、ステージ中央に立つ一人にスポットライトが当たる。

《爽星素直……お前だっ！》

　爽星に全員の視線が注がれたそのタイミングで、会場全体の照明が復旧した。

「あ、明るくなった」「なんなんだよ一体……」「爽星さんを告発ってどういう事？」

《みなさんの困惑や疑問も当然の事と思います。そこにいる爽星素直は容よう姿し端たん麗れいかつ親しみやすい性格、正に完かん璧ぺきとも言える人物像なのは誰だれもが認める所です……しかし！》

　最初は淡々としていたその声も、進むにつれ随ずい所しよに感情が込もるようになっていく。

《みなさんが知っているのは仮の姿。爽星素直の……彼女の本ほん性しようは、人を人とも思わず、その弱みを握にぎり、脅きよう迫はくを行う悪あく魔まなのですっ》

　……おいおいマジか。なんかものすごい展開になってきたぞ。

　一体誰がやってるんだ？　見る限り、うちのクラスでいなくなってるメンバーはいないみたいだし……

　でもこれ、爽星の本性を知ってる俺達ならともかく、他ほかの生徒はにわかには信じられないんじゃないだろうか。

「爽星さんが悪魔？　こいつ何言ってんだ？」「あの爽星さんがそんな人な訳ないじゃない」「素直ちゃんの人気を嫉ねたんだ女子がやってんじゃねーの？」

　案の定、会場で告発者の言葉を信じてる人間は皆かい無むだった。

　当の爽星本人に視線を向けてみる。急な展開に若じやつ干かん戸と惑まどっている様子こそあれ、本性がバレる事を危き惧ぐしているような感じは見受けられない。

《彼女の裏の顔を知らないみなさんが信じられないのも無理はありません。私がいくら訴うつたえた所で真実は伝わらないでしょう。ですが、私は決定的な証しよう拠こを入手しました》

　証拠？　随ずい分ぶんと自信がありそうな口調だけど……

《夏休みが明けた日、爽星素直は、表ランキングの投票に向けたイメージアップの為、二年一組に赴おもむきました。そこでアクシデントが発生し、彼女は本性をさらしてしまいます》

　そこまで把は握あくしてるのか。でもあの時、うちのクラス以外のメンバーは教室内にいなかったと思うけど……

《私は二年一組の人間ではありません。しかし、この日にそこで起こった全すべての事を把握しています。なぜなら、爽星素直の制服に盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけていたからです》

「「「!?」」」

　会場内に衝しよう撃げきが走る。

《それではみなさんに、決定的な証拠を聞いていただきましょう》

　そして、スピーカーから流れてきたのは──




《『いい加減にしろやテメエ！』》




「「「──っ!?」」」

　驚きよう愕がくとどよめきが広がっていく。

　口調は普ふ段だんのものと全く違ちがっていたけど、その声は確かに爽星のものだったからだ。

　そして、スピーカーからは『証拠』が立て続けに流れてきた。

《『テメエ人が大人しくしてれば何調子にのってんだ！　アァン？』》

《『やっぱりこんなクズクラスに来るんじゃなかったわー。アンタらみたいな奴やつらのでも一票は一票だかんね。投票前に媚こび売ってやろうかと思ってたアタシがマジバカだったわー』》

《『適当に純じゆん粋すいなキャラ演じとけば、馬ば鹿かな男子共は勝手に票入れるしね。女子達にはサバサバした面もある事を見せとけば、あんまし反感もたれないしー』》

　それらは、あの日爽星本人が発した言葉の数々だった。

「な、なんだよこれ……」「これ……たしかに爽星さんの声だよね」「いやいやありえないだろ……なんか編集してんじゃないのか」

　会場のみんなはまだまだ半信半疑といった感じで、事実を受け入れられない様子だった。

　でもあの教室での全てを録音していたって事なら、当然この後も──

《さてみなさん。私も、彼女が性格を偽いつわって人気を獲かく得とくしているだけならこんな晒さらすような真似まねはいたしません。しかし、先さき程ほども言った通り爽星素直は……人の弱みを握り、脅迫するという最低の行こう為いを平然とやってのける女なのですっ！》

　爽星に会場中の視線が注がれる。

《…………》

　彼女は、額に脂あぶら汗あせを滲にじませながら立ち尽つくしていた。

《どうやら本人に白状する気がないようですので、さらなる『証拠』をお聞きいただきましょう》

　再度、スピーカーからあの日の爽星の声が流れ出した。

《『アタシの『素す』がこれだってバラしたら、とんでもねえ事になっかんね』》

《『ふふっ、中々やるじゃん。大人しそうに見えて、裏ではあんな──』》

《『自分は大だい丈じよう夫ぶって思ってるヤツもいるかもしんないけど、アタシさー、お前らほぼ全員の弱みを握ってっかんね』》

《『分かった？　もしアタシの本性が漏もれるような事があったら、アンタらの秘密、一人残らず公開してやっかんな、キャハハッ！』》

《『まあ、安心しなよ。アンタらが黙ってればそう簡単にバラしたりしねーし。まあ一部には弱み握って投票させてる奴もいるんだけど、アンタらにそこまでしろとは言わないから。うわー、アタシってマジ天使じゃね？　キャハハ！』》

　これはもう……決定的だった。

「……これ、マジなの？」「う、噓うそだろ？……なんかの冗じよう談だんだよな」「あの素直ちゃんが……信じられない」

　会場にも、じわじわと爽星が『黒』かもしれないという雰ふん囲い気きが拡ひろがっていく。

《ち、違いますっ！》

　そこで爽星が声を張り上げた。

《私、こんな……こんなひどい事言わないですっ。どうやったのかは知らないけど……あ、そうだ、パソコンのソフトか何かで声を合成──》

《していません。あなたのセリフだけを抜ぬき出す編集はしましたが、声そのものには一いつ切さい手を加えていません。なんなら、盗聴器の生音声を流しましょうか？》

《くっ……》

　おそらく反射的にだろう。爽星は、会場上部のスピーカーを睨にらみ付けた。

《おや『アンタ、こんな事してただで済むと思ってるワケ？』とでも言いたげですね。済むと思っていませんよ。あなたはもう私の正体に気付いている事も分かっています。でもね……もう嫌いやなんですよ、脅おどされながら生活するのは！　私の秘密をバラすならバラせばいい！　私はもう、あなたを断罪できれば思い残す事は無い!!》

　告発者の熱い叫さけびに、会場が皆、息を吞のんだ。

　そして、十数秒が経過した後、

《さ、爽星さん……これは一体……》

　おそらくは放送部員としてではなく、素であろう問いかけが、司会から向けられる。

《あ、いや……違ちがうんですっ！》

　爽星は必死に否定するが──

《違いません。あなたは本性を隠かくして人を脅す、最低の女です》

　断定するスピーカーの声。

《ち、違う……違うっ！》

《でしたら、何がどう違うのか、具体的に発言してください》

《そ、それはその……》

《見苦しいですよ爽星素直っ！》

《ひっ……》

　爽星の体が、びくん、と反応する。

《いい加減に……罪を認めてください》

《あ……あ……》

　爽星は、その場にがっくりと膝ひざをついた。

　それは、事実上の自白だった。

「マジか……俺ら、今までずっと騙だまされてたのかよ」「笑え顔がおの裏で、勝手に票入れる馬鹿とか思ってたんだな」「秘密を握って脅すとか……人として最低の行為だよね」「ていうかそれ、普ふ通つうに犯罪じゃね？」

　ここに至ってはもう、爽星を擁よう護ごする声は存在しなかった。

《あの……みんな……違うんです……》

　爽星のその声は、空々しく響ひびくだけだった。

　今の所、表立った罵ば倒とうの声は飛んでいないが、それも時間の問題といった雰囲気だった。

《だ、だって……しょうがないじゃない！　アンタらが勝手にチヤホヤするから悪いんだっつーの！》

　それに耐たえきれなくなったのか、急に声を張り上げる爽星。

「な、なんだあれ……開き直ったぞ」「反省する気持ちとかないのかしら」「マジで最低だな……」

《あ、いや……だって……》

　一いつ瞬しゆんにして勢いが消える爽星だったが、そんな事で風向きが変わるわけもなく。

「「「……………………」」」

　非難の視線が、爽星に突つき刺ささる。

《な、何よ……アンタら、そんな目で見なくたっていいじゃん……》

　正直、これは完全に自じ業ごう自じ得とくだ。

　爽星がしてきた事に比べたら、断罪としては温ぬるすぎるくらいだ。

　だから、俺が助けてやる必要は一切無い。

《う……アタシは……アタシは……》

　少し懲こりた方が、本人の為ためでもあるだろう。

《う……う……》

　そんな弱々しい表情をしても、俺には関係無い。

《う……うう……》

　俺には……関係…………無い。

《うう……うああ》

　しかし、爽星の目から涙なみだがこぼれたその瞬しゆん間かん──




《みんな、俺を見ろ──────っ!!》




　体が、勝手に動いていた。

　俺の力の限りの叫びに、会場中の視線がこっちに向けられた。

《うっ……》

　瞬間的に後こう悔かいするが、時既すでに遅おそし。

　今いま更さら『どうぞ爽星を責めるのを続けてください』なんて言えるはずもなし……もうやるしかない！

　この場を収め、爽星に対する注意を逸そらす為には……何か……何かインパクトのある事をしなくては！

　インパクトインパクトインパクト……そうだ！

　俺の脳は、ある一つの答えを導き出した。

　俺は、地べたに這はいつくばって上半身だけを反り上がらせた。

《いくぞ、『地理に目覚めたオットセイ！』オウオウオウッ！　オウオウ……オウッ！　オウウ、おうう、奥おう羽う山脈っ！》




　会場が、静まりかえった。




　これは、以前にふらのを笑わせるというミッションの時にやったネタだった。

　やばい……チョイスを間ま違ちがったか。ならば──

《これならどうだ、『産まれたての仁に王おう像！』ズゴゴゴゴゴゴ、ズゴゴゴゴゴ。オッス、我、仁王像。たった今、産まれたところである。ズゴゴゴゴ、ズゴゴゴゴゴ》




　会場が、再び静まりかえった。




　やばい、これでも駄だ目めか。ならば──

　俺は、ブリッジ状態になり腰こしを思いっきり上下させた。

《『体操好きなロンドンブリッジ！』アップダ～ウン、アップダ～ウン、アップダ～ウン》




　会場が、三度静まりかえった。




　く……やっぱり駄目か。

　というか俺、この三番目のネタってやった事あったっけ？

　いや、そんなのどっちでもいい！　早く何かやらないと、また爽星にみんなの注意がいって──

《《あははははっ！》》

　そこでいきなり、二人分の笑い声が響きわたった。

《ふらの？　謳歌？》

　きょとん、とする俺に、二人はピンマイクの電源を切って、地声で話しかけてきた。

「ぷ……くく、甘草君、あなた、どこまで馬ば鹿かなのかしら」

「そ、そうだよね。素直っちをかばうにしても、いくらでも他ほかにやり方あるのに」

「まあでも、甘草君らしいわね」

「だねーっ」

　二人は笑い合って、勝手に何か納なつ得とくした様子だった。

「というかお前ら、キャラが戻もどってるけど……」

　俺もピンマイクの電源を切って、ひそひそ声で話す。

「あはは、だってもう必要ないでしょ？　それにさ、みんなの注目を集めるんだったら、こっちの方がやりやすいし。ね、ふらのっち」

「そうね……甘草君だけを晒さらし者にはしないわ」

　そう言ったふらのは、ピンマイクの電源をオンにする。




《さて、ごきげんはいかがかしら、腐くされチン○野や郎ろうにクソビッ○共》




　会場全員の、目が点になった。

《あ、あの……雪平さん……今……何て？》

　司会が、おそるおそる、といった感じで尋たずねる。

《あら、聞こえなかったかしら。腐れチン○野郎にクソビッ○共って言ったんだけど》

「「「────っ」」」

　会場が、凍こおり付いた。

《あら、この程度でドン引きしてもらっては困るわよ。ここ最近下ネタを言っていなかったから溜たまっているのよ。え、何がって？　そんなのあなたのナニで確かめればい──》

《ストーップ！　ストーップ！》

《あら、私をとめたければ、上ではなくて下の口を塞がなけ──》

《じ、実行委員、雪平さんを退場させてくださいっ》

《退場？　そんなの認める訳にはいかないわね、私を退かせたければ、せめてパイ場──むぐっ！》

　駆かけ寄ってきた二人の女子実行委員が、雪平を無む理り矢や理りステージ上から引きずり降ろしていく。

《あははっ！　次はあたしの出番だねっ！》

　高らかに笑い声をあげた謳歌が、懐ふところから何かボール状のものを取り出した。

《じゃーん。これぞ究極の芳ほう香こう剤ざい『オーマ・ホーヒ』だよ》

　そして、そいつから出ていた紐ひもを引っ張ると、上方に思いっきり投とう擲てきした。

《うりゃっ！》

　そのボールは、会場の天てん井じよう近くまで達した所で弾はじけ飛んだ。

　そして、少しのタイムラグの後──

「くさっ!?　なんだこれくさっ!?」「な、なにこれええええっ！」「おええええっ！」「くせえええええっ！」

　信じられないような悪あく臭しゆうが、瞬またたく間に会場全体に拡ひろがった。

《あはははっ！　お父さんのオナラから抽ちゆう出しゆつした特濃のエキスだよ。あははははっ！》

　皆みながあまりの悪臭にのたうち回る中、一人、楽しそうに笑う謳歌。

「さ、最低だあいつら！」「や、やっぱり猫ねこ被かぶってたのかよ！」「だ、騙された。やっぱり『お断り５』なんか信じちゃいけなかったんだ！」

　こ、この流れはまずいぞ。爽星から注意を逸らす事には成功したが、どう考えてもやりすぎだ。これじゃ俺が『お断り５』から抜ぬけられな──




【選べ　①半はん裸らで尻しりにロケット花火が刺さる　②全ぜん裸らで尻にロケット級のナニを打ち込まれる】




　……………………………………………………………………………………ちょっと待て。

　いやね……いつかは戻ると思ってましたよ。

　このまま緩ゆるい選せん択たく肢しがずっと続くなんて事は思ってませんでしたよ、ええ。

　でもさ…………なんで今なのよ？

《ぐあああっ……》

　凶きよう悪あくな頭痛が襲おそってくる。

　ふ、ふざけんな！　こんなの絶対に選ばな──

《ぎゃあああああっ！》

　え、選ぶしか……無い。

　く……こうなったら、花火が刺さった瞬間に、急いで舞ぶ台たい袖そでに引っ込んで誤ご魔ま化かすか。

「な、南な無む三さんっ！」

　俺は、ズボンを脱ぬぎながら①を選び取った。

　その直後──

《……え？》

　強きよう烈れつな、異物感。

　恐おそる恐る振ふり返ってみると、パンツの隙間から極ごく太ぶとのロケット花火が俺の尻に刺さっていた。

　そして、そのタイミングで……なぜか自然着火。

《うおおおおおおおおおおっ!?》

　俺はその勢いに押されて、客席の方へつっこんでいった。

「うわあああああああああああああっ！」

「きゃあああああああああああああああっ！」

《止まらねええええええええええええっ！》

　蜘蛛くもの子を散らすように逃にげていく生徒達。

「嫌いやあああああああああああああああああああああっ！」

「こっちこないでえええええええええええええええっ！」

「変態いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

《誰だれか取ってくれえええええええええええええええっ！》

　イベントホール内は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化していた。

「助けてえええええええええええええええええええっ！」




　……いや、一番助けてほしいのは俺だよ。







　幕間　ある片想いの話４
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「あはは、奏かなで君、すっごくいい顔してるねー」

　尻にロケット花火を刺さして駆け回る奏を視て、空そらは薄うすく笑った。

「あーあ。空ちゃん先せん輩ぱいさ、せっかく奏君の株が上がってきた所なのに、なんでひどい選択肢に戻しちゃったわけ？」

　同じく、その様子を視ていたチャラ神が問いかける。

「普ふ通つうの選択肢にしてみて気がついたんだけどね。奏君、このまま普通に女の子にモテモテになっても、その子達の事、好きにならない気がするんだ」

「あー、言われてみればそんな感じかも。奏君が無意識に候補に入れてるのって、奇き行こうを自然に受け入れてくれてる子ばっかりだよね。まあ無理もないか。男にとって、逆境にいる時に優やさしくしてくれる女の子とか、マジ天使だし」

「そう。だから路線変へん更こう。奏君には今まで通りひどい目にあってもらう事にしたんだ」

「空ちゃん先輩さ……いくらなんでも奏君の事、弄もてあそびすぎじゃない？」

　珍めずらしく、少し責めるようなチャラ神のセリフだったが、空は全く意に介かいさない。

「いいんだよ。奏君は私のものなんだから。さっきも言ったでしょ？　私は絶望状態の奏君に好きになってもらう事でしか『恋こい』を理解できない。だから私は、奏君が本当に好きになれる女の子を見つける手伝いをして──その後で奪うばい取る」

「…………なるほどね」

　チャラ神は、熱っぽく語る空の顔を見て、何かを悟さとったような表情を浮うかべた。

「空ちゃん先輩さ、一つ予言していい？」

「ん？」

「先輩に『恋』を教えてくれるのは、奏君だね」

「何それ？　予言も何も、さっきから私、そう言ってるんだけど」

「んー、空ちゃん先輩が考えてるのとは別の意味合いなんだな、これが」

　チャラ神はそう言って、空に軽けい薄はくな笑えみを向ける。

「つまり……チャラ神君は何が言いたいのかな？」

「うーんとね……あ、こんな所でずっと立ち話してるのもなんだから、外に出てお茶でもしにいかない？　あんな予言したけどさー。もしかしたら、そんな回りくどい事しなくても恋が見つかるかもよ？」

「せっかくのお誘さそいだけど、答えはノーだね」

「おっと……やっぱり空ちゃん先輩は、奏君しか眼中に無いのかな？」

「ううん、それ以前の問題だね」

　空は、チャラ神に薄く微笑ほほえみかける。

「私、チャラい子、大っ嫌きらいなんだ」

　そう言い放つと、そのまま背を向けて、校舎の方へと歩いていってしまった。

「あらら……フラれちゃったよ」

　一人残されたチャラ神は、大おお袈げ裟さに両手を広げてみせた。

「マジでオーマイゴッドって感じ」







　エピローグ
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「…………はああああああああああああああ」

　月曜日、俺は盛大なため息をつきながら登校していた。




　あのケツロケット花火騒さわぎの後、俺は生徒指導室に連れ込まれて、宴うたげ先生の『指導』を受けた。※意訳　フルボッコ

　まあそれで罰ばつは終わりという事で、なんとか停学処分は免まぬかれたけど、その後のイベント男子の部には参加させてもらえなかった。

　よって俺の印象はケツロケット花火のまま……まあ、仮にイベントに参加できた所で挽ばん回かいは不可能だっただろうけど……

　俺が『お断り５フアイブ』に残留するのは、ほぼ確定したと言ってよかった。

「……はあああああ」

　ため息を繰くり返しながら歩いているうちに、教室に着いてしまった。

「みんな、投票の結果がきたよーっ！」

　俺が教室に入るのと同タイミングで、一人の女子が、反対側のドアから駆かけ込んでくる。

　その手には数枚の紙が握にぎられていた。

「今、号外が配られてたから、もらってきたんだ」

「マジか」「爽星が自じ滅めつしたから見返す必要はなくなったとはいえ……やっぱり気になるよな」「早くみせてみせてっ！」

　その女子は、みんなに見えるように、紙を黒板にマグネットで貼はり付けた。

　一枚目に書かれていたのは、女子の表ランキングの結果。

『一位　黒こく白びやく院いん清せい羅ら』

『二位　柔やわ風かぜ小こ凪なぎ』

『三位　チチル・ニューミルク』

　ここまでは順当な結果だった。あんな事になった爽星が抜け、柔風とチチル先輩がそのまま繰り上がった形だ。

　みんなの注目が集まったのは、その次の名前だった。

『四位　ショコラ』

　……マジか。

「きゃー、ショコラちゃん入ってる！」「おお、さすがショコラちゃんだぜ！」「うちのクラスから……ついに表ランキングが！」

　イベントで特に変な事やらかさなかったとはいえ……ショコラが表ランキングか……みんな、あの腐くされニートの残念さを全然分かっていない。今日だって、グースカ寝ねてて起きないのを放置してきた所だし。

　なんだか釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえながら、五位の名前に目を移す。

『五位　陽ひ交まじり差さ月つき』

　あれ？　麗れい華か堂どうじゃないのか？　ひまじりさつき……誰だ？

「委員長、すごーいっ！」「委員長やったじゃん！」「さすが俺達の委員長だぜ！」

　え？　委員長？　委員長ってそんな名前だったのか……

　そういえば……四月の自己紹しよう介かいの後、そういう風に名乗ってたかもしれない。その後すぐに委員長になって、先生もみんなも委員長って呼ぶから、完全に委員長っていうイメージしかなかった。

「委員長、イベントに参加してないのにランクインなんてすごいねっ！」

「な、なんで私が……」

　当の本人が一番驚おどろいている様子だった。

　麗華堂はちょっとアレな感じだったから票を落として、委員長の隠かくれファンの数がそれを上回ったって事だろう。元からうちのクラスでも候補にあがってた訳だし。

「それじゃー二枚目いくよっ！」

　そして、『お断り５』の結果が貼り出される。

　そこに名が連ねられていた五人は──

『爆ばくノの内うち火か恋れん』『遊ゆう王おう子じ謳おう歌か』『雪ゆき平ひらふらの』『爽さわ星ぼし素す直なお』『箱はこ庭にわゆらぎ』

　アレすぎる爆ノ内先輩と、やらかした謳歌、ふらのは当然として……爽星の転落っぷりが憐あわれすぎる。

　そしてゆらぎか……イベントでの出番はあの燃え尽つきたやつだけだったけど、みんなドン引きしてたしな……

　そして解とく川がわと密ひそか先輩は『お断り５』から卒業した形になった。あの二人が入らないとか……どんだけ層が厚いんだよ。

「さあさあ、それじゃあ男子の方にいくよっ」

　そうして貼り出された三枚目の男子表ランキングにみんな、やいのやいの盛り上がっていたが、俺にはそんな事どうでもよかった。

　問題は……四枚目だ。

「それじゃ、最後の一枚いくよーっ！」

　そして、運命の瞬しゆん間かんがやってきた。

　見たくない……見たくないけど……見るしかない。

　俺は、僅わずかな……ほんの僅かな可能性にかけて、恐おそる恐る貼り出されたその紙を見た。




《男子の『お断り５』　該がい当とう者しや無し》




「……へ？」

　なんだこれ……一体どういう事だ？

　紙には、まだ続きがあった。

《補足説明　今回の投票において、ある人物に投票が集中した為ため、他ほかの四人が最低得票数に至らないという、史上初の事態となりました》

　ある人物って……俺だろうな、間ま違ちがい無く。

　続く文章を確かく認にんする。

《よって今回、生徒会が新しい称しよう号ごうを定めました》

　その次の行に書かれていたのは──




《新称号『お断り男』　甘あま草くさ奏かなで》




　お断り……男？

『お断り５』じゃなくて……『お断り男』……だと。

　なんだそれ………………なんだそれ。

　呆ぼう然ぜんとする俺を、謳歌が指差して笑い始めた。

「あはは、奏っち、『お断り男』だってー。やーい『お断り男』ーっ！」

「お前には言われたくないわ！」

　そこでふらのが、謳歌をたしなめるように言った。

「遊王子さん、そんな態度はよくないわ」

「ふらの……」

「ぷくく……私達『お断り５』如ごときが天下の『お断り男』様に話しかけるなんて、恐れ多いわ……ぷくく」

「お前ぶん殴なぐるぞ！」

　……ん？

　声を張り上げた所で、廊ろう下か側の窓から、誰だれかが教室内を覗のぞいているのに気がついた。

　あれって……

　そいつは俺と目があった瞬間、慌あわてて頭を引っ込めてしまった。

　ある事が気になった俺は、もう一度確認すべく、教室の外に出る。

「爽星……お前、どうしたんだ？」

　廊下で、隠れるようにしてしゃがむ爽星の髪かみは、ばっさりと切られていた。

「う、うっせーし！　別に反省したから髪切ったわけじゃねーし！」

　……反省したのか。

「まあそれはいいけど……なんでうちの教室を覗いてたんだ？」

「そ、それは……」

　なぜか、急にもじもじし出して言い淀よどむ爽星。

「そ、その、アンタに……お、お礼を──」

「なに、お礼参り？　お前……全然反省してないじゃないか」

「なっ！　ば、バカじゃねーの！　アンタ、マジでバカじゃねーの！」

　なぜか、すごい勢いで怒おこり出す爽星。

[image: ]

「ふ、ふざけんなっ！　バーカ！　アホッ、間ま抜ぬけ、オタンコナスッ！　それと……それと、バ、バーカ！　バカバカッ！……かばってくれてありがとう」

「は？」

「い、言ったかんな！　アタシはちゃんと言ったかんな！　バーカ！」

　爽星はそのまま、顔を真っ赤にしてかけていってしまった。

「な、なんだったんだ……」

「臭におうわ」

「うおっ!?」

　いきなり背後にふらのが現れた。

「メス豚ぶたの臭いがすると思ってきてみたら、案の定だったわね」

「な、なに言ってるんだ、お前……」

「甘草君が、天然のたらしだという事よ」

　なぜか、ジト目で睨にらみ付けてくるふらの。

「じー」

「うおっ!?」

　謳歌まで現れた。

「じとー」

　こっちもなぜかジト目だ……口に出して言ってるし。

「素直っちのあの感じ……絶対そうだよね」

　何の事を言っているのか、さっぱり分からない。

「……あ」

　そこでふと気がつく。そういえば、イベントの時のお礼をまだ言ってなかったな。

　この二人は、俺一人に注目が集まらないように、泥どろを被かぶってくれた。バスツアーの時も助けてもらったし……

「どしたの、奏っち？」

「……あまりじろじろ見られると、気持ち悪いんだけど」

「ありがとう」

「「え？」」

　いきなりのお礼にきょとん、とする二人。

「いや、夏休みの時も、イベントの時も大分助けてもらったしさ。だから……」

　俺はそこで一呼吸置いて、笑え顔がおを作った。

「ありがとう」

「「うっ……」」

　二人の顔が、一いつ瞬しゆんにして真っ赤になる。

「こ、これだから天然のたらしは……」

「か、奏っち、その顔は反則……」

　なんだ？　俺は普ふ通つうにお礼を言っただけなんだけど、なんでこんなに照れるんだ？

「お前ら、これじゃ、まるで──」




　どくん。




　そこで、心臓が跳はねた。

　まるで……まるでなんだ？

「うっ……」

　そしてこの吐はき気……これはやっぱり──

「奏さん……」

　そこで背後から、弱々しい声が聞こえた。

「ん？　お、遅ち刻こくしないで済んだか」

　振ふり返ると、そこにはショコラの姿が。

「奏さんっ」

　そして、いきなり抱だきついてきた。

「うえええっ!?」

　あまりに突とつ発ぱつ的てきな事態に、吐き気が吹ふき飛ぶ。

「お、お前！　いきなり何して──ん？」

　慌てて引きはがそうとした所で、その体から急激に力が抜ぬけた。

「奏さん……かなでさん……たすけ──」

　そしてそのまま、糸の切れた人形のように床ゆかに倒たおれこむ。

「ショコラ？……おい……どうしたんだよ……ショコラ……ショコラッ!!」





【①つづく　②To Be Continued...】









　あとがき







　この七巻を執しつ筆ぴつ中、のうコメのアニメが始まって、無事に全十話完走しました。結局最後まで重力仕事しなかったな！

　この七巻を執筆中、担当がＹ女史からＩ女史に代わりました。女性に下ネタの有り無しを判別されるというご褒ｂ──もとい拷ごう問もんからは逃のがれられないようです。

　この七巻あとがきを執筆中、《おっぱいマウスパッドを壁かべに貼はり付け、そこに自分の体を押しつけて、一人『あててんのよ』ごっこしたらどうだろうか？》的なツイートをしたら、春日かすか部べ史上最高のリツイート数になりました。フォロワーさん愛してます。

　謝辞は簡略版にて失礼します。のうコメに関かかわっていただいている全すべての方に、感謝を。

　元担当Ｙ女史。受賞から約三年半の間、本当にありがとうございました。春日部タケルが作家として今も活動できているのは、間ま違ちがい無くあなたのおかげです。

　そして、読者の皆みな様さまに一番の感謝を。

　それでは、初夏あたりに発売予定の八巻でお会いしましょう。


二〇一三年十二月　春日部タケル　　









[image: ]
















カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている７








春日かすか部べタケル
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